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　膝の上に座る、柔らかな身体を抱きしめた。

　レーリルは先ほどから痛いほど存在を主張している己の肉棒を、腕の中にいる娘──セレスの臀部に押しつける。衣越しとはいえ、密着している身体はお互いの体温を感じ合い、火照っている。

　レーリルが欲情していることに、セレスはずっと気づいていただろう。けれど、気づかないふりをしているようだった。しかし、こうも露骨に擦りつければ、気づかないふりはできない。セレスは恥ずかしそうに唇を噛み、そっと俯いた。

（可愛い……欲しい）

　最初に、セレスを欲しいと思ったのはいつだったのだろう。気がつくと彼女は心に居座り、よい意味でレーリル自身に変化をもたらした。

　かけがえのない、たった一人の愛しい女。

　その娘が今、腕の中にいる。

　興奮のまま押し倒そうとして、自分たちが今、冷風吹き荒れる山中でマントに包まっていることに思い至った。マントの隙間から冷風に肌を撫でられ、慌てて横たえようとしたセレスを抱きかかえ直す。

　すまない、と謝った。

　欲望のまま欲してしまうところだった。レーリルは以前、セレスに無体を働いた。なのに、いくらなんでも都合がよすぎる。こういうことは、もっと時間をかけて心を解きほぐしてから行うべきだろう。……おそらく。

　これまでに、恋というものをしたことがないレーリルにとっては初めての経験で、その辺りはよくわからないが、急ぐ必要はない。

　なんとか理性で性欲を鎮めようとすると、ふいに、セレスの顔が近づいてきて、唇に柔らかいもの──彼女の唇が押し当てられた。

（……くそっ）

　なぜ、誘うようなことをしてくるのだ。止めようと、堪えようと、必死なのに。優しくしたいのに。……大切にしたいのに。

　レーリルは耐えきれず、セレスの細く柔らかい身体を掻き抱き、ゆるゆると彼女の身体を愛撫しはじめる。

「途中でやめられないぞ」

　念を押した。

　セレスは頬を染めながらも、こくこくと頷き、懸命に、気持ちを伝えてくれた。

「──優しくするつもりだが、あまり我慢できそうにない」

　セレスの胸に触れ、双丘をなぞり、一つ一つを確かめるように触れていく。すぐにでも貪りたい衝動にかられたが、それ以上に大切にしたいと思った。

　この愛しいと思う気持ちが少しでも伝わればいいのに。

　けれど、気持ちよりも先に身体が動き出してしまう。セレスが無意識に煽ってくれるものだから、レーリルの最後の理性も揺らぎ始め、我慢がきかなくなった。

　ゆっくりと時間をかけて愛したかったのに、欲しくてたまらなくなってしまいセレスの腰を引き、秘部に膨張した己自身を押しつけた。

　今すぐに、身体全部を貪って、膣の奥をぐちゃぐちゃに犯して、自分の種子で満たしたい。

　まだ早いだろうことはわかっていた。セレスの秘部を、充分にほぐしきれていない自覚もある。

　なのに、昂ぶりすぎた興奮は収まってくれず、割れ目に猛った己を沈めていく。興奮のまま熱い吐息を漏らしながら最奥にたどり着き、セレスといくつか言葉を交わす。

　気遣ったつもりが、セレスの言葉はレーリルの興奮材料にしかならなかった。そして、本能のままに腰をぶつけた。狂ったようにセレスを抱き、これまでに味わったことのない快感の渦に飲み込まれたまま、子宮の奥へと己を突き立て、白濁をぶちまけた。

　大量に射精したせいで、白濁が結合部からこぼれ落ちるのを感じる。

（ナカに、射精してしまった）

　女のナカに種子を注ぐのは、初めてだった。

　これまでどんな女を抱いても、ナカに出したいとも、出そうとも思わなかったのに。

　この種子が実を結び、子ができればいいと思う。

　激しく突き立てたためか、セレスはぐったりとレーリルの胸のなかへ倒れ込み、ややのち、寝息が聞こえ始めた。

　まだ膣へ挿入したままだった己をそっと抜き、セレスの体勢が苦しくないように抱え直す。

「セレス、生涯お前だけを愛すると誓う」

　その声は、自分自身のものとは思えない切なさを帯びていて、思わず苦笑する。

　レーリルはそっと、眠るセレスの頬に唇を押しつけた。
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　四頭立ての馬車には、蝶と桜の紋様──ジーム国の王族を象徴する、大自然を示す紋様──が描かれている。大型の白塗り馬車は、財力を惜しげもなくつぎ込んだ豪華絢爛な造りだ。露骨に「乙女が妄想で描く様をそのまま形にしました」といった見目の馬車はほとんど振動もなく、ここまでひと月、予定通りに旅路を進んでいた。

　そんな馬車の窓枠に肘をつき、セレスはため息をつく。ウェーブがかった淡い金髪を後ろで一つにまとめたセレスは、顔の下半分を薄い白色の布で覆っていた。さらに頭から淡い濃紺のヴェールを被り、その隙間から覗く青紫色の瞳は、退屈そうに窓から青空を見上げている。

　そしてまた、ため息をつく。

「セレス様、ため息をつかれますと幸せが逃げてしまいますよ」

　向かい側に座っていた侍女のペルに窘たしなめられて、肩をすくめてみせた。

「仕方がないでしょう、気乗りしないんですから。こんなどこぞの姫君が乗るような馬車に押し込められて、女が着るようなドレスを纏わされて」

　大人しそうな見目とは裏腹に、はきはきとしたまるで男性のような口調だった。けれど、ペルは驚くこともなく、柔らかく微笑んでみせる。

「もう、またそういうことをおっしゃって。セレス様は、間違いなく姫君であり、女性です。そ、そりゃ、わたくしも、姫様が殿方であれば、と思いますけど」

　そう言って頬を染めるペルは赤毛をきりっと頭上で結び、髪が乱れないようにメイド帽を被っている。着ている衣類は飾り気のない青色のドレスだが、上等な生地でできていることはひと目でわかるほどに輝いていた。歳は二十二歳のセレスより二つ年上の二十四歳。

　セレスは露骨に、ため息をついて俯いてみせた。

「ペルは、またそうやって私を篭ろう絡らくしようとするんですね」

　やれやれ、とセレスが呟くと、ペルは慌てたように立ち上がった。

「そ、そのようなことは決して！」

　ペルが真っ赤になっている。可愛い、と思いながらセレスが見つめていると、ペルは仏頂面になった。

「もう、からかわないでください。……わたくし、本当に寂しいんですのよ。セレス様と、もうすぐお別れだなんて」

「私もまさか、この歳になって嫁ぐとは思っていませんでした」

　ジーム国では十七歳から二十歳ぐらいまでの間に嫁に行くのが常であり、二十歳でも遅いと言われるほどだ。けれど、セレスは今年で二十二歳。誰かに嫁ぐつもりなんてなかったし、そもそも、嫁ぐことなどできないと思っていた。

　ジーム国第一王女、セレス・ファンマーレ・ジーム。それがセレスの名前であり、名前に国名を連ねていることが彼女の身分を物語っている。ジーム国は海沿いに面した自然豊かな国で、海からは鮮魚や貝が、山からは山菜や果実が穫れ、牧畜も盛んだ。食べ物は豊富で他国に比べると貧富の差も少なく、神が恵みを与えた国だと言われている。そんなジーム国の王族の女は、十六歳で成人するまでは異性に姿も見せてはいけないという掟があった。

　セレスも例外ではなく、十六歳まではひたすら女系王族専用の空宮と呼ばれる離宮で過ごした。空宮では知識を得る楽しさを知り、母に頼んで教師を雇ってもらい、暇さえあれば読書に勤しんだ。知ることが楽しく、毎日のように異国に想いを馳せた。十六歳になって初めて男を見たセレスは、彼らが腰にさしていた剣が気になり、自らも剣術を習得することに夢中になった。

　そんな彼女を皆は奇異の目で見たが、窘める者はいなかった。父や母は放任主義、セレスには与えるだけ与え、何も干渉しなかった。

　セレスはふと、自らの両手を見る。

　白い絹の手袋で覆われているが、王族の女とは思えないほどに節くれだった、明らかに剣を扱う者の手だ。剣は重量もあり、最初こそ難儀したが訓練のかいあって扱いも上達し、両腕にはうっすらと筋肉もついている。

（私が、姫君、ですか）

　自嘲して、再び窓から空を見上げた。腹の立つほどの快晴である。夏も終わり頃だというのに異様に暑く感じるのは、全身を覆っている衣類のせいか。

　咄嗟にヴェールを外そうとして、ペルから叱咤が飛ぶ。

「セレス様！」

「……暑いんです、この服」

「これから嫁ぐのですから、服装を乱してはなりません」

「でもリネトルア国王都までは、まだ半月以上かかるんでしょう？　今頃から着飾る必要なんてあるんですか」

「もし顔を護衛に見られたらどうするんです。それに、夕方には国境につきますよ。そこで、リネトルア国の馬車に乗り換えるために外に出ることになります。見栄を張らないと！」

「見栄って言っちゃってるじゃないですか」

　セレス本人よりやる気の炎を燃やすペルは、王都まで同行してくれることになっている。その後セレスは一人になって、ペルは祖国へと帰国する手はずだ。

　リネトルア国はゴス大陸で三番目に巨大な大国であり、周辺の国々を従国として繁栄している。帝国と名乗ってもよいほどに権力を持ち、セレスの祖国ジーム国もまた、リネトルア国の従国の一つだ。豊かなジーム国は、小国でありながらリネトルア国に毎年多く金を上納しており、その金額は他国の追随を見ないほどに突出していた。リネトルア本国と地理が隣接していることもあり、従国のなかでもジーム国の権力は強大だという。

　そんな従国一の権力を持つジーム国第一王女セレスが嫁ぐ相手は、リネトルア国第三王子ヴィルレインだ。

　今年十八歳になった彼は「有言王子」の異名を持つらしい。正妃を母に持つ唯一の王子ゆえに、第三王子でありながら王位継承権第一位の有力者でもある。

　セレスとしては、正妃の子だからと王位継承権が優先されていることが腑に落ちない。国王は、正妃以外の王妃を侮っているのだろうか。それとも、正妃の身分がとてつもなく高いのか。

　従国とはいえ所詮他国のことであり、詳しくは知らないが、とにかくすごい相手であることに違いはない。

　次期国王である年下の権力者の元へ、完全に行き遅れの歳となったセレスが嫁ぐのだから、ペルが必死で見栄を張ろうとするのもわからなくはなかった。

「ですが、これでセレス様も自由になれますね」

　ふいに、ペルが言った言葉にセレスは目を丸くした。

「自由？」

「はい。セレス様は、離宮に閉じ込めておくにはもったいないお方です。あなた様を妻になさる王子殿下は、さぞ幸せでしょう」

　うっとりと微笑むペルに、セレスもまた頬をほころばせた。自由、とは考えたことがなかった。此度の結婚も王女ゆえの義務だと思っていたが、嫁いだ先には、もしかしたら素敵な暮らしが待っているかもしれない。

「ですから、姫様。どうか、歌だけは歌わないでくださいませ」

　口調が一変して、厳しいものになる。セレスは、首を傾げた。

「けれど、祖国は歌の都ですよ。請われて披露することもあるかもしれません。私も、歌には自信が──」

「断ってくださいまし。必ず」

　ペルの有無を言わせぬ口調に気圧されて、セレスは咄嗟に頷いた。

　どうしていつも歌を歌おうとすると、止められるのか、と不思議に思いながら。







　国境を越えて暫くしたころ、窓の外は薄墨色に染まり始めた。そろそろ宿につくころだろうか、と思っていると、護衛を指揮する騎士の一人が、窓越しに「やや予定が遅れている」ことを伝えた。

　ペルは、ジーム国とセレスを馬鹿にしていると憤慨したが、セレスは動揺せず、二倍ほどに広くなった馬車内で寛いでいた。

　国境で乗り換えたリネトルア国の出迎えの馬車は、さすが本国の馬車といったところか。外装はもちろんのこと、内の飾や彫刻も麗しい。こうして他国の文化にじかに触れる喜びをかみしめつつ、セレスは暗くなる馬車のなかで揺れるランプを眺めた。

　それは唐突だった。

　国境付近にどしりと構えたノームの森に沿って、静まり返る道を進んでいた馬車が、唐突に止まる。

「おっ、と」

　椅子から落ちないように足を踏ん張った。

　何だろう、と思う間もなく、言い争うような声が聞こえ始め、それは激しい怒声に変わる。金属同士がぶつかる音、馬の嘶き、護衛ではないだろう野蛮な男たちの叫び声。それらが馬車を取りかこむように四方から聞こえる。

「……ペル、こっちへ。私から離れないように」

　セレスの言葉に、青くなって震えていたペルは我に返り、馬車内に護身用として備え付けてあった棍棒を持った。

「わ、わたくしがセレス様をお守り致します！」

　刹那、すぐそばで何かが倒れる音がして、強引に馬車のドアが開かれる。侵入してきたのは、護衛や騎士とは到底思えない髭面の無法者だった。歳は四十歳ほどだろうか。下卑た笑いを浮かべた男は、セレスの腕を掴んだ。

「お前が姫だな？」

　そう聞いておきながら、セレスの返事も待たずに腕を引く。その男の腕を、ペルが棍棒で叩いた。男は悲鳴をあげて腕を放したが、カッと瞳に殺気を滾らせるとペルにとびかかる。

　セレスは咄嗟に懐に忍ばせてあった短剣を取り出し、男とペルの間に立った。

　セレスを護衛して運ぶ隊列が、何者かに襲撃されていることは明白だった。セレスはさっと窓から外に視線を滑らせたが、分厚いカーテンに遮られて外の様子はわからない。

　セレスは男を正面から見据え、凛とした声音で告げる。

「私はあなたと共に行きます。だから彼女は、見逃してください」

「はぁ？　てめぇ、立場がわかってんのか」

「彼女は侍女です。姫である私一人を連れて行くか、どちらも諦めるか。選びなさい」

　セレスは短剣を自らの首筋に宛がう。

「おいおい、何をやってんだ」

　鼻で笑う男を見据えたまま、短剣を持つ手に力を込める。首筋にぴりっとした痛みが走った。

「本気ですよ」

「死ぬってか？」

「ええ」

　男はセレスの顔と首に宛がっている短剣を見たあと、面倒くさそうに舌打ちをした。「わかった」と言い、セレスの腕を引く。男は、後を追おうとしたペルを蹴り飛ばし、馬車の壁に叩きつけた。

「やめて！」

「うるさい、そっちから来たんだろうがっ」

　軽々と男の肩に担がれて馬車の外に出て、初めて惨状を知る。ざっと視界に入っただけでも、十人近い者が血を流して倒れていた。闇の中で敵か味方かはわからないが、その光景を目に焼き付けたまま、セレスは男の肩に担がれてノームの森へ入っていく。

（あれ。私が目的じゃないんですか……敵が引き上げようとしないんですけど）

　盗賊たちは、なぜかずっと護衛たちと対峙している。目的は、セレスではなく積荷なのか。それとも、予想よりも護衛が強くて手こずっているのか。

　セレスは肩に担がれながら、誰かが、「話が違う！　ビーツのやつが抜け駆けを」と叫んだのを聞いた。叫んだ男の声は途中で途切れたが、剣がぶつかる音は止まない。

　盗賊や護衛たちの姿も遠くなって見えなくなったころ、セレスを担いでいた男が笑い始めた。出し抜いてやったぜ、と。

　ぎょっとして、男の背中を叩く。

「ちょっ、仲間を置いて逃げるんですかっ」

「お前は高値で売れるんだよ、なんであいつらに分けてやらなきゃならねぇんだ！」

「あなた最低ですよ！」

　話が違うと叫んでいた男がいたが、この男がビーツなのだろう。

　盗賊や夜盗に成り下がるにはそれなりの理由があると思っていたが、この男は正真正銘のクズのようだ。

　やがて喧騒は遥かに遠ざかり、男の荒い呼吸だけが聞こえるようになったころ。

　男は足を止めてセレスを木の根元に下ろすと、呼吸を整えながら後ろを振り返った。

「ははっ、ざまぁみろ。これで俺は金持ちだ」

　腕で乱暴に汗をぬぐった男は、さも当然のようにセレスに覆いかぶさってくる。唐突すぎて反応が遅れたセレスは、腕を突っ張って男の胸を押す。しかし、いくら剣を扱っているといっても所詮は女の力。男には及ばない。

「姫なんて、そうそう抱けるもんじゃねぇからな。味見させてもらうぞ」

　その言葉に、ぞくりとした。抗えない力で抑え込まれて、逃げることもできない。男の生々しく臭い息が首筋にかかって、ひっと喉を引きつらせた。

（犯されるっ）

　二十二年守ってきた純潔が穢されてしまう。こんな野蛮で、クズな男に。

　これまでは、何があっても恐怖に震えたことはなかった。王宮でぬくぬくと育ち、命の危険などとは無縁だったから。

　セレスは歯を食いしばる。悔しかった。こんな男に手籠めにされることも、クズ男に脅えている自分も、そして──祖国のために嫁ぐはずだった身を、穢されることも。

　男の舌が、セレスの首を舐めた。

「やっ」

　やめて、という言葉は途中で途切れた。

　男がいきなりふっ飛ばされて仰向けになり、叫ぶ必要がなくなったのだ。

　何が起きたかわからなかった。それは男も同じだったのだろう。痛みに顔をしかめながら身体を起こそうとした男の前に、別の男が立ちはだかる。

　新たに現れた男は長身で、そして、黒かった。後ろ姿しか見えないが、身に着けているものすべてが黒い。黒すぎて、闇のなかでさえ存在がわかるほどに。

（……悪魔）

　闇より黒いマントを羽織った男は長剣を掲げると、勢いよく振り下ろす。肉を裂く音がして、盗賊から強姦魔になろうとしていた男の首が落ち、地面に転がった。

　黒い男は絶命した男を見ると、セレスを振り返った。

　初めて見えた男の顔立ちは精悍に整っていたが、にこりともしない。笑顔で人殺しをするのも怖いが、セレスを安心させようという気もないようだ。

　男はセレスのそばまでくると、長身を屈めて覗き込んできた。緑がかった漆黒の短い髪は撫でつけられており、髪と同色の瞳はガラス玉のように無機質だ。

「怪我はないか」

　低い声からも、感情は感じられない。男はセレスの返事を待たずに話し始める。

「こんな場所で何をしている。あの男はお前の恋人か。だとしたら、埋葬してやれ」

「い、いえ……違います。あの男は盗賊で、連れ去られるところでした」

「真面目に答えるな、冗談だ」

　驚くほど笑えない冗談だ。それとも、自分で身を守れない女に対する皮肉だろうか。どちらにせよ、セレスが助かったのは事実だ。

　事情を簡潔に告げて木の根に倒れ込んでいた半身を起こし、頭を下げる。

「助けてくださり、ありがとうございます。この御恩は忘れません。お礼をさせ──」

「いらない。それより、盗賊は群れるものだと思ったがな。そもそもお前のような女一人売ったところで、そう金にはなるまい。身なりはよさそうだが……歳がな」

　男は値踏みするようにセレスを見て──いや、見下し、長剣をセレスへ向けた。

　息を呑む。

「お前は嘘をついている」

「……ついておりません。私は、セレス・ファンマーレ・ジームと申します。これからリネトルア国第三王子ヴィルレイン様の元へ輿入れする途中でした」

　正直に述べた。正直に述べなければ、殺される。殺気こそ放っていないが、男は無表情だ。そして彼の長剣は今、セレスの首に触れるか触れないかぐらいのところにある。ほんの少し力を入れれば、セレスの首は裂けるだろう。

　男は無表情のまま、長剣を下ろした。

　ほっとしたのもつかの間、骨が軋むほどの強さで手首を掴まれ、地面に押し倒された。

「……え」

　唖然とするセレスが見たのは、獣のように爛々と瞳を殺気だたせた男だった。

「そうか。お前があいつの」

　ぞくっ、と悪寒で全身が震えた。男の声は憎しみを滲ませている。今度こそ殺される、と思った。このまま首を絞められるか、先ほどの男のように長剣で身体を切り裂かれるか。理由はわからないが、この男はヴィルレインを憎んでいるようだ。

　男はふいに、にやりと笑った。まったくもって楽しそうではないその笑みは、見ているだけで身体が麻痺するほどに恐ろしい。

（やっぱり、悪魔）

　盗賊から救われたのではない。悪魔にさらわれただけだったのだ。

　祖国にいる両親や国民に詫びた。この歳まで育ててくれたのに、王女としての務めを全うできそうにないことを。

　唐突に、男がセレスの首──ではなく、胸に触れた。

「……は？」

　思わず間抜けな声が出てしまう。そこは首ではない。

（殺すつもり、ですよね）

　次の瞬間、強く乳房を掴まれて、痛みに喉を引きつらせた。けれど、悲鳴は上げない。無様な死にざまだけは、王家の誇りにかけて見せたくない。

「矜持だけはあるようだ。今からお前を凌辱する。ヴィルレインの妻を、俺がな。お前は俺に純潔を奪われ、あの男の妻になるんだ」

　男の言葉に、セレスは目をぱちくりさせた。

「……殺さないんですか？」

「国家間の問題に発展させてどうする」

　確かにそうだが、ヴィルレインを貶めたいのならセレスを殺すくらいやってもいいだろうし、盗賊を躊躇なく殺した男の言葉とは思えない。

　セレスは初めて、この男が誰なのかが気になった。初めは通りすがりの男だと思った。事実そうだろうが、ヴィルレインを知っているのだから「ただの平民」というわけではなさそうだ。

　セレスに圧し掛かってきた男を見て、「待ってください」と言った。

「衣類は破かないでください。あと、どうか顔も見ないでください」

　素顔だけは、今まで誰にも見せたことがない。見せる相手は、夫となる人物だけ。さすがに部屋に１人でいるときはウェールをとるが、ペルもセレスの素顔を知らないのだ。

　男は眉を顰め、セレスを睨んだ。

「……どうぞ凌辱なさってください。私はそのことを、墓まで持って行きます」

　嫁ぐ前に純潔を失ったとなれば、それもまた国家間の問題になるだろう。リネトルア国領土で起きたゆえに、落ち度はリネトルア国にあることになる。国の、関係の悪化だけは避けたい。だから、凌辱の証拠になるような跡は残したくない。

　男もそれを察したのか、鼻で笑う。

「潔い姫だな。そんなことで俺の気が変わるとでも思ったか」

　男はそう言うと、あっさりセレスの衣類を引き裂いた。あくまでヴィルレインを貶めるのが目的ならば、セレスが凌辱されたことを黙っているのは面白くないのかもしれない。

　幾重にもなっているドレスを面倒くさそうに破いた男の前に、やがてセレスの豊満な胸が現れる。誰も触れたこのない肌は健康的で白すぎず、キメが細かく美しい。男は表情を変えずに胸に触れると、強く揉みしだき、先端の桃色の突起にしゃぶりついた。乱暴に触れられて、セレスは気持ち悪さと違和感にひたすら耐える。

　けれど、盗賊の男ほどに恐怖を感じないのは、この男の狂気が自分ではなくヴィルレインに向いているせいか。それとも、殺しはしないと言われたせいか。

（とにかく、耐えないと。……私は、ヴィルレイン様の元に嫁いで、王女としての使命をまっとうするんですから）

　乳房を弄ぶのもほどほどに、男の手がセレスの下肢に向かう。かろうじてドレスで隠されていた淡い金で覆われた茂みと、その先の双丘が露わになった。さすがに恥ずかしくて身じろぎするが、男の冷徹な瞳には熱の欠片さえない。セレスを女ではなく道具として見ているのだろう。

　怖くないわけではない。初めては痛いというけれど、ヴィルレインがきっと優しくしてくれる、とペルは言っていた。だから安心していたが、この男は、セレスを気遣うはずもなく乱暴に組み敷くだろう。

　男はごつごつとした指をいきなりセレスの蜜壺に差し入れた。

「っ」

　痛みで身体が跳ねる。男は無表情のままベルトを外してスラックスを寛げると、屹立した己を強引にねじ込んだ。

「──っ！」

　痛みなどという言葉では表現しきれないほどの、衝撃だった。

　歯を噛みしめて、喉の奥から漏れそうになる悲鳴を堪える。内臓そのものを抉り出されたかのような錯覚さえ覚える激痛に、身体が無意識に逃げようとした。男はセレスの両腕を抑え、さらに強く硬い己を突き刺すと、強引に腰を打ち付けてきた。

　意識を飛ばせたらどんなにいいだろう。圧迫の苦しさと身を裂かれるほどの激痛と内臓を抉られるる不快感に、ただただ耐える。

　愛も何もないこの行為は、盗賊から救ってもらったことへの代償──そう思い込むようにした。売られずに済んだ、殺されずに済んだ。だから、純潔を捧げるくらい安いもの。

　自分に言い聞かせて、ひらすら歯を噛みしめる。

　ふいに、男が動きを止めた。

「……なぜ泣き叫ばない」

　ほんの少し、悔しさをにじませた声音だった。けれど、セレスには答える余裕がない。歯を噛みしめすぎて、口の裏側のどこかを噛み切ってしまったのか口内は血の海になっている。何より、下肢の奥から響いてくる激痛に耐えるので精一杯だった。

　目の前に男の手が現れた。

　その手がセレスのヴェールを取ろうとしたのが見えて、咄嗟に手を払いのけた。

　セレスの顔を見てもいいのは、ヴィルレインのみ。それだけは、例え殺されようとも譲りはしない。

　男は沈黙したのち、身体を引いた。ずるっ、と引き抜かれる感覚に息をつめ、去った圧迫感にほっとする。

「……せいぜい、ヴィルレインに可愛がって貰うんだな」

　男は自らの衣類を整えるとそう言い捨てて、懐から短剣を取り出す。息を呑んだセレスの右手を掴んで、ずっとはめたままだった手袋を外す。強く握り締めて逃げられないようにすると、セレスの右手の甲に短剣で罰印を描いた。皮膚が裂けて血が滲み、痛みに小さく悲鳴をあげる。

「罪の証だ。一生残るだろうな」

　男は低く笑うと、長剣を片手に去っていった。

　完全に男の気配が消えてから、セレスは身体の力を抜く。下肢が痛む。覗き込むと、ぬるりとした液体がこぼれ落ちた。指で触れると、それは血だった。

（……純潔の証が）

　その瞬間、意識が遠くなるのを感じる。

　倒れそうになる身体を叱咤して、木に寄りかかりながら立ち上がった。

　破かれたドレスで血を拭うと、右手の甲にもドレスを細く裂いて包帯のようにぐるぐると巻いた。そして、比較的破れ方がマシなドレス──もともと折りたたんで身に纏っていた前開きのドレス──を身に纏い、足を引きずりながら歩き出す。

　身体が揺れるごとに奥が痛んだが、この痛みを忘れなければならない。自分は王女であり、花嫁だ。これから第三王子ヴィルレインに嫁ぐのだから。

（このドレス、なんて言い訳しましょうか。この国の者なら誤魔化せるかもしれませんが、ペルの目は誤魔化せないでしょうし）

　潔く真実を話すべきか、と諦めながらも歩き続けた。どこを歩いているかもわからなくなっていたが、立ち止まることはセレス自身が許さなかった。

　闇の中に明かりが見えた。

　咄嗟に、木の陰で立ち止まる。伺うと、ランプを持つ男の顔に見覚えがあった。護衛のなかにいた男だ。近くには騎士の姿もあった。

　身体から力が抜けて、その場に座り込む。セレスが「ここです」と合図をすると、ランプを持つ護衛と、二人の騎士が駆けつけてきた。

「セレス姫ですね、ご無事でしたか」

「ええ。盗賊の一人が抜けがけして、私を連れ去ったようです。隙をついて逃げてきました」

「こちらでとらえた盗賊からも、仲間が逃げたという証言が出ております。大変申し訳ございません、すべて私の責任でございます」

　そう言って膝を折り、地面に額をこすりつけた騎士の頭に軽く触れる。

「構いません、私は無事だったのですから」

　騎士の一人に抱きかかえられて、セレスは馬車があった場所へ戻った。

　月明かりに照らされながら動いている人の少なさと、あちこちに転がっている肉片と化した人であったものを見て、歯を噛み締める。

　何気なく馬車を見た。護衛が片付けようとしている複数の死体のなかに、見覚えのある女性の姿があった。彼女は護衛に抱えられ、他の死体と一緒に地面に並べられる。ベルは首から血を滴らせ事切れていて、ぴくりとも動かない。

（……そんな）

　視線を反らした。見たくなかった。

　次の瞬間には、駆け寄って抱きしめたい衝動にかられた。どうして死んだのだと泣きわめきたかった。けれど、セレスは王女だ。

　セレスを抱きかかえる騎士へ下ろしてほしい旨を伝え、毅然と立つ。

「準備が整い次第、出発してください。亡くなった方への対応は丁重に。……侍女は、このまま祖国へ送り返してください、必ず」

「かしこまりました」

　セレスはそう告げ、ペルに背を向け──馬車のなかへ戻る。

　一人になった瞬間、両手でウェールの上から顔を覆った。流れる涙はそのままに、嗚咽を堪える。ウェールを被っていてよかった。きっと、セレスが泣いたことは誰にも知られないだろうから。

　純潔を奪われたことも辛かったが、それ以上にペルを失ったことが辛かった。

（……今日だけは）

　嫁いだら、もう泣かないから。

　だから、今だけは「王女」でなく、一人の娘として泣くことを、自分に許した。





※　※　※






　リネトルア国王都は、花の都と呼ばれていた。何もかもが華やかで美しく、人々は他愛もないことで笑いさざめき、市場は賑わっていた。貴族の屋敷ほどの大きさの大聖堂や美術館は歴史的にも高名な建築技師の手によって作られており、当時最先端であった見目は今尚、美しさと繊細さ、そして圧倒的な存在感を得ている。

　それらが並ぶ中央通りを、馬車はゆったりと進んでいた。セレスは窓から指でカーテンを引っ張り、街の様子をさりげなく覗いた。民衆がこちらを見て人垣を作っていることを知り、慌てて顔を引っ込める。自国の次期国王の花嫁が来たのだから、当然だろう。しばらく王都はお祭り騒ぎが続くかもしれない。

　馬車は王都ついてからもしばらく走った後、なだらかな傾斜を登り始める。そしてすぐにゆったりと停止した。

（ついたんでしょうか）

　大きく深呼吸をして、カーテンの隙間から外を見た。

　一列に並ぶ侍従たちが見えた。そのなかの一人が、こちらに近づいてくる。

　セレスは慌てて窓から離れて、なるべく優雅に見えるように椅子に座った。さっと、今朝がた着替えたドレスに違和感がないか確認してから、ヴェールに手を添える。

「失礼致しますよ」

　飄々とした声についで、返事を待たずにドアが開かれる。

　そこには、長い銀髪を後ろで一つに纏めた、見るからに「使用人」といった風体の男が立っていた。歳は二十代半ばくらいだろうか。声から受けた印象そのままに、端正な顔には真意が読めないにんまりとした笑みが浮かんでいる。

「お待ちしておりました、セレス姫。道中大変だったと聞いております……お疲れでしょう。ささ、どうぞこちらへ。我が国をあげて、歓迎致します」

　男はセレスに手を差し出し、自然な仕草で馬車から下ろす。

「私、カイルと申します。ヴィルレイン殿下の従者です、どうぞお見知りおきを」

「ありがとうございます。セレス・ファンマーレ・ジームです」

　堂々と告げたセレスを見て、カイルは微笑んだ。

「では、ご案内いたします。こちらへ」

　カイルが歩き出し、周囲の者たちが道を開けて頭を下げる。

　セレスはカイルについて、歩き出した。

　王城へは、正面入り口ではなく、貴族用と思われる重厚だが美しい細工のほどこされた両開きのドアから入った。足元に敷かれた赤い絨毯は、廊下が続く限り伸びている。踏みしめると弾力があって心地よく、上質な織物であることがすぐにわかった。王城の窓側の壁には、窓のない場所に一定間隔に絵画が飾られ、歩く者を楽しませている。

　それらを見つめながらセレスはカイルのあとを歩いていたが、ふとあることに気づく。誰ともすれ違わないうえに、やけに静まり返っている。いや、先ほども静かだったが、今は人の気配というものを感じない。

　貴族の出入りがあるはずだし、使用人だっているだろうに、なぜ。

「……静かですね」

「ええ、今日がセレス様のお輿入れだって皆が知ってますからね。貴族たちや関係者は遠慮してここへ来ていないんですよ。まぁ、はっきり言ってあなたは歓迎されてないってことです。あ、出迎えの使用人たちはさくらで、別にヴィルレイン殿下つきの侍従じゃないですから。少しだけ、姫様気分味わえたでしょ？」

　カイルは「はははっ」と笑いながらそう言った。セレスは笑顔を取り繕ったまま、なんと返事をするべきか迷い、結局新たな話題を投げることにした。

「あの、ヴィルレイン殿下はどちらにおられるんですか。あと、式などの日程は」

「式なんてないですよ。もう入籍は済んでいるので、ご安心を」

「はい？」

「それから、ヴィルレイン殿下のことなんですけど。……聞いてません？」

　カイルはセレスに向けて、探るようなまなざしを向けてくる。なんのことかわからずに、首を傾げた。

（というか、この従者はやたらと馴れ馴れしいですね。いっそ清々しくて好感がもてる）

　カイルは困ったように肩をすくめて、「えっとー」と言葉を選びながら話し始めた。

「うちの殿下、『有言実行王子』って呼ばれてるんですよ。略して有言王子」

「ああ、それは知ってます」

「今から数年前でしたねぇ。『私は部屋から出ません！』と宣言して、そのまま有言実行したんですよ」

「……は？」

「ぶっちゃけ、引きこもりなんです」

　引きこもり。

　その言葉に唖然とするセレスを見て、カイルは軽く笑う。

「いやぁ、期待外れですよねぇ。次期国王が、引きこもり。国政にも携わらず、部屋にこもりっきりなんだから、貴族からの支持も落ちますよ」

「ちなみに、なぜお部屋にこもってるんですか」

「繰り返される暗殺未遂に脅えてしまってましてね」

　物騒な言葉に、息を呑む。

　一般的に言って国の権力争いには欠かせないという「暗殺」が、ジーム国には存在しなかった。王位継承は嫡男と決まっており、他の男児も見合う地位を得るので、争う理由もなかったのだ。暗殺という言葉については、非現実的で夢物語。その程度の認識でしかなかったけれど、本当に暗殺などということが起こるのか、この国では。

「ほら、殿下には二人の兄君がおられるでしょ？　殿下の母君が正妃ゆえに王位継承一位ですけど、ほかの兄も……まぁ、どっちかというと、第一王子ですね。彼も王になりたいみたいなんですよ」

「では、実の兄から暗殺を？　それは、ヴィルレイン殿下はお辛いでしょうね」

「おや、ご理解あるんですね。そういうことで、殿下は部屋から出られません。よって式もなし。早速今夜は初夜ですから、身支度してくださいね。部屋は殿下と同じ部屋を使ってください。どうせ侍従は私一人なんで、ふたり一緒に生活して頂いたほうが楽ですし」

「……カイル様お一人、ですか」

「呼び捨てで結構です、奥方様。暗殺に脅える殿下が、複数の人間を傍に置くと思います？」

　確かに、暗殺に脅えているのならば、傍に人を置くのを避けるのもわかる。誰が裏切るかわからないし、信用がおけるのが誰かもわからない。

　確か、ヴィルレインはまだ十八歳だったはずだ。数年前に引きこもったということは、10代の初めぐらいから既に命を狙われていたということになる。

（本当に、お辛いんですね）

　自分が少しでもヴィルレインの心に寄り添えたら、彼の助けになれるだろうか。王女として、ヴィルレインの妻として、役目を全うしようとセレスは心に決めた。

　ややのち、王族の居住地となっている王宮の最奥にある離宮へたどり着いた。直接ヴィルレインの部屋へ行き、カイルの先導のもと部屋に入る。けれどヴィルレインは奥の自室に引き込んでいるようで、応接間らしき部屋にはいなかった。

「ま、いつもですよ。奥方様の部屋は右奥です、どうぞ使ってください。二人用の寝室はないので、いちゃいちゃするときはどっちかの部屋を使ってくださいね。あと、もう時間もないのでとっとと湯浴みを済ませて下さい。お疲れでしょうけど、寝るのは初夜を終えてからですよ」

　てきぱきと説明されて、ざっと室内も案内される。そしてそのまま風呂場へ押し込まれた。この従者は本当に自分を姫だと思っているのか問い詰めたい衝動に駆られたが、まだ出会ったばかりなのだからと自制した。王子つきの従者ということは、カイル自身もかなり格式の高い貴族の家柄なのだろう。もし、本国の公爵家の人間だったりしたら、従国の姫より地位が高い可能性もある。

　セレスは大きく息をついて、なんだかもう、いろいろと諦めることにした。

　別に王妃になりたかったわけではないし、ヴィルレインが次期国王として認められてなくても関係ない。自分はジーム国の王女として嫁いできたのだから、ヴィルレインの子を産むことが一番の役割だろう。

（でも、ヴェルレイン様が引きこもっているなら、私も引きこもり生活するをことになりますよね）

　剣術の稽古や勉強をしたいけれど、その辺りは頼んだから叶えてくれるだろうか。とにかく、会ってみないことにはわからない。

　セレスは気合を入れて、身体を清める。自分でもほとんど触れたことのない、双丘に手を伸ばして──身体を強張らせた。伸ばした右手に見えた罰印の傷痕は、長旅の間に治りかけている。けれど、傷が深すぎたせいで、痕が残りそうだった。

　純潔ではなくなった自分に幻滅する。これからセレスは生涯、ヴィルレインに嘘をつき続けなければならないのだ。純潔を奪われてしまったなどと、決して告げることはできない。それだけは隠し通さなければ。

　頭ではそう思うのに、胸の奥が軋むように痛むのはなぜだろうか。

（……大丈夫です）

　自分に言い聞かせて、胸の痛みから目を背けた。







　カイルが用意したのか、脱衣所には夜着が置いてあった。淡く可愛い桃色の寝着は簡単に脱げる仕組みになっており、これから初夜を迎えるのだと改めて思わされた。寝着からは甘くいい匂いがする、香を焚きしめてあるようだ。

　迷ったけれどヴェールだけ寝着に追加で被り、応接間に出た。カイルの姿はなく、セレスは一度自分の部屋に戻ったけれど、まだ一度もヴィルレインへ挨拶をしていないことに気づき、慌ててヴィルレインの部屋へ向かう。

　ドアの前に立ち、深呼吸の末、ドアを叩いた。

「ヴィルレイン様、セレスです。ご挨拶をしたく思います」

　正直、返事は期待していなかった。暗殺に脅えているのなら、初対面の妻と一対一で会うことさえ怖いかと思ったからだ。それならば、ドア越しにでも会話できればいい。

　けれど、ややのち、少しだけドアが開いた。

　こっそりこちらを窺うように顔を出した少年は小柄で、セレスと背丈は変わらないだろう。やや暗い雰囲気を纏っている。

「きみが、セレス？　私が、ヴィルレインなんですけど」

　声音は少し低めだけれど中性的だった。

　ドアがまた少し開き、淡い金髪の少年が現れる。彼の紫の瞳をじっと見つめ、セレスはその後、食い入るように少年の全身を、そして顔を確認する。

「え。ええええええ！」

「わっ、なに!?」

「な、な、なんでですか!?」

　セレスは、姫らしくない強引な仕草で自らのヴェールをはぎ取った。ヴィルレインの瞳もまた、こぼれんばかりに見開かれていく。

　鏡を見ているようだった。ややセレスのほうが髪が長いということ以外は、まるで同じ。よくよく見ると多少の違いはあるかもしれないが、双子と言っても通じるほどに、二人はよく似ていた。

（こんな偶然あるんですか？　なんで、こんなに……はっ、まさか、何かしらの呪いとか!?）

　混乱のあまり、非現実的な妄想を始めたセレスの両肩に、ヴィルレインが手を置いた。その瞳はなぜか、きらきらと輝いている。先ほどまで纏っていた暗さは消え、頬は紅潮し、喜びを満面の笑みで表現していた。

　ヴィルレインは、益々笑み崩れ、そして信じられないことを言った。

「私の代わりに、王子として王位を目指して頂けませんか？」

「……へい？」

　奇妙な言葉が漏れたが、ヴィルレインは続ける。

「私の代わりに、国王を目指してください。私が王になれば、もう兄は私を暗殺できないでしょう。そうすれば私は部屋から出られます。どうかお願いします！」








第二章　最悪な、そして納得の、運命の再会









　濃紺色の燕尾服を纏ったセレスは、執務室で大きなため息をつく。今、目の前の書類に記載されていることは、さらしで押しつぶされた胸の痛みに悶えた今朝の衝撃が吹っ飛ぶくらいの衝撃をセレスに与えた。

　嫁いできたその翌日、セレスは男装してヴィルレインになりきり、第三王子専用の執務室にやってきた。執務室は数年間使われていなかったはずだが、掃除は行き届いており、埃一つ落ちていない。

　ヴィルレインの執務室は、さほど広くない。

　突き当りに執務机があり、その左右に補佐官用の机が一つずつ置いてある。壁には絵画や調度品が置かれ、客間のように品が良い。

　正直、こうしてここにいるのは不本意だが、ヴィルレインが土下座しそうな勢いで頼み込んできたので、否とは言えなかった。騒ぎを聞きつけて何事かとやってきたカイルも事情を知り「いいんじゃないですか」とヴィルレインに賛成したことが決定打となり、そして今、セレスはヴィルレインに成り代わり、執務室で王子を演じていた。

　やると言ったからには全力で全うする。夫のために、妻として、王女として、役にたてるのならば。

「なんですか、ため息などつかれて。別に、あなたに期待なんかにしてませんから、大丈夫ですよ」

　そう言ってにっこり笑うカイルは、補佐官の席に座り、資料を揃えていた。「しばらく国政から離れていたから」という理由で国の現状の把握から開始したセレスのために、あらゆる方面から資料を集め、それをまとめてくれているのだ。資料の量は膨大で、目の前には正面が見えないほどの山が出来ている。

「それは、慰めてくれてるんですか」

「もちろんです。お望みでしたら、私の傀かい儡らいになっていただいてもいいんですよ。私の意見が必要でしたら、いつでもおっしゃってください」

「……じゃあ、早速聞きますけど」

　セレスは、ため息をついた理由となった書面を見つめて、口をひらく。

「この、毎年消えていく莫大な国費の用途はなんです？」

「どれですか？　ああ、それは配給や医療費ですね。先王が定められた法で、税金を使って無償で国民を救済する措置です」

「ではこちらの『福祉』に関する救済の費用割り当ては？」

「それは、孤児院に寄贈する費用ですよ。子は国の宝ですからねぇ、我が国では子どもは尊重されるべき存在なんです」

「……子どもが宝なのは、知ってますけど」

　頭を抱えた。無駄遣いが多すぎて、どこから切り詰めていくべきか悩むほどだ。しかも、どんぶり勘定や横領などではなく、救済措置や福祉を中心に、どれも「必要だ」という考えで国費の振り分けがなされているように感じた。

　この費用の割り当てを考えた者は、ずいぶんと頭の固いものなのだろう。

（国が違うと、こうも考え方が変わるものなんですか）

　どれもこれも、セレスの母国ではありえないことばかりだ。けれど、母国の常識を押し付けるわけにもいかないので、まずはこの国の常識や歴史を学び直し、余裕があれば庶民の暮らしも知っておきたい。理想と空論で、政ごとはできないのだ。

　祖国で、ある程度の知識は身に着けてきたが、それが、実際の国政にどれだけ使えるかはわからない。ヴィルレインとして王位を目指すのならば、努力は惜しまず知識を吸収するべきた。幸い勉強は嫌いではないし、新たなことを知る喜びも知っている。苦にはならないだろう。

「まぁ、でも、漆黒王子が国政の中心を担うようになって、貴族たちの馬鹿騒ぎも収まってきたんですよ。以前は毎夜舞踏会とか開いて、国庫を疲弊させてましたからねぇ」

「漆黒王子、ってたしか、第一王子の二つ名でしたよね」

　セレスの問いに、カイルは目を見張った。

「あれ、ご存じないですか？　腹の底から真っ黒なんで、漆黒王子って言われてるんです。本名はレーリル殿下。御年二十九歳」

「はぁ、説明どうも。で、そのレーリル殿下が貴族の華やかな暮らしを制限したことで浮いた費用が、こっちですか」

　書類を見せると、カイルが頷いた。

　先ほどの、費用振り分けの書類だった。

「そうです。まぁその分、漆黒王子はかなり貴族の反感を買ったらしいですよ」

「ヴィルレイン様の暗殺を企んでる王子ですよね？　その割には、いい王子じゃないですか。費用の割り当ては酷いですけど、一応民のことを思ってるみたいですし。貴族に制限を加えるなんて、そうそうできることじゃないですよ」

　そもそも貴族の浪費に国費が使われている意味がわからない。貴族はそれぞれ領地を持っているのだから、与えられた領地に引っ込んで慎ましく暮らせばいいものを、なぜ役職もなく軍人でもない貴族の家長が王都に住みついているのか。

「民に思い入れがあるんじゃないですかね。漆黒王子の母親は庶民ですし」

「……そんな話でしたね。さすがにそれは知ってますよ」

　確か、第一王子の母親は庶民で、王子の出産後すぐに死去。第二王子の母親が伯爵家の令嬢で、現在は「王妃」。そして第三王子であるヴィルレインの母親は元々従国の姫であり、王の正式な伴侶と認められている「正妃」となっている。

　国王は、後宮に多くの妃をもつ。

　妃には「正妃」のほかに、妾妃と王妃の二種類があり、一度でも王と褥をともにすれば妾妃となれる。妾妃となった娘が王の子を懐妊したり、地位ある貴族の娘だったり、他国の姫であれば、妾妃から出世して王妃という地位が与えられるのだ。

　後宮には常に数百人の女が暮らしており、妾妃の数は莫大、王妃の数は少数、というのがリネトルア国の常識だという。

　そして、そんな後宮の頂点に立ち、後宮の女たちを纏めるのが「正妃」である。正妃は、王が、神の前で愛を誓った唯一無二の「伴侶」。

　王は生涯、たった一人の「正妃」しか娶ることが許されない。

　つまり、正妃以外の妃はすべて、王の愛人なのだ。

　同じ、国王たる父を持っても、母の立場や後ろ盾のあるなしで王位継承権が変わるのが、リネトルア国だという。

　昨夜、後宮の仕組みや身分についての本を読んだセレスは、これらの制度を知って愕然とした。リネトルア国が複数の従属国を持つ大国だからこそ、数百人の愛人を後宮で囲うことが可能になるのだ。

「油断はしないでくださいよ。漆黒王子の異名は伊達ではないですから。気に入らない貴族は一家ごと惨殺、民に対しても不満があれば容赦ないですよ。村ごと焼き払ったこともありますし。貴族の舞踏会を禁じたのも、うるさすぎて腹が立つからという理由からでして。命令を守らなかった貴族は数日のうちに、何者かに暗殺されて死亡しました。まぁ、あくまで『何者か』であって、犯人は不明ですけど」

　ふむ、と考える。

　これだけ「救済」や「福祉」へ費用を割り当てて平民を想いながらも、不満があるというだけで村を焼くというのは些か違和感がある。行動に一貫性がないのは、精神的に不安定なのだろうか。

　セレスはやや黙したのち、カイルに言う。

「資料を追加してください。王子たちについての資料です、特に国政を担っているレーリル王子の資料をお願いします」

　カイルはこぼれんばかりに目を見張ったが、セレスは時間が惜しいのでそれには構わず、次の資料に手を伸ばした。







　セレスは、窓から斜めに差し込む蜂蜜色の夕陽が照らす廊下を歩いていた。その後ろを、足早にカイルがついてくる。

「ちょっと、なんでそんなに身のこなしが素早いんですか。姫ってお淑やかに歩くもんじゃないですか」

「すみません、昔から粗暴で有名だったんですよ私。お淑やかなのは苦手なんです、さすがにヴィルレイン殿下の前ではお淑やかに装いますのでご安心ください」

「それは、身代わりとしてはうってつけ……じゃなくて、本当に漆黒王子のところへ行くんですか？」

　執務室で唐突に「レーリル王子に会いに行く」と言い出したセレスを、カイルが先ほどからずっと止めようとしてくる。彼の胸中は察するけれど、やはり、実際に会わないことには始まらない。これから王位を目指して国政を担うのならなおさら、現状を把握し国政に深く身を置いているレーリルとは顔を合わせておかなければ。

「どうせいつかは会うのですから、いいじゃないですか」

「あなた、王位継承権第一位ですよ？　せめて、向こうからこさせるべきです」

「無茶言わないでください」

　何年も引きこもり、仕事を放りだして国政に一切携わらなかったくせに、王位の継承順位だけ主張する傲慢な王子だと思われたくない。ヴィルレインになりきる身としても。

　セレスは無理やりカイルに案内させて、レーリルの執務室までやってきた。見張りの兵士はおらず、茶色い木造りの頑丈なドアが目の前に立ちはだかっていた。装飾や細工の何もない簡素なドアは、ここが「執務」のためだけに使われている部屋であることを物語っている。

　ここまできてなお引き留めようとするカイルを無視して、ドアをノックした。

「セ……じゃない。ヴィルレインです」

　いきなり間違えないでくださいよ！　と小声で叱責するカイルをまた無視して、じっとレーリルの返事を待つ。しかし返事がない。

　もう一度声をかけるが、それでも返事はなかった。思い切って、勢いよくドアを開く。

　正面に据えられた執務机に、肘をついている男がいる。逆光で顔は見えないが、ずいぶんと鋭い殺気を向けられていることは、空気からびりびりと伝わってきた。

　セレスは、レーリルの執務室に足を踏み入れた。歩くことで陽光の向きが変わり、そこにいた男の顔が露わになる。

（──っ）

　息を呑むと同時に、身体が硬直した。

　忘れるはずもない、ノームの森で盗賊からセレスを助けた男だ。夜闇のなかでも漆黒であり続けた姿が脳裏に焼きついている。セレスを何の感情も現さずに見下ろし、凌辱し、この手に罪の印を刻んだ男でもある。

　セレスはそっと、白い手袋をはめている右手の甲を撫でた。

（……だから、ヴィルレイン様を嫌っているんですか。なるほど）

　自分が受けた仕打ちの理由と、国家間の関係を気にしていた意味も理解した。

　夕陽のせいで橙色に染まって見えるが、レーリルの着ている燕尾服は漆黒だった。髪と瞳はあの時と同じ、闇よりも黒い、緑がかった黒色をしている。

　震える身体を叱咤して落ち着くように、一度深呼吸をした。

（今の私は、ヴィルレイン様です。……私は、あの夜のことを「知らない」のだから、普通に接しなければ）

　こうして目の前に座るレーリルの体躯は大きく、瞳にはなんの感情も宿していないくせに、威圧感が半端ない。気を緩めると視線を反らしてしまいそうだ。

　震えてしまう身体をごまかすように、無理矢理笑みを作った。

「お久しぶりです、兄上」

　そう告げ、堂々とレーリルの前まで歩みを進めた。

「長らく不在にしてしまい、申し訳ございません。本日より復帰いたしましたので、ご指導ご指南よろしくお願い致します」

「……指導、だと？」

　押し殺した声に、さらに身体が震えた。否応なくあの夜を思い出し、後ろで組んだ手をぎゅっと握り締める。それでも笑顔を繕ったまま、口をひらいた。

「はい。現在国政の中心を担っているのは兄上だとお聞きしておりますので」

「俺の仕事だ、貴様が立ち入る余地はない」

「現在は、そうかもしれませんね」

　いずれヴィルレインが国政を担うことになる、と言外に言ったセレスに、レーリルの瞳に怒りが灯る。

（人間らしい顔も出来るじゃないですか）

　あの夜を思い出してしまうためか、無表情のほうが恐ろしい。胸中でほっとしながら、セレスは懐から書類を取り出した。

「本日は復帰のご挨拶と、それから。こちらなのですが、ここ数年の記録を午前中に辿りまして。私、しばらく政から遠のいていたので。……で、わからないことがあったので、兄上に直接尋ねにきました」

「お前が知る必要はない」

「独裁政治がお望みですか」

　黙り込み、けれども一層殺気を漲らせたレーリルに対して、セレスは書類に記載された国費の使用割り当てが記載されている箇所を、指でとんとんと突いて示した。

「ここなんですけど、国費の使い道についてです。先王陛下が定められた、この救済措置の法律に私は反対です。しかも今年から、さらに民のために使う金額を増やす予定になってますけど、どういうことですか」

　ふ、とレーリルが嘲笑した。

　露骨に侮蔑を浮かべた笑みに、セレスはきょとんとする。

「何かおかしなこと言いましたか」

「お前も、国費を貴族のために使えと言うんだな。そうやって貴族の人気を取り戻し、ゆくゆくは王座を得るつもりか」

「そんなことどうでもいいんですよ」

　もちろん、王座を得るのはヴィルレインだ。けれど、今はその話をしにきたのではない。

　セレスはずいっと書類を前に突き出した。

「救済の法律には賛成です。しかしこれはあくまで、救済措置でしかない。つまり、その場しのぎなんです。不作や災害など、何か大きな損害が出たときの根本的な解決にはなりません。単純に国費の割り当てを増やすのではなく、想定できる範囲で問題を見直して新たな対策を講じるべきではありませんか」

　レーリルはかすかに目を見張り、セレスを見つめた。背が高いレーリルは座っていても視点が高く、身を乗り出すように屈んでいるセレスの視点とほぼ同じ高さだ。

　ややのち、レーリルが息をつく。

「そこまで言うのだから、具体策はあるんだろうな」

「まず、医療費の支出が半端ないんですよ、これは異常です。医療費がかかる理由として、平民たちの生活環境に問題があるように思えます。衛生面の改善が必要です。入浴など身体の清潔を保つことの重要性、糞尿の始末方法の徹底、各食品に消費期限の表示を義務付けて消費者に安全な食に対する意識づけを行う、などの対策をご検討ください。結果として生活の質もあがり、人々の免疫の強化につながります」

「国民は受け入れられないだろう」

　セレスは、言葉につまった。それを見て、レーリルが続ける。

「法を具体的に定め、強制すれば反発が起きる。民は奴隷ではないのだから、細かなことまで口を出しては自由を奪うことになり、不満が大きくなる」

「では、その法律が必要である理由から説明すればよいのです。そもそもなぜこの国には、庶民が通うべき学校がないのですか。民たちは、何も考えずにすべてを受け入れて生活しています。現在の衛生面についても疑問さえ持っていない。病人が多いのも、そういうものだと当たり前になっているんです」

「知識をつけさせれば革命が起きかねない。現状に不満を抱く者が必ず出てくるだろう。北方のハルカ国で革命が起きたことを知らないのか。国民が知恵を付けた結果、王族は一家皆殺しにされたんだぞ」

「それがなんだというんです」

　セレスはレーリルの瞳を真っ直ぐに見据え、はっきりと相手に伝わるように言う。

「民が拒絶する王など、王ではありません。民あっての国でしょう」

　レーリルが瞳を眇め、眼力が一層鋭くなる。沈黙が降り執務室の空気が張りつめていく。セレスは胸中に冷たいものを感じて、四肢にぞくりとした震えが走ったのを感じた。やはりレーリルの威圧感は半端なく、逃げたい衝動にかられたが、腹に力を込めて耐えた。視線をそらしたら負けた気がする。

　お互いににらみ合い、緊張から口内がからからに乾いてきたころ。先に視線を反らしたのはレーリルだった。彼は視線を執務机に落とし、呟く。

「考えておいてやる」

　その瞬間、セレスの全身から力が抜けた。それを気取られまいと足を踏ん張って堪え、頭を下げる。

「ありがとうございます」

「王子が軽率に頭をさげるな」

「兄であり国政を担うあなたに頭を下げるのは、当然のことです。私は今まで、何もしてこなかったのですから」

　セレスは微笑んで、退室する旨を告げた。

　レーリルの執務室から出たセレスは、その場に座り込む。無意識に右手の甲を撫でながら、深く息を吐き出した。

「……怖かった」

　ぼそりと小声でつぶやくと、カイルが泣きそうになりながら、やはり小声で責めてくる。

「まったく、ひやひやさせないでください。怖いならなんで飛び込んでいくんですか」

「王位を狙うなら、態度で示さないとと思いまして」

　王子として国務を全うし続ければ、自然と周囲の見る目も変わってくるだろう。そのためには、あらゆる分野の者と関係を築き、信頼を得る必要がある。

　そう思ってのことだったが、カイルは執務室に戻ってからもぶつぶつと愚痴を言う。そんな愚痴を聞き流しながら、午前中に後回しにした資料の読み込みに入っていく。

　しかし、陽が沈んだ頃からいきなり来客が増えた。

　どれも貴族で、ヴィルレインが国政に復帰したという噂を聞きつけて「挨拶」にやってきたという。対応が面倒だったが、王になるには貴族の支援は必要不可欠だ。リネトルア国の王子としてどう振舞うことが相応しいかはまだわからないが、卑屈になりすぎず偉そうになりすぎないよう心掛け、対応した。

　その数は多く、訪問が途切れることはない。

　当然ながらどの者もセレスには初対面で、自ら名乗ってくれる貴族はいいが、当然のように話し始める相手に関してはカイルがこっそり関係と名前を教えてくれた。

　いずれも、王位継承権第一位の王子に取り入ろうとする者か、もしくはレーリルとヴィルレイン、どちら側につくべきか見定めようとする者たちだろう。

　セレスは応対しながら、それとなくレーリルに関する評判を聞いた。返答によって、彼らが現在、レーリルとヴィルレイン、どちらを王として相応しいと思っているのかがわかる。レーリルを露骨に侮蔑する者や恐れる者、中には言葉を濁す者もいて、わかりやすい。

　貴族らの訪問が途絶えたのは、夜の帳がとっくに降りたころだった。

　おかげで今日中に読み込むはずだった資料が、まだそのまま残っている。それらを読みながらもさらに国政に関する書類をカイルに届けさせ、一人になって、セレスは大きく息を吐いた。

（……疲れましたね）

　母国での鍛錬のおかげで、通常の姫よりも幾分か身体が頑丈な自覚はあるが、それでも頭を使ったせいか、やたらと疲れた。緊張していたので精神的にも参っているのだろう。

　けれど、今日の貴族らの様子から察するに、このまま身代わりを続けることは可能だろう。

　誰もセレスをヴィルレインの身代わりとは疑わないし、それなりの振る舞いは出来ているはずだ。むしろ、「男に生まれたほうがよかった」と思ったこともあるセレスからすれば、現状はある意味、望みが実現したといっても過言ではない。

　椅子にだらしなく凭れながら資料を眺めていたセレスは、控えめにノックされたドアの音に、姿勢を正した。この叩き方はカイルではない。

「フィレンセル家の者です、宜しいでしょうか」

　ドアの向こうから聞こえてきた声音は、柔らかい。フィレンセル家、という名に、セレスはふと口元を緩めた。深く息を吐き出して気持ちを整え、「どうぞ」と言う。

　現れたのは、女性と見まがうほどに中性的で美しい青年だった。濃い金髪は背中に届くほどに伸び、空色をした瞳を眇めている。背は、低くはないが、特別高いわけでもない。しかし、身に纏っている純白の燕尾服は華美で、刺繍や装飾が派手ではない程度に品よく彼を引き立てていた。

　彼の容姿と、自分とあまり変わらないだろうおおよその年齢を察して、セレスは自分の予想が正しいことを悟る。

　フィレンセル家は、第二王子ジグザス──通称「百合王子」の母方の実家の名だ。女性のように美しいことから、百合、という二つ名で呼ばれているという。

　この人物こそが、ジグザス本人だと予想をつける。あえて、王子ではなくフィレンセル家の者と名乗ったのは、ヴィルレインを試しているのか。

（ジグザス王子はたしか、王位継承権を正式に辞退している……んでしたよね）

　よって、現国王が王でなくなれば王子から大公になることが確約されている。母親の身分が高く後ろ盾もあるため、命がけの王位争いよりも安パイを選んだといったところか。

　ジグザスはセレスの前まで歩み寄ると、柔和に微笑んだまま、じっくりとセレスの全身を舐めるように見た。あまり居心地はよくない。

「この度は、国政に復帰なさったこと、心よりお喜び申し上げます」

「……ありがとうございます」

「ところで、なぜ急に表舞台へ戻ってこられたのですか？」

　その質問は、今日一日で何度か受けたものだった。そして予め、ヴィルレインとも話し合って返事は決めてある。

「妻を娶ったので、私も働かねばと思いまして。いずれ子が生まれたときに、肩身の狭い思いをさせてしまうのは避けたいですからね」

「おや、殿下は奥方を愛されているのですね」

「ええ、とても」

　微笑んで答え、そして、セレスは机の上に肘をついた。手を組んで、そのうえに顎を乗せる。

「……ところで、漆黒王子ことレーリル兄上を、どう思いますか？」

　執務室内の空気が変わり、緊張を帯びた息苦しいものになる。相手が警戒した証拠だった。ジグザスはやや考える素振りを見せたあと、大げさともいえる身振りで首を横に振った。

「僕ごときが、レーリル殿下についてどうこう言う立場ではありません。それより、ヴィルレイン殿下こそ、レーリル殿下をどのように思われているのです？　参考までに教えて頂けませんか」

　何かを試されているのだと察しながらも、セレスは即答した。

「王に相応しい方だと思います」

　予想外の返事だったのか、ジグザスは目を瞬いて唖然とした表情になる。

「……しかし、意見が偏りすぎています。彼は庶民のことを考えていますが、あくまで王族の視点からです。もっと柔軟な思考と対応を──いえ、彼は彼のままでよいのか」

「あの、どういうことでしょう」

「レーリル殿下の行動力は、尊敬に値します。私にはないものです。しかし、彼は周囲の意見に無頓着すぎる。傍に、彼にアドバイスできる、いわゆる参謀的な立場の者を置くべきではないでしょうか」

「……と、いいますと？」

「周囲に敵が多すぎます。王位を狙うのならば、貴族を戒めながらも支持を得る方法を模索する必要があると思います。そして周囲の敵を可能な限り減らすと同時に己の行動理由を明確にし、黒い噂を断つべきです」

　カイルが用意してくれた資料を読んだだけで、レーリルの黒い噂の大半には根拠があることがわかった。資料に具体的に記載されていたわけではなく、あちこちに点々と記された事実を繋ぎ合わせれば、自然とレーリルが取った行動の理由が明確になってくる。

　村を焼いたのは、伝染病の広がりを阻止するためだった。周辺住民に対しての配慮からか、自らの独断だと公言し、伝染病に関しては公表しなかった。書類には医師団を派遣した旨とその際に使われた薬の記載がある。彼自身も、村を焼くのは苦渋の決断だったのかもしれない。

　レーリルが伯爵家の貴族一家を惨殺したことにもまた理由があった。惨殺された貴族は国王の親類であり、その権力を利用して「人をさらっては快楽殺人を行っていた」のだろうと、セレスは見当をつけていた。一家が惨殺される数日前まで、この貴族が暮らす邸宅近辺で行方不明者が続出、その後、見るも無残な姿で捨てられた遺体が発見されている。書類には生きたまま解剖されたという記載さえあり、かなり残酷な死に様だったことは間違いない。けれど、レーリルが貴族一家を惨殺後、そのような遺体が見つかることは全くなくなった。

　レーリルが勝手に貴族一家を惨殺したということで、伯爵家の醜聞は世に広まらず、不運な被害者として同情されるだけだった。そして、事実を隠蔽することにより、平民から貴族に対する不信感を煽らずに済んだのだ。

　それらは真実を知るものには美談だが、知らない者は彼を恐れ奇異の目で見る。レーリルが新たに法を制定したら、悪法なのではないかと疑いの目で見ることにもなるだろう。

　ふと、セレスは視線を落とす。

（レーリル王子は、常に庶民のことを考えておられる。それは、間違いないでしょう）

　けれど、セレスが初めて見た彼は、悪魔のようだった。ヴィルレインを憎むあまりセレスを凌辱したのに、先ほど対面したときは、何事もなかったかのように平然としていた。暗殺を企てているというのも事実だろう。実際、昼食に早速毒が盛られていた。毒見用のネズミに予め食べさせたので大事には至らなかったが。

　一体何が、レーリルをそこまで豹変させたのか。

「ふっ、あははははっ」

　唐突な笑い声に、顔をあげた。ジグザスが身体を折り曲げ、おかしそうに笑っている。

「よく調べたね、驚いちゃった。それに、なんか意外だな。ヴィルレインがそこまで考えていたなんて」

　ジグザスはそう告げると、優雅に髪を払い、胸に手を当てた。

「改めて、偽っていたことを詫びるよ。僕は、ジグザス・フィレンセル・リネトルア。この国の第二王子だ」

　セレスは笑みを浮かべて立ち上がり、同じように自己紹介をする。付け加えて、来訪に対する礼と不在にしていた詫びを述べる。

　すべて聞き終えたジグザスは、また笑い始める。

「なんだ、僕の正体に気づいてたの。まぁ、そうだよね。昔何度か会ってるし。それにしても、本当に意外。うーん、どっちにつくか迷っちゃうなぁ」

「国の行く末を決めるのですから、迷って当然かと」

「そうだね、うん、確かに。……今日はこれで、失礼するね」

　ジグザスは、軽く手をあげると、そのまま振り向くこともなく執務室を出て行った。

　ややのちカイルが戻ってきた。

　セレスは早速、カイルにジグザスについて問う。

「はぁ、第二王子ですか。彼自身については、あまりよく知らないんですよ。よい噂も悪い噂もないうえに、彼は王位継承権を放棄してますから。ただ、百合王子の母は公爵家の出なので、後ろ盾は大きいです。百合王子がもし漆黒王子側につけば、漆黒王子はかなり大きな後ろ盾を得たことになるので……王位継承権が、変動する可能性もありますね」

　ジグザス自身は、王座にはつかない。けれど、ジグザスがどのような行動をとるかによって、ヴィルレインの立場も変わってしまう。ヴィルレインは正妃の子だからという理由で王位継承権第一位だが、ジグザスがレーリル側につけば、貴族たちはレーリルにこそ未来があると判断し、ヴィルレインを捨てレーリルを推すようになるかもしれない、ということだ。

「現在、ジグザス殿下はレーリル殿下側についてるわけじゃないんですか？」

「あくまで中立を保っておられるようですよ。貴族たちは、百合王子の今後の行動から目を離せないでいます」

　なるほど、とセレスは頷いた。

　王位を目指すには、国政を全うするだけでは足りないようだ。







　初日の執務を終えたセレスは、自室に戻った。

　毒見を終えて完全に安全と判断された夕食を、応接間でヴィルレインと二人で取りながら、セレスは胸を押さえた。一日中、さらしでしばっていた胸が痛い。自室につくなりドレスに着替えてさらしも外したけれど、違和感が拭えなかった。……白い手袋を着用し続けることに違和感がないように、自室とはいえ露骨に寛ぐことはせず、ヴィルレインの手前もあってそれなりに着飾っている。

　今日一日に起こったことを話しつつ、食事を終える。それぞれ入浴や寝る前の準備にいそしみ、セレスはヴィルレインの部屋に向かった。

　ヴィルレインの部屋は、正直汚い。埃などの汚れというより、とにかく物が多いのだ。よくわからない調度品や美術品、工芸品などがあちこちに転がっている。わずかな足の踏み場はあるものの、それが消えるのは時間の問題かと思われた。

　大きめのベッドの上だけは綺麗で、セレスはベッドによじ登り、寝ころぶヴィルレインの隣に転がった。

「あの、ヴィルレイン様」

「ヴィルでいいですよ、夫婦じゃないですか」

　夫婦、とヴィルレインは言ったが、初夜には何もなかった。ヴィルレインのセレスに対する態度は、妻に対するというより友人に対する態度に近い気がする。実際、今日も夫婦の義務を全うするつもりはないようで、気楽にごろごろしている。セレスは猫みたいで可愛いと思った。

「ヴィル様は、王位継承権を放棄しないんですか？　そうすれば、第二王子みたいに狙われなくなると思うんですけど」

「それも考えたんですけど……母上の胸中を想うと。私が国王になるのは母上の願いでもありますし」

　ヴィルレインの母である正妃は現在、病で臥せっているという。従国から嫁いできた姫で、今のセレスとよく似た立場だ。正妃という立場上、ほかの王子より我が子に王座についてほしいという気持ちもわからなくはない。

　ヴィルレインが、俯く。

「母上は厳しい方だから、怖いけど。でも、私は母上の期待に答えたいんです」

　セレスは今の自分と正妃を重ねた。侍女ひとり連れてこられず単身嫁いできた正妃は、さぞ寂しかっただろう。ヴィルレインもそのことを理解しているようだ。

　暗殺に脅えながらも、母の望みを叶えようとするヴィルレインを見ればそれは一目瞭然だった。王位にはつきたいけれど、暗殺は怖い。そして、気の弱いヴィルレインは精神的に追い詰められて、部屋に閉じこもることになった。

　最初に引きこもりと聞いたときは驚いたが、今ではヴィルレインの気持ちもわからなくない。実際、昼間の食事に毒を盛られた件については、セレス自身驚いた。同時に激しく恐怖し、確実に安全と思えるもの以外は口にしないと固く誓った。

　セレスはヴィルレインの頭を撫でた。

「私、頑張りますから。だから、もう少し待っていてください」

「……うん。でも、無理はしないでください。頼んだ私が言える立場じゃないですけど、その、こうして誰かに傍にいて貰えるって、すごく……嬉しいです」

　はにかむヴィルレインに、セレスはそっと口を開く。

　彼がよく眠れるように、愛しさを込めて子守歌をうたった。けれど、数秒もしないうちに耳を塞いで、苦悶に顔を歪めるヴィルレインの姿に首を傾げた。

「や、やめてぇ」

「ヴィル様？」

「う～」

（あ、静かなほうが眠りやすいんでしょうか）

　善意からの子守歌だったけれど、人にはそれぞれ好みがある。必ずしも、子守歌が喜ばれるわけではないのだ。

「ヴィル様は、子守歌は嫌いなんですね」

「ええっと、まぁ、はい」

「じゃあ、手を繋ぎましょう」

　指を絡めて手を繋ぐと、ヴィルレインが微笑んだ。

　セレスも微笑み返す。

　二人で手を繋いで、ふわふわと優しいぬくもりのなか、眠りについた。








第三章　叡知に長けた第三王子









　その日も執務を終えたセレスは、執務室の後片付けをカイルに押し付けて、一足早く部屋に戻ることにした。

　王族居住地の離宮に向かう途中の渡り廊下で、ふと足を止める。

　さすがにこの時間となると、やや肌寒い。昼間はまだ暑いくらいなので、気温差で体調を崩さないようにしなければ。

　ヴィルレインの身代わりとなって、半月が経過した。まだまだ覚えるべきことは沢山あるが、それでも、最低限ではあるものの王子としての役目を全うできるだけの仕事はこなせるようになってきた。あがってきた書類に目を通し、可否を下してそれぞれの担当に返事をする。可とした書類に関しては、国政の中心人物であるレーリルが最終決断をするので、それらの書類はすべてレーリルに届けられていた。

　セレスはいわば中間管理職で、忙しい反面多くの事案や国政に触れることができるため、王になるための研鑽をつめるという意味ではありがたい。その他にも、視察として他国や地方へ出向かなければならないことがあるらしい。実際、セレスが輿入れ途中に襲われたとき居合わせたレーリルは、視察の帰途だったという。部下とともに行動していたらしいが、あのときレーリルは一人だった。もしかしたら、攫われたセレスを見て、助けるためにわざわざ追ってきてくれたのかもしれない。

（……なんて、都合がよすぎますか）

　自嘲する。凌辱されたことを忘れたわけではないし、未だにレーリルを前にすると身体が震える。けれど、彼が王に相応しくあろうとする勤勉な王子であることもわかっていた。

　そう思うと尚のこと、凌辱されたことが辛く思えた。憎まれているのはヴィルレインなのだが、その妻であるセレスもまた、彼にとっては憎むべき対象なのだろう。

　思考を振り払うように、外の空気を大きく吸い込んだ。中庭の豊かな新緑の匂いが、故郷を彷彿とさせる。ジーム国の空宮で暮らしていたころを思い出す。王子として制限があるにしろ、空宮に閉じこもっていたころと比べると、なんと心地よいのか。好きなだけ知識を詰め込めるし、政にも携われる。

（暗殺の危険さえなければ、最高の環境なんですけど）

　ヴィルレインも早く外に出してあげたい。そう思いつつも、この半月間のことを思い返すとため息が出る。

　どうやら、この国の貴族はよほど毒殺が好きらしい。食べ物に毒物が混入しているのは当然で、贈り物にも毒針が仕込まれ、香り袋として、気化される毒物を届けられたこともある。

　ふいに、視界の端で何かが光った。

　ほとんど反射的に腰に帯びた剣に手をかけて引き抜いた瞬間、金属が交わる音が目の前で響く。

　咄嗟に後ろに飛びのき、夜闇に紛れて現れた黒ずくめの闖入者を睨みつける。相手はあっという間に距離を縮め、剣を繰り出してくる。寸でのところで剣を合わせてはじき返し、繰り返し剣をぶつけた。力加減からして相手は男だろう。隙のない身のこなしやわずかな余裕も与えない迅速な対応から、彼がプロの暗殺者であることを悟る。

　強い。しかも、正面からの応戦では、女のセレスの力では長くは持たない。これまでは毒を盛られるばかりだったので、油断していた。まさか正面から堂々と暗殺者を送り込んでくるなんて。

「殿下！」

　悲鳴に似た叫び声は、カイルのものだ。彼が剣を抜いて暗殺者に切りかかった瞬間、暗殺者はさっと身を引いて去って行った。去り際も素早い。

　セレスは、驚きから膝をついた。

「あー、驚いた。直接きますかー」

　思わず呟きながら剣をしまうと、カイルが物凄い形相で振り返る。

「何のんびりしてるんですっ、一人で出歩かないでくださいって言ってるでしょう！」

「あはは」

　笑って誤魔化して、立ち上がる。驚きで強張っていた身体は、意外と早くもとに戻った。盗賊にさらわれたときや凌辱されたときの恐怖を覚えているせいか、自分ごときの剣術で対応できる暗殺者など恐れるに足らないと思えた。

　さっさと歩き出したセレスのあとを、カイルがついてくる。

「漆黒王子は、あなたを本気で殺すつもりですよ」

「そうでしょうね」

　セレスが彼にされたことや、ヴィルレインに対する態度からも、彼に相当憎まれていることは確かなようだ。

　第一王子でありながら王位継承権が第一位でないことが、腹立たしいのだろうか。と、何気なくカイルに告げると、カイルは肩をすくめた。

「もともと漆黒王子には、王位継承権自体がないって話だったんですよ。それが、十年近く前、いきなり自分が王になるって言いだしたんですよねぇ」

　思わず足を止めて、カイルを振り返った。

「第一王子ですよ、王位継承権がないはずないでしょう」

「まぁ、公言されてたわけじゃないですけど。リネトルア国の過去すべての全二十二代国王、全員の方の名前に濁点があるのはご存知ですか？」

「いえ」

「生まれた王子には必ず、名前に濁点をいれるのが暗黙の了解なんです。けれど、漆黒王子にはそれがない」

「……母親の身分が低いから、そのようにされたんでしょうか」

「さぁ。ただ、こういう噂もありますね。漆黒王子は、本当は陛下の子ではない、と」

　カイルが、セレスの様子を窺っている。どんな対応をするのか、にやにやと笑っているのが不愉快だ。

　やや沈黙ののち、セレスは言い切った。

「くだらない」

「……くだらない、ですか」

「同情なんてしませんよ、彼もされたくないでしょうし。そもそも、血の繋がりなどどうでもいいことです」

　たしかに、実際に血の繋がりがない状態で王族になると、辛い目にも合うだろうことは容易に予想できる。例え周囲が気にしなくとも、本人がこだわらざるを得なくなることもある。しかし、セレスには血の繋がりがどうでもいいことなのは、事実なのだ。

　ふとセレス自身の過去を思い出したが、あえて考えないようにして、カイルの視線から逃げるように歩き出し、曲がり角を曲がった。

　その瞬間、硬いものに強か顔をぶつけて鼻を抑える。

（目の前に壁があるなんて、聞いてません）

　直撃したため、痛みでぷるぷると身体が震える。背後でカイルが息を呑む音がして、やっとセレスは顔をあげた。

　そこにレーリル本人が、立っていた。暗い廊下に溶け込むように立つ漆黒の長身男は、ただただ不気味だが、それより今の話を聞かれてしまったことに焦りを覚える。

　おもむろに手が伸びてきて、セレスの両肩を掴んだ。強い力に抗えず骨が軋み、あの夜のことが思い出される。恐怖で引きつる身体は、言うことを聞かない。それでも頭のなかは冷静で、落ち着けと自分自身に命令する。

「なぜ、お前が俺の名前について知らない。この国の王子ならば、いや、王城に住む者ならば、俺の名前について知らないはずがない」

　やはり話を聞かれていたようで、セレスは早鐘のように鳴る鼓動を感じながら、笑みを取り繕った。

「あなたに興味がなかったので」

　あえて挑発的な言葉を吐き、そっと後ろへ下がってレーリルの腕から逃れる。そのまま、さっさと逃げてしまおうと隣を通り過ぎようとしたとき。

　闇の中に動くものが見えて、セレスは咄嗟にレーリルの体に体当たりをした。不意を突かれたレーリルはセレスに押し倒されるようにして、床に倒れ込む。「ぎゃ！」という叫び声は、カイルのものだ。振り返ると、立ち尽くすカイルのすぐ横の壁に、矢が刺さっている。

「カイル、矢がかすったのですか」

「い、いえ、大丈夫です。毒矢ですかね」

「おそらく」

　先ほど剣で襲われたときといい、目がよくて助かった。

（……けれど、あの矢は）

　さっと壁の矢を見る。放った者は見えなかったが、廊下の距離からしても、かなり遠くから矢を射たと思われる。いくら腕のよい者でも、矢は反れることがあり、確実に殺すには先端に毒を塗る必要があるだろう。

　しかし、今ここには、セレス以外にレーリルもいる。

（果たして、どちらを狙ったんでしょうか……ん、レーリル王子？）

　自分の下で硬直している男に気づいて、セレスもまた身体を強張らせる。全身が密着しており、衣類越しに肌のぬくもりが伝わってくる。

　男性を押し倒してしまった羞恥から慌てて身体を離し──ふと、違和感を覚えた。

　セレスに対し、酷いことをした男だ。その男に触れたのだから、恐怖で絶叫してもいいはずなのに、なぜ羞恥を覚える必要があるのだろう。疑問を抱えつつも、今はそれを頭の隅に追いやった。

「大丈夫ですか、兄上」

　そう言って、手を差し伸べる。

　もし、今の矢が毒矢で、セレスとレーリル、両方を狙ってきたのだとすると──犯人は、ヴィルレイン側でもレーリル側でもない可能性が出てくる。

　思い当たる人物は、一人しかいなかった。







　レーリルは何が起きたのか理解できなかった。

　強か床に腰を打ち付け、痛みに顔をしかめている間に「ぎゃっ！」という叫び声が聞こえ、視線を向けると壁に矢が刺さっていた。

「カイル、矢がかすったのですか」

　その声がすぐ近くから発せられて、ぎょっとした。自分を、ヴィルレインが押し倒している。身体の大部分が密着しており、肌のぬくもりが衣類越しに伝わってくるほどだ。それはいい。それはいいが──。

（なぜ、こんなに柔らかいんだ）

　ヴィルレインの腕はしなやかで、うっすらと筋肉がついていることがわかる。なのに、触れ合っている胸から下は、驚くほどに柔らかく、正直なところ心地よい。しかもふわりと鼻腔を甘い香りがくすぐり、眩暈を起こしそうになった。

「大丈夫ですか、兄上」

　自分を見下ろすヴィルレインが、一瞬、女に見えた。息をつめた瞬間、下腹部を刺激する熱を感じてぎょっとする。差し出された手を咄嗟に振り払った。

　レーリルは立ち上がると、振り返ることなく歩き出す。身体に触れていたヴィルレインの体躯の柔らかな感触が、消えることなく残っている。

（あいつは、間違いなく男だ。出産にも立ち会った、幼いころに裸も見ている）

　そう自分に言い聞かせて、盛大にため息をついた。

　先ほどの話を聞いてしまったために、混乱してしまったのかもしれない。

　レーリルの名前について、ヴィルレインは言った。同情なんてしませんよ、彼もされたくないでしょうし、と。

　事実、同情などされたくない。それに、ヴィルレインの言葉からは侮蔑も差別も感じられなかった。彼は実際、レーリルが庶民の母から産まれた子であると見下してはいないようだ。

　国政に復帰した日、ヴィルレインはレーリルの元を訪れて、堂々とレーリルが下した国費の采配について異論を唱えた。多少理論に飛躍はあったが、その理由や理屈はどれも正しく、この国を、民を、憂いていることがわかる。

　王としての資質など皆無だと思っていたが、成長して国政に携わり始めたヴィルレインはただの馬鹿王子ではなかったようだ。部屋に閉じこもっているうちに、ヴィルレインは変わったのだろうか。

　レーリルは感じ取っていた。

　もしかしたらヴィルレインは、王に相応しい器を持っているのかもしれないと。

　けれど、そんなことは認めたくなどないし、認めるわけにはいかない。

（俺が王になるのは、あの方の望みでもあるのだから）

　ぎりっと歯を食いしばり、壁を殴りつけた。





※　※　※






「外泊、ですか？　しかもお一人で？　馬鹿ですか、許可できるわけないでしょう」

　執務室で二人きりのとき、露骨に侮蔑交じりに告げられたカイルの言葉に、セレスは肩をすくめた。

　昨日、レーリルとヴィルレインを狙った矢を調べたところ、やはり毒が塗ってあることが判明した。しかも即効性の毒矢で、入手困難な高値の猛毒であるとのこと。犯人はおそらくだが、第二王子であるジグザスではないかとセレスは思っている。王位継承権を放棄しているとはいえ、世継ぎの王子が全員死ねば、後ろ盾のあるジグザスが王位につくことになるだろう。

　カイルに調べてもらった資料に、ジグザスは定期的に王都にあるフィレンセル家の邸宅に戻っているとあった。そのときは、実家に帰ることくらいありますね、くらいにしか思っていなかったが、毎月邸宅に戻っては数日を過ごす習慣が昨日の一件で怪しく思えてきたのだ。もしかしたら、王子を暗殺しようとフィレンセル家と何かしら密談しているのかもしれない。それを逆に利用して、証拠を掴めないかと考えた。

　セレスが強引にジグザスにくっついて彼の邸宅へ泊りに行けば、何かしら行動を起こすのではないか──つまり、囮おとり捜査をしようと思ったのだ。

　けれど、カイルは、首を縦には振らない。

（まぁ、この件はのちのち説得しましょう）

　セレスは、じゃあ、とやや希望を下げて頼んでみることにした。むしろ、優先したいのは今から話す事柄のほうだ。

「王都に降りてもいいですか？　勿論日帰りで。カイルも一緒に」

「王都、って城下ですか？　何かご入用なら、うちの者にいいつけますよ」

「いえ、この目で庶民の暮らしを見たいんです」

　カイルはやや考えたのち、仕方ないですねぇと呟く。一人で第二王子の邸宅に泊まりに行くことと比べれば、マシだと思われたのだろう。セレスはにっこりと微笑んで、急ぎの仕事を終わらせることに集中した。

　昼前に、燕尾服から庶民用の衣類に着替えて王城を出たセレスとカイルは、並んで中央通りを歩いた。

　王城から見下ろして知ったことだが、王都は基盤の目のように、縦と横に真っ直ぐ道が伸びており、中央通りを中心に広がっている。中央通りは王城の正面に伸びるもっとも広い通りで、左右には飲食店や雑貨店など多種多様な店舗が並び、道の中央は馬車がすれ違うことができるほどに広く整えられていた。

　歩道を歩きながら、セレスは店同士の隙間にある路地に置かれたゴミ箱を漁る、ボロをまとった者に目を止めた。先ほどから、似たような者たちを見かける。いわゆる浮浪民で、衣食住も侭ならない者たちのことだ。誰も彼らを気にとめないどころか、距離が近づくと顔をしかめて避けている。

「カイル、実は行きたいところが……カイル？」

　ふと気づくと、隣にいたはずのカイルがいない。一人になるなと言っておいて自分からいなくなるとはどういうことだ、と思いながら辺りを見回すと、カイルがやたら華やかで可愛らしい店の前に立ち尽くしていた。ガラス張りの店内を見つめている。

「何を見てるんですか？」

　声をかけて初めて、カイルは我に返ったように振り向いた。

「あ、いえ、えっと」

「ここ、菓子屋ですね」

　店内には、所せましと菓子が並んでいる。クッキーや飴玉、プレッツェル、砂糖菓子は勿論、果実がふんだんに使われたケーキはいろいろな種類があって、どれも美味しそうだ。

「カイルは、菓子が好きなんですか？」

「えっ」

　ふいに、カイルの瞳に輝きが灯る。普段のどこか気だるそうな印象を払拭するほどに瞳の色が変わり、頬を染めた。

「好きか嫌いかで聞かれれば、そりゃ好きですよ？　だってどれもこれも美味しいですし、作っても楽しい。特にこの店はとても有名で、貴婦人方が取り寄せたりもしているんですよ。果実は常に季節の最高級のものを使用してまして、ナッツ系のケーキも絶品だという話です。勿論ケーキ以外も美味しいのですが、卵やミルクまでこだわったクリームや生地を使用したケーキが一押しで、私個人的にはタルトも捨てがたいのですが、一番人気の苺のケーキは常に売り切れの状態で──」

　そのあとは専門用語の羅列で、セレスにはカイルが何を言っているのかさっぱりだった。ただ、彼が甘いものが好きだということは嫌と言うほど理解できた。カイルの話がひと息ついたころ、そっと言う。

「じゃあ、せっかくだし寄りますか。苺のケーキはないかもしれませんけど、他にも売ってるみたいですし」

「……ですがあなた、行きたいところがあるから城下に降りたんですよね？」

「急がないので、問題ありませんよ」

「え、ええー。いいんですか？　本当に？　絶対に？」

「そんな何度も確かめなくても、別に『嘘でしたー』とか言いませんから」

　やけに遠慮するカイルを連れて店内に入ると、甘い匂いに全身が包まれた。甘い匂いといえば、お香や香油の匂いばかり思い描いてしまうが、菓子はまた違った香りであることを初めて知る。ジーム国にも菓子はあったが、これほどまでに見た目や素材にこだわったものは見たことがない。さすが本国の王都だ。

　カイルが嬉しそうに店員と話すのを眺めながら、セレスは苦笑した。そういえば、菓子が好きだということは今日初めて知ったが、自分はカイル自身のことを何も知らない。

　店員が勧めてくれた「季節のフルーツケーキ」を二つ購入し、店内に設けられた飲食場で食べた。カイルは、ケーキに載った、砂糖をまぶした洋梨を食べながら瞳を潤ませており、セレスもそのケーキの美味しさにただただ驚いた。確かに、フルーツは勿論、生地もしっとりしていて、口の中にしつこくない甘みがふわりと広がっていく。

「美味しいですね、これ」

「本当に！　いやぁ、今日はなんて幸せな日なんでしょうか。前々からこの店に来たかったんですよ、私」

「なんで来なかったんです？」

「そもそも時間がないですし、殿下が甘いものを好まれないんですよねぇ。だから取寄せたりもできませんし」

「……そういえば、カイルって休日はあるんですか？　なんか毎日傍にいてくれますけど」

「休日なんかないですよ。殿下の従者は私だけですし」

　驚きにあんぐりと口を開いたセレスに、カイルはケーキを頬張りながら続ける。

「まぁ、私、元々侯爵家の三男坊なんですよ。軍人か従者になれって言われて従者を選んだんです。自分で選んだ道だから、頑張って働きますけど」

　けど、で途切れた言葉の続きを待つ。言うつもりはなかったのかもしれないが、セレスが待っているのを見て、ややのちカイルが言葉を続けた。

「正直、王位争いとかどうでもいいんですよね」

「……え。でも、ヴィルレイン殿下に王になってほしいんですよね」

「勿論です。じゃないと、私の立場が悪くなるじゃないですか」

　カイルは食べ終えたケーキが載っていた皿についたクリームをスプーンですくいながら、言う。

「給金は欲しいですしね。でもできれば、菓子を作ったり食べたりしながら、自由気ままな生活を送りたいです。あー、憧れる」

「間違いなく太りますよ」

「いいんです、それだけで幸せなんですから」

　セレスもまた最後の一口を食べ終えて、美味しかったと口元を拭く。

（なんか、意外な一面を見てしまったような気が……します）

　ペルに家族があったように、カイルにも事情がある。感情は勿論、欲望もある。改めてそれを知り、セレスは思う。

　無事に王位につくことができたら、ヴィルレインは暗殺に脅えることもなくなる。そうなれば、多くの侍従を傍につけるよう、ヴィルレインに頼んでみよう。カイルにも自由な時間は必要だろうから。

　ヴィルレインは、部屋に一人で閉じこもっていたせいか、年齢の割にやや幼いところがあるようだった。出しゃばりすぎない程度に、彼の矜持を傷つけない程度に、それとなく助言することも必要になるかもしれない。

　満足した表情のカイルとともに菓子屋を出たセレスは、その日の外出の一番の目的である場所を伝えた。

　カイルは驚いた顔で、考える素振りをみせる。

「……一番近い孤児院、ですか」

「はい、この国の孤児院がどのようなところか見ておきたいんです」

「確か、ツェル孤児院が一番近かったはずです。行ったことがないので、迷いながらでもよかったら案内しますけど」

「お願いします」

　孤児院の運営には莫大な国費がつぎ込まれている。孤児院の数は王都内だけで四か所あり、それらがどのように運営され成り立っているのか自分の目で確認しておきたいのだ。

　カイルの案内はわかりやすく、迷うことなくすんなりとツェル孤児院にたどり着いた。

「もっと、派手なところへ遊びに行くのかと思ってました。舞台を見たり、美術鑑賞したり」

「いいですね、国特有の文化に触れるのは好きですし、いつか王都を見て回りたいです。でも、今は国の現状を把握することが先決なので」

「……真面目なんですね。正直、もっと適当に身代わりに成りすまして、暗殺に脅えて執務室にこもりっきりになるかと思ってました」

　カイルの本音だろう言葉に、セレスは苦笑した。確かに、従国とはいえ一国の王女が、まさか本気で国政に携わることになろうとは考えないだろう。

　けれど、ヴィルレインは王位が欲しいと言った。

　王位を得るには、実力を示して王の器であることを認めさせる必要がある。

　孤児院と聞いて聖堂のような姿を想像していたが、ツェル孤児院は平屋の建物だった。ジーム国の学校に似て、柵に囲まれて広めに区切られた庭では、子どもたちが自由に遊んでいる。年齢は様々だが、二歳から十二歳くらいまでの子どもがほとんどだろうか。

　子どもたちの姿を柵の外側から見つめていたセレスは、平屋の建物の窓から、同じように子どもたちを眺めている男がいることに気づいて、そっと身をひそめた。

　子どもたちを微笑ましく見守る男の笑みに、一瞬別人かと思ってもう一度覗き見るように確認する。

（……あれはやっぱり、レーリル王子、ですよね）

　なぜ彼がここに、という疑問を抱いたのは一瞬だった。

　胸が圧迫されたような苦しさを覚えて、衣類の上から胸を掻きむしる。身体の深いところから湧き上がってくるこの苛立ちはなんだろう。

　酷く、レーリルの笑みに腹が立つ。

（子どもたちには、あんな顔、するんですね）

　セレスに向けた殺気に満ちた表情からは想像ができないほどに、優しく微笑んでいる。親のいない子どもたちも愛情を受けて育つべきだし、彼らの慈悲を向けるのは当然だ。セレスはそのことを理解している。そしてレーリルも理解しているのだ。だからこそ、彼はきっと、惜しみない愛情を子どもたちに注いでいるのだろう。

　それが無性に悔しいのはなぜか、その理由もわからないまま、セレスは振り切るように強引にレーリルの存在を思考から追い出した。

　正面玄関にまわり、呼び鈴を押す。現れたのは優しげな目元をした白髪の老女で、セレスが正直に自分が「王子」であることと、ここへ来た理由を告げると、驚きながらも笑顔で対応してくれた。

　老女はここの責任者だという。施設の運営はほかに、乳児の世話をする者と、外で遊ぶ子どもたちの傍についている者がいるらしい。

　通された接客室のソファに座り、背後にはカイルが立つ。老女が茶を用意しようとするのを、セレスはさりげなく止めた。

「お構いなく、先ほど食事を取りましたので、いっぱいいっぱいなんです」

「あら、そうでしたか」

　さすがにこの老女が毒を仕込むことはないと思うが、リーレルの知り合いならば用心しておいたほうがいいだろう。

　老女がセレスの向かい側に座るのを見届けてから、口を開く。

　問うたのは、子どもたちの人数及び一日の生活と衣食住について、それから孤児院を出たのちの就職やその後の状況、施設への入園と卒業時期の平均年齢及び期間。その他、施設で行っている特別な事柄や行事、リネトルア国で認められている里親制度の現状などについて聞いた。

　ひと通り話を終えると、セレスは詳しく話してくれたことに対して礼を述べた。

　そして、ふと、レーリルのことを問う。

「兄上は、よくこられるのですか？」

「あら、お気づきでしたか」

「先ほど、窓から見えたので。あんなに優しい表情をした兄上を初めて見ました」

「レーリル殿下は、個人的に寄付をしてくださっているのです」

「……寄付、なるほど。国からの援助に加えてさらに、ということですね」

「ええ、少しでも子どもたちが暮らしやすいようにと」

　セレスは改めて礼を言って、立ち上がる。少しだけ施設内を見て回らせてください、と老女に許可を得てから、施設のなかを見て回った。

　生活用具や知育道具だけを見ても、すいぶんと充実していることがわかる。

　最後に食堂として使われている小部屋の確認を終えて、そろそろ帰ろうか、と思ったとき。

「……なぜ貴様がここにいる」

　低く押し殺した声音に、振り返る。レーリルが露骨に不快な顔をしてこちらを睨んでいた。先ほどの笑みとの落差に胸を痛めながら、セレスは微笑んだ。

「寄付をなさっているそうですね」

「忘れろ」

「……寄付は個人の自由ですので、お止めするつもりはないんですが。やはり、国費の割り当てをもう一度見直したほうがよいですね」

「またそれか。俺が割り当てた費用になんの不満がある。そもそも、長らく国政に関わってこなかった貴様が、どうこう言える立場だと思っているのか」

「それを言われると心苦しいんですが、近い将来、私が国政を担うことになりますから、やはり意見は伝えておかないと」

　こうして睨み合うのは何度目だろう。空気が張りつめて、ぴりっとした痛みさえ感じる。けれど、以前のように身体が強張ることはなかった。無意識に、右手の甲を手袋の上から撫でてしまうけれど。

「ツェル孤児院は、充分すぎる援助を受けています。ほかの孤児院はこれから訪問しますが、どこも同じような援助を受けているようですし、これ以上国費をつぎ込む必要はないと思います」

「充分だと？　親のいない子どもに対して、充分すぎるなどとよくも言えるな」

「親がいないからなんだと言うんです」

　レーリルは表情を変え、大股でセレスに歩み寄ると胸倉を掴んだ。咄嗟に剣に手を伸ばしたカイルを制し、セレスは正面からレーリルを睨みつける。

「あなたには、ここにいる子どもたちが不幸に見えるんですか」

「いくら笑っていても、癒えぬ傷がある」

「それは、国費を削ってあなたが追加で寄付をし、カネをかけたら解決するんですか」

　緑色を帯びた黒い瞳を見つめ、セレスは続ける。

「国費をかける場所は他にいくらでもあります。衣食住に困っておらず、命の危険のない子どもたちに注ぎ込むに値する金額は、とうに超えているんじゃないでしょうか」

「では、お前はその分を何に使えというんだ。やはり貴族か？　あのバカどもの人気取りのために、貴族側を持ち上げるか」

　セレスは眉をひそめたが、すぐに真剣な表情をつくり、レーリルを見据える。

「あなたは、固定概念に縛られすぎています。ここへはどうやってこられたのですか？　馬車ですか？」

　ややのち、レーリルは「徒歩だ」と小さく呟く。セレスは今度こそ我慢できず、露骨に顔を顰めてレーリルの手を振り払った。

「どの道を通り、何を見てこられたのです。この国で、子どもが宝と言われ、大切にされているのは承知しています。けれど、だからと言って他の者に手を差し伸べないのはおかしい」

「……他の者？」

「浮浪民です。彼らには、確かに救済措置として先王の代で、パンや毛布の配給が決まっている。けれどそれも、凍死者が出る冬のみ」

「働かない者に、なぜ施しをせねばならない」

　侮蔑交じりに吐かれた言葉に、今度はセレスからレーリルに歩み寄り、そして彼の頬を拳でぶった。

　ガツ、と鈍い音が室内に響いて溶け、消えていく。

　セレス自身咄嗟だったが、胸の底から湧いてくる怒りを収めることができなかった。背後でカイルが「ひいいいい」と叫んでいるが、知ったことか。

「浮浪民一人一人に、理由を尋ねて歩いたのですか。彼らのほとんどが、障がいを持っていたり老人であったりすることに気づいているのですか。働かないのではなく、働けないのです。この国では、障がい者や高齢者の扶養は身内が負うこととされています。けれど、その苦労はとんでもない。生活費や生活支援だけでなく、介護を要する者がほとんどなのですから」

　セレスは一度言葉をきり、唖然としているレーリルに向かって言う。

「なぜ王都には、障がい者施設や高齢者施設、彼らに対する支援制度がないのです。子どもは大切です、国の将来を担うのですから。けれど、だからといって、そのほかの、支援なしで生きてゆけない者たち、高齢者や障がいを持つ者たちを捨て置けと言うのであれば、私は真っ向からあなたと対立します。人は皆平等であり、助け合わねばならないのですから」

　ジーム国では、社会的弱者とされる者たちを支援する法律が整備され、施設も充実していた。

　この国は、一見華やかに見える。

　けれど、大国であるがゆえに格差も大きく、国政を貴族が牛耳っているために、庶民よりさらに下層の浮浪民を見殺しにするが、子どもには惜しみない援助を施す。当然のように。そのことが、セレスは許せない。

　そのとき、ふいに腰に衝撃を感じて身体が揺らぎ、足を踏ん張って堪えた。見下ろすと、三歳くらいの少年が腰にしがみついている。

「姉ちゃん、遊んでやるよ」

　少年はにっこりと笑うと、セレスの手を引っ張る。いきなりのことに茫然とするが、我に返るとセレスは少年を、やんわりと窘める。

「姉ちゃん、ではなく、お兄さん、でしょう？」

「じゃあ、おねにいちゃん」

「……一緒にしないでください。お兄さん、です」

「おっぱいあるの？　ねぇねぇ、見せて。ねぇねぇー」

　ふ、と笑ったセレスは次の瞬間、少年に掴みかかった。少年はするりと逃げ、笑いながら走っていく。

「待ちなさいっ、私が初対面の者に対する礼儀を教えてあげます！」

「わーい、おねにいちゃんと鬼ごっこー」

　いつの間にか、少年のほかにも子どもたちが集まってきて、もはや誰を追いかけているのかわからなくなってきた。少年も少女も元気で明るく、健康そうだ。走り回らず大人しい子どもたちは、遠目からセレスたちを見て笑っている。

　ここはとても暖かく、心地よい。

　レーリルには様々な不満があって噛みついたが、リネトルア国が子どもを大切にしていることに関しては、これ以上ないほどに満足している。だからこそ、もっと他の者も救済できるはずだと考えてしまうのだ。







（走り回って、ナニやってんですかこの人は）

　カイルは、姫とは思えないヤンチャなセレスを見て、ため息をついた。気取った傲慢な姫よりは余程いいけれど、それなりに慎みをもってもらわないと困る。

（まぁ、でも、ここまで国政に積極的になってくれるのは、予想外ですねぇ）

　そんなことを考えていたとき。

「あれは何者だ」

　押し殺した声が耳に届いて、ぎくりと身体を強張らせた。横目で声のほうを見ると、レーリルが走り回るセレスを厳しい目で見つめている。左側の頬が赤いのは、さっきセレスがぶったせいだろう。今のところ腫れてはいないようだ。

「殿下が、何か」

「あいつは、あれほど叡知に長けたやつではなかった」

　それは明らかな賛辞だった。

　驚くカイルに、レーリルがつと視線を向ける。

「あいつに何があった」

「……奥方から色々と聞いて、ご自身の考えや行動を改められたのです。元々部屋にこもって本ばかり読まれてましたし、知識は豊富ですから」

　咄嗟にしては、よい嘘だと思った。

　カイルの話を聞いたレーリルは、さっと視線を反らし、苦々しく顔をしかめる。

「……奥方、か」

（ん？　なにか含みがあるような）

　その疑問を口にする前に、突然──本当に突然、不気味な破壊音が響いた。それは、ぐねぐねと空間が歪ませて見せるほどの不協和音で、聞いているだけで吐き気が込み上げてくる。一体何事だと視線を巡らせると、セレスが幼子たちに子守歌を歌っていた。室内にいた子どもたちが、苦しげにのたうち回っている。

「……美しい声音だ」

　うっとり、と隣で呟き声がしたと思ったのは、きっと何かの聞き間違いだろう。カイルはこれ以上ヴィルレインの醜聞が広がる前にと、セレスのほうへ駆けだした。








第四章　身代わり王子は、百合王子の秘密を知る









　セレスが王城へ来て、そしてヴィルレインの身代わりを務めて約ひと月が過ぎた。

　やっとのことカイルを説得したセレスは、百合王子ことジグザスの次の帰省日に狙いを定め、彼が王城を後にするときを狙っていた。

　もうすぐ、ジグザスは王都の邸宅に帰省するために、この廊下を通り過ぎるだろう。セレスは一人、壁に凭れて待っていた。暗殺者に命を狙われないよう、窓からは距離をとって。

　ジグザスとは、初日に彼ら突然やってきて以来、ほとんど会話をしていない。稀に廊下ですれ違うときに、社交辞令の挨拶を交わす程度だ。

　しばらくして、ジグザスが従者を伴い歩いてくるのが見えた。彼の姿を見止めたセレスは、そっと笑む。予想通りだ。ジザスはほぼ一定期間をごとに、邸宅へ帰省している。

　ジグザスがセレスに気づいて足を止めた。明らかに待ち伏せしていた様子の弟に、困惑した表情を浮かべる。

「お久しぶりです、兄上」

「ああ、久しぶりだね。こんなところでどうしたんだ。僕に用かな」

「実は兄上にお願いがございまして」

　ジグザスは首を傾げた。その瞳は警戒を滲ませている。当然だろう、これまで交流のなかった弟から、いきなり「お願い」があると言われたのだから。

　セレスは孤児院で見た子どもたちを真似て、無邪気に微笑んでみせた。

「ジグザス兄上とはこれまであまりお話できていませんでしたので、兄上のことを知りたいんです。傍にいてもいいですか？」

「……申し訳ないけど、これからフィレンセル家所有の邸宅に行くことになっているんだ。また今度でもいいかな」

「では、私も連れていってください」

　刹那、ジグザスの視線が鋭くなる。セレスの真意を探るように見据え、口の端をつり上げた。

「僕を暗殺しても、あなたの得にはならないよ。可愛い弟王子殿」

「私は、ジグザス兄上を暗殺するつもりなんかありませんよ。それに、現国王の息子を暗殺などしたら、たとえ王子であっても死罪ものです。誓って、ジグザス兄上に危害は加えません。一日だけでいいんです、明日の朝には王城へ戻りますから、一日だけ兄上の邸宅に泊めてください」

　切実さを前面に出して懇願するが、ジグザスの表情は変わらない。ややのち、ため息をついて後ろの従者に告げた。

「先に屋敷へ戻り、ヴィルレイン王子が一晩だけ泊まることを知らせろ」

　従者はやや驚いた顔をしたが、意見など一切せずに礼をすると、足早に去っていった。セレスはジグザスを見て、微笑んだ。

「ありがとうございます、兄上」

「……僕に断る選択肢があったとは思えないけどね」

　熱心な弟の懇願を断れば、なにかあると認めるようなものだ。ジグザスもそれをわかっているのだろう。

「でも、泊めるのは一晩だけだよ。朝になったら、すぐに王城へ帰ってもらう。それから、きみの従者……カイルだっけ？　彼はどうしたんだ」

「カイルなら、置いていきますよ。行くのは私一人です」

「……は？」

　ジグザスは、空色の綺麗な瞳をこぼれんばかりに見開いた。王子が、しかも王位継承権第一位の王子が、供もつけずに出歩くなど不用心極まりない。

「大丈夫ですよ、私がジグザス兄上の邸宅へお邪魔することは伝えてありますし。それに、他の者はそれを知りませんから、私を暗殺しようと狙ってくる者もいないと思うんです。だから、ジグザス兄上の傍は安全なんですよ」

　要約すれば、自分に何かあった場合はお前が犯人だとわかるようにしてある、ということだ。これをジグザスに告げることは、カイルが「外泊許可」を出す際の条件でもあった。ジグザスはやれやれと肩をすくめて、歩き出す。

　フィレンセル家の家紋が入った馬車に揺られて、間もなく邸宅についた。玄関のすぐ手前で下ろされたので屋敷全体を見渡すことはできないが、目の前にそびえるドアは樫に漆を塗り、さらに装飾が施された上物であることから、かなりの資産家であることが伺えた。

　フィレンセル家といえば、南方のフィレンセル領は勿論のこと王都に近い場所にも領地を与えられており、どこも作物が豊かに実る土地であると聞いている。財源には困らないのだろう。

　出迎えた侍従によってドアが開かれ、ジグザスは当然のように邸宅へ入っていく。セレスもその後ろについていった。

　従者の知らせを受けて、「ヴィルレイン」の訪問を事前に知らされていたためか、フィレンセル公爵自ら出迎えてくれた。口ひげを蓄え貴族然とした公爵は、ジグザスの伯父に当たる人物でもある。差し障りのない挨拶を交わしたのち、セレスはジグザス本人によって客室へと案内された。

　客室は広く、応接間と寝室が分かれている。バスルームがついており、調度品は美しく、手入れも行き届いていた。

　部屋の説明を終えたジグザスは、セレスに言う。

「それじゃ、僕は戻るから。ゆっくり寛ぐといいよ」

「もうお戻りですか？　それでは、兄上のことを知ることになりません」

「……僕、具合が悪いんだ。少し休ませてもらえるかな」

「では、寝室へどうぞ。私が傍で、子守歌を歌ってさしあげます」

　ジグザスは表情を引きつらせ、セレスが示した客室の寝室ではなく、応接間のソファに座った。

　そして露骨にため息をつく。

「何が目的なんだ、きみは」

　どこか苛立ったような口調だった。

「僕は、たとえ脅されたとしても、きみにつくつもりはない。兄上にもだ。見定めるには、まだ時間を要するからね。誰が王に相応しいかは、僕自身が決める」

　セレスは彼の向かい側のソファに座り、ふと考える。例の毒矢を放ったのはジグザスだと思ったが、彼はどうも嘘を言っているようには思えない。もしこれがすべて演技だというのなら、たいしたものだ。

「ヴィルレイン、きみが本気で王位を狙っているのは知ってる」

　ジグザスの声音が、厳しくなる。

「この時期にセレス姫を娶ったのも、地位を確固たるものにするためだろう。父上に、『一人は寂しいから奥さんを娶りたいです』と泣きついたなんて噂もあるけど、所詮噂に過ぎなかったね」

　そんな噂があったのか、とセレスは胸中で苦笑する。おそらくその噂は正しい。ヴィルレインは未だ部屋にこもっており、夜はセレスと一緒に手をつないで眠る。子どものように甘えてくる彼は、本当に寂しかったのだろう。

「この時期、というと？」

　セレスは眉をひそめて言う。

「この国は二十歳で成人だからね。二十歳になる前に何かしら行動を起こしたということは、王位を狙っている証拠だよ」

「……はぁ。まぁ、王位が欲しいのは否定しませんけど」

　ジグザスは国政にはあまり関心が無いようだが、王子としての責務は全うしていると聞いている。大公となってからも、公務を任せられる貴重な人材となるだろう。

　こうして話していても、ジグザス自身が暗殺を企てるような「愚か者」には思えない。王に相応しいかはまだ判断できないが、少なくとも王子としての素質は充分だと思えた。

　セレスは、やや黙したのち、核心をつくことにした。

「兄上はなぜ、王位継承権を放棄なさったのですか？」

「……またその話か」

　ジグザスは面倒くさそうにため息をついた。これまで数えきれないほど、同じ質問を受けてきたのだろう。やや緊張して問うたセレスからすると、彼の態度は意外だった。

「僕は王になりたいわけじゃないし、そもそも、相応しくない。だから辞退した」

「相応しくない？　ジグザス兄上が？」

「そうだ。僕は、人を導くような人格者じゃない。少なくとも兄上のほうが数倍は相応しい。王なんて生贄と同義語だよ。国のために常に働き続けないといけないんだ。人のために尽くすくらいなら、僕は好きなことをして生きていたいね」

「……なるほど」

　ジグザスの言い分はわかる。カイルも言っていたが、好きなことをして生きていたいというのは、誰でも思うことだろう。

　ふと、ジグザスが俯いた。黙り込んだ彼を見ると、顔色が悪いことに気づく。

　もしかして、本当に具合が悪いのかもしれない。セレスは慌てて立ち上がると、ジグザスの傍に膝をつく。

「申し訳ありません、兄上。まさか本当に具合が優れないとは、思いませんでした。てっきり私から逃げるための嘘かと」

「……もう、部屋に戻ってもいいかな」

「はい。肩をお貸しします」

　セレスの手を借りて立ち上がったジグザスは、すぐに身体を折り曲げて、その場に両膝をついた。ぎょっとして彼の身体を支えたセレスが見たのは、彼のスラックスに滲んだ鮮血だった。

（怪我をされてた……もしかして、ジグザス殿下も暗殺者の刃を受けて……いや、でも……あれ、ここって）

「兄上は確か、定期的にこちらの邸宅へ戻られてますよね。しかも、大体三日ほど泊まりで」

　セレスの視線を辿ったジグザスは、自らの衣類が血に染まっていることを知り──懐から、短剣を取り出し、躊躇いもなくセレスに振り下ろしてくる。セレスは短剣をかわし、ジグザスから距離を取った。

「……女性と見紛う王子……はなく、本当に女性だったのですね、ジグザス兄上は」

　月のものの辛さは、セレスもよく理解している。個人差があるため、セレスの場合痛みはほとんどないが、ジグザスの場合はそうではないのだろう。ジグザスは青い顔のまま、短剣を構え直す。

　ジグザスの瞳は、今や狂気に満ちていた。秘密を知った者には口止めをしなければならないという思考に憑りつかれているのだろう。今ここでセレスが死ねば、王子殺害で重罪を背負うことになるのに。

　セレスはジグザスと一定の距離を保ったまま、静かに息を吐き出し、羽織っていた外套を脱いだ。燕尾服の上衣を脱ぎ、シャツに手を掛ける。

「……何を」

　セレスのいきなりの行動に戸惑っているジグザスの前で、シャツを脱ぎ捨てた。胸にまいたさらしさえ外し、男装姿からは想像できない豊かな乳房を見せる。からん、と短剣が床に落ちた。

「馬鹿な。ヴィルレインが、女？」

　かすれた声を聞いたのち、セレスは再び衣類をまといはじめる。

「まぁ、そういうことです。私も女なんですよ。……これで、お互いに秘密ができましたね」

　カイルが知ったら激怒するだろうと思いつつ、セレスは燕尾服に身を包む。外套は、室内なので脱いだままにしておいた。

「……ふざけるなっ！」

　突然の大声に、セレスの身体がびくりと震える。ジグザスは、悔しさと腹立たしさ、そして困惑を浮かべた複雑な表情をしていた。

「きみが弱みをさらす必要がどこにあった？　きみは僕の弱みを知った。それを利用して、王位を得るために僕を自分側につければいいじゃないか」

「私側につくなら、秘密を誰にも言わない──そう言っても信じて貰えないでしょうし、そもそも脅して自分側について貰ったところで、なんの解決にもなりません」

　むしろ、自分の方に裏切る可能性のある者を抱えれば、それだけ疑心暗鬼になり、誰も信じられなくなる。王には、他者を脅してなるものではない。国によって、その在り方は違うだろう。けれど、今のリネトルア国に必要なのは、覇王でもなければ独裁王でもない。庶民は勿論、貴族を含めたこの国で暮らすすべての民のために、世をよりよく治め生活を整える王だと思っている。そのためには、この人が王であれば安心できる、そのように認められる人格が必要なのだ。

　ジグザスはこぼれんばかりに目を見張り、ふらつきながら一歩足を踏み出した。セレスは咄嗟に駆け寄り、ジグザスの身体を支える。

　これでジグザスが王位継承権を放棄した理由がわかった。どんな理由があって性別を偽ることになったのかは知らないが、王位につけば世継ぎが必要になり、性別を偽っていたことが明るみに出るだろう。

「どうか兄上、ご無理はなさいませんように。私は王城に戻ります。ご迷惑をおかけ致しまし──」

「きみが実は女だったのか、それともきみ自身がヴィルレインの影武者なのか」

　ジグザスの言葉に、セレスは静かに身体を強張らせる。なんと返事をするべきか迷っていると、ジグザスはさらに言葉を続けた。

「そんなもの、どっちでもいいよ」

「……は？」

　唐突に抱きしめられた。ジグザスの身体は、女性というには硬い。衣類の下に、何か特殊な衣類を身に着けて体格を誤魔化しているのだろう。セレスよりやや背の高い彼女の腕に抱きしめられて、しばらくその場で固まった。

「きみは信じられる」

「……兄上」

「どうしよう、こんな気持ちは初めてだ。僕は、きみが欲しい」

　そう言って、ジグザスがセレスの顔を覗き込んできた。

「愛している」

「……ふぁ？」

　奇妙な声が出た。うっとりとした瞳にやや危険なものを感じて、セレスはそっとジグザスの腕から逃れる。

「そ、そういう趣味は。というか、兄弟ですし」

「気にしない」

「しましょうよそこは！」

　逃がすまいとジグザスに強く抱きしめられ、そのまま強引に唇を奪われ──押し倒されそうになって、セレスは悲鳴をあげた。

　セレスの絶叫が邸宅内に響き、騒ぎを聞いてかけつけてきたフィレンセル伯爵本人に、セレスのほうが保護された。繰り返し、甥が愚かなことをして申し訳ないと詫びられながら、セレスはその日のうちに王城へと戻ることになった。
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　よいしょ、とベッドによじ登ったセレスに、ヴィルレインが抱き着いてくる。すりすりと胸に頬を寄せて甘えてくる彼を抱き留め、頭を優しく撫でた。

「セレスはすごいですね」

「すごい、ですか」

「うん。あのジグザス兄上を、味方にしてしまうなんて」

　五日前に、ジグザスが邸宅から王城へ戻ってきた。すると、絶対的中立を保っていた彼が、ヴィルレイン側についたという情報は瞬く間に王城を駆け巡った。彼本人が公言したわけではないが、ジグザスが暇さえあればヴィルレインの執務室を訪れているので、ふたりが急接近したことが周囲にわかったのだ。

　その情報は、カイルを通してヴィルレイン本人にも伝わったらしい。

「ジグザス殿下は、素敵な方ですね」

　ヴィルレインは嬉しそうに破顔した。素直に喜ぶ彼が可愛くて、セレスもまた微笑む。

　ジグザスが実は女だった、という事実は、ヴィルレインは勿論カイルにも告げていない。さらにいうと、自分が女であると明かしたことも伏せていた。余計な心配をかけたくないという思いもあったが、ジグザスと秘密にする約束を交わしたのだから、それを破ることはできなかった。ジグザスが女であるということはレーリルも知らず、知っているのはフィレンセル家に所縁ある一部の者だけだという。

「私がもっと強かったら、セレスにこんなことをさせないで済んだのに……本当に、気をつけてくださいね。これから、レーリル兄上はもっと私を狙ってくると思います。カイルからも、毒殺に加えて暗殺者本人が乗り込んできたこともあると聞きました。だから、その……」

「心配は不要です。私は今の立場を楽しんでいますから」

　安心させるように微笑んでみせたけれど、ヴィルレインの表情は暗い。彼は泣きそうな顔をして、「ごめんなさい、私も強くなれるよう努力します」と告げてセレスに頬を摺り寄せてきた。

　こうしてヴィルレインといると、安心する。男女というより、友人や家族のような関係だからかもしれない。

　セレスは大切な夫を抱きしめて、そっと目を閉じた。
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　セレスはカイルに書類を持っていかせたあと、仕事がひと段落したことをいいことに、読みかけの恋愛小説を持って執務室を出た。

　このところ読む本といえば歴史や政治についてばかりで、小説を読んでいなかったことに思い至ると、無性に読みたくなった。頻繁に執務室に遊びにくるようになったジグザスに今流行りだという恋愛小説を借りてから、ちょっとした暇を見つけては読み進めていたのだが、これがなかなか面白い。物語も佳境に入っているので、今日で読み切ろうと思っている。

　セレスは王城の天空庭園へやってきた。

　王城には大庭園と天空庭園があり、大陸一の美しさを誇るという大庭園は王城へあがることが可能な者なら誰でも使用できるが、王城の屋上に人工的に作られた天空庭園へは王族とその侍従しか入ることが許されない。

　セレスは以前に一度、王城内を案内されたときに天空庭園に来たことがあり、そのときからこの場所に目をつけていた。庭園としての規模は小さいが、ゆったりと寛げ、秘密基地のようで心が躍る。

　辺りに人がいないことを確認すると、美しく並ぶ薔薇のアーチの先にある東屋に身を滑らせた。ここは見晴らしがいいし、矢が飛んできても四方を囲むガラス張りの壁が遮ってくれるだろう。

　セレスは早速、恋愛小説の続きに没頭した。

　主人公の姫が、悪者に捕まって危機一髪のところで相手の王子に助けられる──という緊迫した場面を読みふけっているとき、カツン、とすぐ傍で物音がして、何気なく視線をあげた。

　東屋のドアを開く、レーリルの姿があった。

　いきなり現れた長身の漆黒王子に、セレスは驚きのあまり固まってしまう。レーリルはセレスの了承も得ずに中に入ってくると、向かい側に腰を下ろした。

　レーリルはヴィルレインを嫌っている。それは間違いないのに、彼のほうから近づいてくるなど珍しい。

　狭い東屋で二人きり、という状況に緊張しつつ、セレスはこっそり深呼吸をして戸惑いを押し隠した。

「……兄上も、サボりですか」

「お前が屋上へ上がる姿を見つけて、追ってきた」

「はぁ。……でも私がここにきてから、ずいぶん時間がたっていますけど」

　レーリルはセレスの言葉には答えずに、腕を組んだ。

「お前の奥方……セレス姫は、どうしている」

　いきなりすぎて、セレスは口から心臓が飛び出るかと思った。幸いなことに、レーリルの視線は床に向けられているので、セレスの露骨な驚愕ぶりには気づいていないだろう。

「と、とくには、かわりないですよ。いくら祖国の風習とはいえ、部屋に閉じ込めてしまって申し訳ないと思っています」

　ジーム国の王女は、夫以外に素顔を見せてはならない。さらに加えると、姿そのものもあまり異性にさらしてはならないのだ。それを理由に、セレスは部屋にこもっていることになっていた。

「……お前は、何も聞いていないのか」

　息をつめる。右手の甲を撫でて、目を伏せた。例の件だということはすぐにわかったが、素知らぬふりを通す。

　レーリルは苦虫を噛み潰したような顔をしたが、それの意味するところはセレスにはわかりかねた。

「妻に用ですか？」

「いや。……その話は、もういい。お前に用があってきたんだ」

「私に？　なんでしょう」

　レーリルは静かに息を吐き出してから、口を開く。

「王族をどう思う」

「は？　貴族ではなく、王族ですか」

　彼が貴族を馬鹿にしているのは知っているけれど、王族について聞かれるのは想定外だった。レーリルの意図するところが読めずにいると、レーリルは続けて言う。

「血筋は重要だ。王には、血筋としても相応しい者がつくべきだと思っている」

　それは、第一王子であるレーリルをさしているのか、正妃の子であり王位継承第一位のヴィルレインをさしているのか。

　セレスは長考ののち、思ったことを正直に言った。

「兄上の意図はわかりませんが、私は、血筋なんかどうでもいいと思ってます。王族でなくても、王に相応しい者がいればその人が王になればいい」

　レーリルはさすがに驚いたようで、勢いよく顔をあげた。

「王家の血が流れていない者が王位につくと、混乱を招くだけだ」

「一部の気位が高い貴族は、不満かもしれませんね。でも、庶民からすれば誰だって一緒なんです。たとえ支配者が変わっても、よき政を行う王に民はついていきます。かつて繁栄を極めたサウルスブルグス帝国のように、王族というだけで圧倒的な権力を誇った時代は終わりました。実際、先日おっしゃったように、ハルカ国では革命が起きて王族が惨殺された。新たな王は市井から出ましたが、国民から慕われています。血など、問題ではないと思いますよ」

　思ったことを一気に話したセレスは、レーリルの様子を窺う。

「血に縛られていたのは、俺のほうだったのか」

　レーリルが自嘲するように言う。露骨に自分を嘲笑う姿に、セレスは驚いた。

　それは、どういう意味だろう。気になったが、問えるような雰囲気ではなかった。

「俺はどうやら、お前を見くびっていたようだ」

　さらに呟かれた言葉の意味も、セレスにはよくわからない。

　そのとき、カイルの「ふざけないでください殿下あああああ」という声が天空庭園の入口付近から聞こえて、セレスは慌てて立ち上がった。一応、「ちょっとサボります」という書き置きを残してきたが、カイルはずっと探していたらしい。一人になるなと散々言われているのにこうして脱走を続けているのだから、彼が怒るのも無理はないだろう。未だに暗殺者はくるし毒も盛られるが、ある程度慎重に行動していれば、その大部分は回避できることもわかっていた。

「それでは、失礼します」

　踵を返した瞬間、手のなかから本が滑り落ちた。ジグザスから借りた大切な本だから、慌てて手を伸ばして一歩踏み出すと、そこに予想外の段差があって躓いた。

　あ、転ぶ。そう思って咄嗟に目を閉じたが、硬い東屋の床にぶつかることはなかった。代わりに硬くて暖かい何かに包まれ、まさかと思って顔をあげると、すぐ近くにレーリルの顔があった。二人、もつれあうようにして床に座ったまま、セレスは身体を強張らせる。

（……やはり、怖くは、ない？）

　以前に毒矢を避けたときも思ったことだが、レーリルと身体を密着させても、かつてのように恐怖で身体が震えるようなことはなかった。最低なことをされたことを、忘れたわけではない。あのときの身の毛のよだつような感覚だって覚えている。だから、もっとレーリルを恐れてもいいはずだ。

　なのに、衣類越しに感じる肌のぬくもりに心音を高鳴らせる自分がいる。

　背中に、レーリルの大きくごつごつとした手が回された──と思った瞬間、強く抱きしめられた。何が起きたのかわからなかったが、男らしい体躯に包まれて、これまでに感じたことのない、甘い熱が身体を駆け巡る。

　こんなに力強く抱擁されたのは初めてだった。身体全部をすっぽりと包まれ、背中に回された大きな手は力強く、レーリルが大人の男であることを改めて知る。

　首筋にレーリルの顔が埋まり、息をつめた。露骨に匂いを嗅がれて、ひたすら硬直する。何をされているのかわからない。そもそも、今自分はどういう状況になっているのだろうか。

　レーリルの呼吸がやや荒くなってきたことを察したとき、セレスは咄嗟に身動ぎをした。そのせいでさらに身体が密着するというまさかの状態に陥り、ひたすら混乱するセレスは──ごりっ、と硬いモノを下腹部の辺りに感じて、そちらに視線を向ける。

　分厚い漆黒の燕尾服を押し上げる男の象徴があった。それがセレスの腹の下辺りに押し付けられている。

（これって）

　そのとき、唐突に突き飛ばされて、東屋の椅子で腰を強か打ち付けた。セレスが痛みのせいで涙を浮かべながらレーリルを見ると、彼は真っ赤な顔をして震えていた。

「違う、そんな趣味はない!!」

　いつも冷静な彼らしくない、焦りが露骨に滲んだ声音で叫ぶと、レーリルは東屋から走り去っていった。まさに逃亡という言葉がふさわしい逃げっぷりだ。

　一人残されたセレスは落ちたままだった本を拾いながら、落ち着くように深呼吸をする。

（さっきの硬いのって、アレですよね。……なんで、今なんですか）

　あれではまるで、セレスに欲情しているようではないか。そう思った瞬間、目の前がちかちかするほどに、頬に血がのぼる。せっかく拾った本を、また落としてしまう。

　そのとき、東屋のドアが開いて怒りを顔面に貼り付けたカイルが現れた。

「いい加減に……おや。もしかして具合が悪いんですか。顔、真っ赤ですよ」

　やけに心音がうるさかった。

　どうしてこんなに恥ずかしく、そして喜びを感じているのか。

　セレスは自分の感情がわからないまま、ひたすら深呼吸を繰り返した。








第五章　真実を知る









　レーリルは、ベッドの軋む音と他者の気配を察して、睡眠から意識を覚醒した。ぼんやりと窓から差し込む星々の明かりで淡く照らされた室内に、自分以外の者がいる。しかも、そぐそこだ。レーリルの傍らのベッドに、身体を半分ほど乗り上げている。

　後ろ盾のないレーリルに従者はいないし、執務中に書類を届けるなど雑務をこなしてくれる秘書はいるが、それも国王が一時的にレーリルに貸している者であり、部下というわけではなかった。部屋には自分以外にいるはずがない。

　不思議と、暗殺者か、とは思わなかった。寝起き特有のぼんやりとした目で、侵入者に目を凝らす。それはヴィルレインだった。しかも、いつもの一切乱れのない燕尾服姿ではなく、身に着けているのは裾の長い白シャツ一枚だ。

「……何をしている」

「兄上に会いたくて、来てしまいました」

　ヴィルレインはそう言うと、身を屈め──レーリルの唇に、自らのそれを押し当てる。柔らかい感触に、眉間にしわが寄る。けれど身体を押し戻したりはしなかった。やがてヴィルレインの顔が離れて、艶やかに濡れた瞳と目が合う。

「お前は誰だ」

「誰でもいいでしょう」

　ヴィルレインの腰に手を回すと、女性のように柔らかい弾力がある。反対の手でシャツの胸元をはだけさせた。そこに現れた小さいがカタチのよい二つの乳房に、目を眇める。

　ヴィルレインは間違いなく男だった。では、この「ヴィルレイン」は何者だ。この者は、ヴィルレインではない──。

　その娘は、シャツを脱いだ。細い体躯の下腹部を覆う下着は、薄いレースで作られた生地の少ない女性用ものだ。

　腰を引き寄せて、体勢を入れ替えた。ベッドに娘を押しつけて、その上に覆いかぶさる。夜目に映る、ぼんやりと浮かぶような白い肌に唇を寄せた。首筋に舌を這わせながら、娘から漂う甘い香りを大きく吸い込んだ。

「ん、兄上っ」

「お前は私の弟ではない。……だから、兄上とは呼ぶな」

　言うなり、顔をずらして乳房の先端に吸いついた。娘の身体が、大きくしなる。

「ふっ、あ、レーリルっ、様っ」

「感じるのか」

　先端が固く尖り、可愛らしい桃色に色づいていく。身体を捩りながらも、娘は嫌がる素振りはない。下腹部が熱を持ち、心地よい興奮に己自身が勃ちあがるのを感じた。

「そんな姿で侵入してきたということは、夜這いだと思っていいんだろうな」

「ん、は、はい。私は、レーリル様を、愛して……います」

　その言葉を聞くなり、噛みつくように唇を合わせた。激しく口内を犯しながら、右手を娘の身体に添わせて下肢に伸ばす。下着の上から双丘を撫で、指の腹で突起を探り当てる。刺激すると、娘の嬌声が耳に届いて、益々己が膨張するのを感じた。

「本当に、俺を愛しているのか」

「は、はいっ、愛して、いまっ、すっ」

「……そうか。俺も、お前を愛している」

　言った瞬間から愛しさが溢れた。割れ目に指を沿わせるとぬるりとした愛液が溢れている感触があり、下着の中に指をさしいれた。ぐちゅぐちゅとナカをほぐすのもほどほどに、娘の下着を取り去ると、起立した己を取り出して秘部に押し当てた。

「あっ、レーリル様、のっ」

　ずぶ、と己が娘の秘部へと侵入していく。暖かい膣に包まれる心地よさに浅い息を吐きつつ、さらに腰を沈めた。

「あっ、嬉しい、ですっ……もっと、私で、気持ちよくなってくださいっ」

「いいのか、動くぞ」

「たくさん動いて、奥に、レーリル様の下さい、たくさん、出してっ」

　なんと可愛いことを言うのだろうこの娘は。たまらずに激しく腰を打ち付け、自分の欲望のままに己を擦りつけた。娘は頬を上気させてすべてを受け入れ、「好きです」と繰り返す。

　射精感が強まり、荒い息を繰り返しながら、じっと娘を見つめた。

「愛している。お前を、愛しているっ」

　そう言った瞬間、ひと際奥へと己を突き上げ──ふっ、と目を覚ました。

「……」

　見覚えのある天井があった。先ほどまで星明りでぼんやりとしていた室内は、薄く淡い朝陽に満たされていた。

　熱にぼんやりとしていた頭が急激に冷え、慌てて布団のなかを確認する。寝間着をこれ以上ないほどに押し上げた自身が視界に飛び込んできて、先端部分の衣類が、我慢できずに溢れたのであろう透明な体液で変色している。

　さぁ、と血の気が引いた。

　わなわなと、怒りと羞恥で身体が震える。

（な、なんという、夢をっ）

　力任せにベッドを殴りつけた。ヴィルレインが女に見えて──しかし正体は別の女だった。挙句に、その娘はレーリルを愛しており、レーリル自身もまた彼女を愛している──などという、馬鹿げた夢を見てしまうなんて。

　枕を投げつけ、何度もベッドを殴りつけ、布団のなかの綿が辺りに散らばったころ、レーリルは自らの下腹部へ視線を落とした。

　萎える様子を一向に見せない己自身に歯を食いしばった瞬間、夢で見た娘の姿を思い出す。ヴィルレインと同じ顔をしながらも、頬を上気させていやらしく身体をくねらせ、愛していると言う娘の姿を。

　ずくん、とより一層膨張した己を、躊躇いながらも取り出した。ひやりとした空気に触れた瞬間、やや冷静になりつつも、欲望のままに己に刺激を与え始める。

「はっ、あっ」

　娘の名前を呼ぼうとして、名前を知らないことに気づいた。ただの夢で、妄想のなかの存在なのだから当然なのに、名前を知らないことがとてつもなく寂しくて、悔しさをぶつけるようにより一層己をしごいた。

　欲望を手の中に吐き出して熱をもった白濁を眺めたまま、しばらくその場で静止する。

（……あいつは、弟だ）

　いくら夢のなかでは別人であったとしても、現実は、そうではない。

　ヴィルレインは王に相応しいだろう。彼が国政に携わるようになってからの手腕には目を見張るものがあり、この自分に物おじせずに進言してくる度胸や剛勇さもある。そしてついに、長年中立を保ってきたジグザスをも味方に引き入れた。

　レーリルはヴィルレインが憎い。幼いころはそうでもなかったが、お互いに王位を目指ししのぎを削り、暗殺を企てるようになってからは、ただ憎しみだけが募った。けれど、今のヴィルレインはレーリルの暗殺を企んでいるとは思えない。

　レーリルは白濁を布で拭い、寝着から燕尾服に着替えようとして、ふと、衣装棚に隠してあった別の衣類に手を伸ばした。城下へ降りる際に着用する変装用の質素な衣類だ。それを纏い、上から漆黒の長衣を羽織る。

　最近、特にヴィルレインが国政に携わるようになってから暗殺未遂が増えた。もし、暗殺者を送り込んでいるのがヴィルレインではないとすれば、彼を王位にと推している貴族らが暴走している可能性が高い。それはレーリル側につくことを決めた貴族にも言えることで、ヴィルレインを消そうと躍起になっているのだろう。

（……少し、頭を冷やしてくるか）

　いつもだったあり得ないような卑猥な夢を見てしまったせいで、身体の熱が冷めやらない。どの道、過半数以上がヴィルレインにつくと公言した現在、レーリルの王位への道は閉ざされたも同然だった。

　レーリルは、定時にやってきた秘書に城下へ降りることを告げると、王城をあとにした。







　中央通りは、朝から活気に溢れていた。いつもならば、庶民らの明るい笑いに満足しながら歩くのだが、その日は暗い路地に潜む浮浪者が目につくたび、その者たちを観察した。かつてヴィルレインが言っていたように、浮浪者には高齢者や障がいを持つ者が多いことを認めざるを得ない。どの者もやせ細っており、何かしらの病を持っているのか、浮腫んだ体躯をさらしている者もいた。

　現在、冬場を中心に定期的に行っているパンやスープ、毛布の配給も、その場しのぎの対応と言われればそれまでだ。国費の配分を増やして対応しているが、災害などなくても、いずれ対応しきれなくなるだろう。庶民に知識をつけさせるのは危険だが、民あっての国だと言われればその通りであり、浮浪民となった彼らもまたこの国で暮らす民なのだ。

　ヴィルレインの言葉はどれも、レーリルの常識の上をいく。勿論発言のすべてが正しいとは思えないが、自分の偏狭な思考に気づかれることの方が多い。

　常識が覆されるような錯覚さえ覚えて、腹が立つし悔しくもある。

　けれど、もし、もう一度。

　この自分を王にと推さざるを得えなかった『あの人』に会うことが出来れば、ヴィルレインこそ真の王に相応しいと進言したいとさえ思う。

　父王の後宮のあるじである、『あの人』に。

「あれ、兄上ではないですか」

　唐突に声をかけられて、ぎょっとして振り向いた。

　ヴィルレインが、薄手のシャツに洒落た外套を羽織った姿で立っていた。何気なく胸に視線を滑らせて膨らみがないことを確認し、落胆する自分を誤魔化すように咳払いをした。

「こんなところで何をしている。カイルとかいう従者はどうした」

「今日は一人なんです。いつもなら絶対にカイルが許可しないんですけどね、午前中に戻ることを条件に、外出の許可を貰いました。土産にケーキを買ってくるように言われましたよ」

「馬鹿な、一人で外出だと？　危険すぎる。カイルは何を考えているんだ」

　憤慨したレーリルを、ヴィルレインは意外そうな顔で見た。

「はぁ、そうは言われましても。どうしてもコルン孤児院を見てみたいんです、あと訪問していない孤児院はあそこだけですから。秋も半ばですし、そろそろ配給に対する費用を決定する時期でしょう」

「俺も行こう」

　驚くヴィルレインから、視線を反らす。

「お前ひとりで行って、なにかあったらどうする。俺も、コルン孤児院へは最近顔を出していないし、見ておきたいからな」

　ヴィルレインは、ぱっと微笑んだ。無邪気さを滲ませた笑みを正面から見てしまい、なぜか頬に血がのぼる。そうして嬉しそうに笑っているヴィルレインは女性のようにも見えた。自分の欲望がそう見せているのはわかっている。

　ジグザスのように中性的な男もいるのだから、おかしなことではないだろうに。

「では、一緒に行きましょう。兄上と二人で出かけるのは初めてですね」

「……当然だ。お前と俺は敵なのだからな」

　そう言って先に歩き出すと、ヴィルレインが後を追ってくる。彼が小走りであることに気づいて、レーリルはさりげなく歩調を緩めた。

「ありがとうございます、兄上に優しくされるとなんだか照れますね」

「なんのことだ」

　こつ、と腕が触れ合って、とっさに身体を強張らせた。

（落ち着け……落ち着け、俺）

　あんな夢を見たせいで、変に意識してしまっている自分を認めるしかない。こんなに近づいたせいで、またあの甘い匂いが漂ってくる。この匂いを嗅ぐと、下腹部が熱を持ち始めるから厄介だ。

「兄上は、いつもその服装なんですか」

　ふいに問われて、顔をあげる。

「いつも？　今日は変装しているが」

「着替えたほうがいいのでは」

「……なぜ」

　ヴィルレインが辺りに視線を巡らせたのでつられて見ると、道行く人々がこちらに視線を送ってきて囁く。「漆黒王子？　まさか」「あの極悪非道の？」「殺されるっ」などの言葉が聞こえてきたことに眉をひそめた。

「なぜバレた」

「兄上は私と違い、公務で人々の前に姿を現してますし。それだけ全身黒かったら、気づかれますよ」

「……そうだろうか」

「むしろなぜこれまでバレてることに気づかなかったんです？」

　そんなことを言われても顔を顰めるしかない。ヴィルレインが、唐突にレーリルの腕を引いた。腕を組むような体勢になり、導かれるがまま近くの衣装屋に入った。

　ヴィルレインは店内に並ぶ衣類を見て回り、レーリルの体躯や見目に合う衣装を見繕っていく。そしててきぱきと店員を呼び、レーリルを小部屋に押し込み、着替えの衣装を手渡した。

（着替えろと？　これに？）

　それは、薄い青色の生地に黒い薔薇の模様がある上衣。下に合わせるスラックスは白地で、膝下部分には神話の龍をモチーフにしただろう絵が描かれていた。

　こういった柄物は着る者を選ぶ印象があるので避けていたが、ヴィルレインが選んだのだから仕方なく着ることにする。着替えたのち、姿見で全身を眺めるが、いつもの自分とは異なる姿に違和感を覚えた。

（……似合ってないな）

　こんな姿を見せるのは恥ずかしい。やはり元の服に着替えよう。

「兄上、どうです？　着心地や大きさは合ってますか？」

　薄いカーテンの向こうからヴィルレインの声がして、息を呑む。ややのち、静かに息を吐き出してから、答えた。

「ああ。……着替えた」

「開けますよ」

　言い終えるなり、ヴィルレインがカーテンを開く。そこに立っていたヴィルレインの姿に、レーリルはこぼれんばかりに目を見張った。

　そこにいたのは、年頃の娘だった。

　顔はヴィルレインだが、身に纏っている衣類はいわゆるドレスで、庶民が着ている裾の長く地味な色合いの物だ。常にはめている手袋だけは同じで、むしろ手袋の色合いに合わせてドレスを選んだようだった。

「な、な、な、お前」

「すごく似合ってますよ。兄上は恰好いいから、こういった衣類も似合いますね」

「なぜ女装してるんだ！」

　咄嗟に怒鳴ってから、口元を抑える。目立つ行為はまずい。

　ヴィルレインは、ふと厳しい表情になる。

「あ、大丈夫です。剣はちゃんと隠し持ってますから」

「そういうことではない、王族が女装などして醜聞になったらどうする！」

「……実は王城を出たとき、つけられてたんですよ。さっき丁度追手を巻いたところで兄上とお会いしたので、このまま変装してしまえば追手にばれないかと思いまして」

　意外にも、ヴィルレインの女装には真っ当な理由があった。性別を変えれば追手の目を眩ますのは効果的だろうが、それよりも。

「追手？　お前、追われてたのか」

「あ、大丈夫です。確かにまいたので。あと、襲われたときのためにスカートの下に帯剣しています」

　そう言って、ヴィルレインはドレスのスカートを持ち上げた。

　すらりと伸びた足は細く、体毛が一切ない肌は滑らかだ。剣の入った鞘を紐で固定している太腿は男性とは思えないふくよかさだ。

　食い入るように見つめているとドレスの裾が下ろされる。思わず、掻き抱くように自らの胸を押さえてしまう。

（落ち着け、落ち着け俺。相手は弟だ、そんな趣味はないっ）

　ふと、胸の手にヴィルレインの手が重ねられる。

「痛むのですか？」

　視線をずらすと、ドレスの胸元が見えた。薄い衣類で隠しているようだが、長身のレーリルが見下ろせば、胸の谷間まで見えてしまう。

　その瞬間、疑問がむくむくと湧き上がってくる。

（本当に、男、なのか？）

　胸に詰め物をしたとして、こんなに露骨な谷間をつくれるものだろうか。

　そんなことを考えていると店員がやってくると、ヴィルレインは衣類代をすべて支払った。

「俺の分は自分で──」

「じゃ、あとでご飯おごってください。さ、コルン孤児院へ行きましょう」

　促されるまま店を出て、目的地に向かって歩き出す。その間も、ヴィルレインの胸の谷間が気になってちらちらと視線を向けてしまうが、どう見ても本物のように見える。

　中央通りから細道を通り、隣の第二通りへ移動したところで、ヴィルレインが足を止めた。揚げ菓子専門店の前で、じっと店内を見つめるヴィルレイン──の、やはり胸元を凝視してしまう。

（どうやったら、こんなに本物のように作り込めるんだ）

　何気なくヴィルレインの胸に触れる。ヴィルレインの身体が大きく震えたが、手のひらに伝わる柔らかさに誘われるまま、繰り返し揉み続けた。

「……兄上」

「す、すまない」

　慌てて手を退けてから、自らの手を見る。柔らかすぎる。気持ちよくて、つい揉み続けてしまったが、こんなひと目につくところで女装した弟の胸を揉みしだいた自分の行動が恥ずかしい。

「その、つい、欲望が……ではなく、本物のように見えて……いや、その」

「はい？　……あ」

　ヴィルレインがやや頬を赤くした。つられてレーリルも頬を赤くしたが、次のヴィルレインの言葉にぎょっとする。

「いえ、そうではなくて。気づいておられますか？　兄上。……私たち、つけられてますね」

　咄嗟に視線を巡らせかけて、思い留まった。背後を確認したいのだが、いかんせん人が多すぎて、どこから誰に狙われているかわからない。

　どうするか、と思った瞬間に矢が飛んできて、ヴィルレインとレーリルの間を勢いよく通り過ぎ、焼き菓子屋の壁に突き刺さった。

　レーリルが駆け出すと同時にヴィルレインも駆け出した。

「民に被害が出てしまいますね」

「ああ。腕に覚えはあるか」

「正直、あまり。自己防衛くらいならできますけど、兄上まで守って差し上げる余裕はないです」

「いらん。それで充分だ」

　ひと気のない路地裏に逃げ込んだ瞬間、前方と後方に黒づくめの刺客たちが現れる。レーリルはヴィルレインと背中合わせになり、隠し持っていた剣を鞘から引き抜いて構えた。

　じりじりと、刺客たちが距離を縮めてくる。

　狙いがレーリルならばヴィルレインには手を出さないだろうが、あいにく今は女装している。レーリルの恋人だと思われて、一緒に殺されてしまう可能性もあった。だからといって、刺客にこと細かに説明したところで話を聞くとは思えない。

（ここは、なんとしても逃れなければ）

　刺客たちは、ある程度まで近づいてくると一斉に襲いかかってきた。細い路地ゆえに一対一の戦闘だが、幸いなことに今回の刺客はさほどの手練れというわけではないようだ。これならば、一人ずつ確実に倒していけば勝てる、と勝機が見えたとき。

　近くで、何かが割れる音がした。

「兄上、吸い込んではっ」

　ヴィルレインの声音が途切れて、剣が石畳にぶつかる金属音と、人が倒れる音がした。振り返った瞬間、鼻腔を擽る吐しゃ物のような酸い匂いがして、気持ち悪さから胃液が込み上げてくるのを感じる。視界が歪み、身体が傾く。

　足元に、割れた小瓶があった。

　赤黒い液体が地面に広がっており、この匂いはその液体からしているようだ。

　いつの間にか、刺客たちはレーリルたちから一定の距離を取っている。先ほど何かが割れた音がしたのは、刺客が小瓶を投げつけたためだったのだ。

　まさか、刺客が薬物まで用意しているとは思えず、後手に回ってしまった。

（これは、毒薬か……ヴィルレインっ）

　剣を取り落として膝をついたレーリルは、両手を伸ばして倒れていたヴィルレインを抱きしめ──そのまま、意識を失った。







　ガタン、と揺れる振動に、レーリルの意識が戻る。

　ぼんやりと視界に映ったのは、薄汚れた木製の天井とレーリルを覗き込んでいるヴィルレインだった。

「大丈夫ですか、兄上」

　小声で問われて、小さく頷く。身体を起こそうとして、両腕が後ろで縛られていることに気づいた。ヴィルレインの手首にも赤い痕があり、少し離れた場所に千切れた縄が落ちている。

　使い古された荷馬車の荷台に閉じ込められているようで、辺りには薬が積まれ農業用具が置いてあった。枯れた草と泥の匂いが鼻につく。他に、人の姿はない。

「すみません、少し前に目は覚めてたんですけど、縄を切るのに時間がかかってしまって。今から兄上の縄も切りますね」

　ヴィルレインは手のひらほどの小型の刃物を使い、レーリルの腕を縛っている縄を切り始めた。揺れる馬車のなかで体勢を保ちながら慎重に刃物を動かすヴィルレインの額から、汗が滴る。

　どうやらその場で殺されはしなかったようだが、レーリルもヴィルレインも捕まったようだ。王子であるレーリルを捕らえるのはわかるが、女装しているヴィルレインまで捕らえられている。人ひとり生きたまま捕らえて攫うには大変な労力が必要であることを考えると、あの場で殺さずに連れ去ったことには意味があるはずだ。王子であるレーリルだけではなく、庶民の娘まで殺さずに攫ったということは──つまり「娘」の正体がヴィルレインだと、刺客は知っていた可能性が高い。

　両腕の拘束が外れ、あちこち薄汚れた木造りの床を押して半身を起こす。

「……つまり、ジグザスが黒幕ということか」

　レーリルはため息交じりに呟いた。

　レーリルとヴィルレイン、両方を殺して得をする人物は一人しかいない。いくら王位継承権を放棄していたとしても、ほかの王子がすべて死ねばジグザスが王位につくことになる。王城の廊下や揚げ菓子屋で矢が飛んできたとき、随分と大雑把な暗殺者だと思ったが、どちらが死んでもよかったのだとすれば説明がつく。

「私は、どうもジグザス兄上がこんなことをするとは思えないんですよね」

「今更何を言うんだ。現状を見ろ、やつが黒幕なのは明白だろう」

「私、王城を出たときにつけられてたんですよ。でも、途中でまいて、ドレスに着替えた。普通、王子が女装するなんて思いませんよね。しかも私は、兄上と違って王子として人々の前に姿を現していない」

「何が言いたい」

「つまり、犯人は私が『女の姿をしている可能性』を考慮していたんです。さらにいうと、私の素顔を知っていた。だから、一度見失って尚、私を見つけることができた。そして攫った」

「ジグザスならば可能だ。後ろ盾もあり、暗殺者を雇う金もある。むしろ、ほかに誰がいるというんだ」

「……いなくもないんですよ」

「ほう、誰だ」

　レーリルが揶揄するように問うと、ヴィルレインは痛ましげに顔をしかめた。初めてみる悲痛な表情に、レーリルもまた眉をひそめる。

「……どうした」

　促して尚、ヴィルレインは相手の名を言うのを戸惑っているようだった。

　ややのち、ヴィルレインは深く息を吐き出した。

「本物の第三王子──ヴィルレイン様です」

　レーリルは黙した。

　言葉の意味を理解できず、どういう意味だ、と問おうと口をひらいた。その瞬間、馬車が止まり、荷台内に緊張が満ちていく。馬の嘶きが聞こえ、何者かの足音が近づいてくる。他にも複数の足音がして、荷馬車を囲むように見張られていることを知った。

　咄嗟に傍にあった鍬を手に取った。ヴィルレイン……であろう人物もまた、棍棒を手に取る。

　仰々しく、つっかえ棒が落とされる音がして、荷馬車の後ろのドアが開く。その瞬間に飛び出して、様子を見に来た黒ずくめの男を殴りつけた。騒ぎに気づいたほかの者たちが襲ってきて、それからは乱闘となる。

　辺りは森林に囲まれており、荷馬車は山道を進んでいる途中だったようだ。レーリルは何人かを倒したのちに隙をついて、ヴィルレインの腕を引くと森林のなかへ飛び込むように逃げた。ヴィルレインの身体を抱えて、急斜面を転がるように降りる。川を渡り、辺りに生える木々の種類が変わってきたころに後ろを振り返ると、追手の姿はもうなかった。

　荒い息をつきながら、枯葉に覆われた地面に座り込む。

「兄上、ありがとうございます。お怪我はないですか」

　そう言って、レーリルはヴィルレインの腕に右手を添えた。乱闘のせいか薄手の手袋が破れて、右手の甲が見えていた。

　そこにあった、抉れたような痛ましい罰印の傷痕を見て、レーリルは驚愕した。







　時は少し遡る。

　ジグザスは、すれ違う伯爵家の当主に挨拶を返し、悠然と王城の廊下を歩いていく。つい先ほど知った情報だが、昨日の朝方にレーリルが城下へ降りて以降、戻ってないという。ついに、ヴィルレインがレーリルを排除したのだろうか。それならそれで構わないが、ヴィルレインに心酔している貴族の暴走ならば、のちのち面倒なことになりそうだ。

　その件も含めて、ヴィルレインにレーリルについて聞くつもりだった。

　ヴィルレインの執務室に来たジグザスは、いつも通り入室の許可を得て、従者と共に執務室に入った。無駄な物がなく、品のよいヴィルレインの執務室をジグザスは気に入っている。何より、愛するヴィルレインに会って話をすることが毎日の楽しみになっていた。

　けれど。なぜか、突き当りの執務机について執務をこなしているのは、ヴィルレインではなかった。いや、見た目はヴィルレインによく似ている。というよりも、ほとんどヴィルレインだ。けれど、女の勘というべきか、直観で目の前にいるのは、「女」のヴィルレインではないとわかった。

「兄上、今日もよくいらしてくださいました」

　ヴィルレインは、にっこりと微笑んで迎える。ジグザスは笑みを作ったが、すぐに、残念そうな表情をする。

「実はこれから、所要があって城下の邸宅に戻ることになってるんだ。その前に、ヴィルにひと目だけでも会っておこうと思って」

「そうなんですね。いつ頃戻ってこられるんですか」

「明日か明後日には。また遊びにくるよ、邪魔にならないようにするから」

「邪魔だなんて。……わざわざ足を運んでくださって、ありがとうございます」

　ジグザスはちらりと補佐机にいるカイルを見たあと、ヴィルレインの執務室を出た。無言で廊下を歩き、離れた場所まで来たとき、従者が口をひらく。

「邸宅に戻られるのですか」

「ああ。あのヴィルは偽物だ」

「は？」

「いや、あるいは本物なのかもしれない。……どちらでもいい、兄上の行方を捜すように伯父上に願い出る。ヴィルが入れ替わったことと兄上の失踪は、無関係じゃないだろうから」

　厳しい声音に、従者もまた厳しい顔になる。

　ジグザスは従者に馬車を用意させると、急いで王城をあとにした。








第六章　愛ある情事









　セレスは、陽の傾きと森林に生えている木々の種類から、現在地がどこかを知ろうとしたが、無理があると判断して早々に諦めた。

　陽が落ち始めて気温が急激に下がった。今の季節にこの気温の下がり方はリネトルア国の王都ではありえない。むしろジーム国の西方に近いだろう。となれば、ここは国境近くのノームの森だろうか。それともセレスの知らない、全く違う場所なのか。

　着火するものもなく、冷気に満ちた空気に両腕を抱きながら身を小さくする。

　改めて、こんなことになってしまった原因を考えた。自分が女であると知っているのは、ジグザスとヴィルレインだ。他に自分の正体を知っていて尚、刺客を送るようなことができるのはカイルだろうか。

　こうなってしまった以上、事実を突き止めなければならない。セレスがジーム国の姫であることを知って今回の件を企てたのだとしたら、それはジーム国を蔑ろにするということだ。そんな者が王位につくなど、祖国の命運に関わるだろう。

　セレスは、レーリルを横目で見た。レーリルは胡坐をかいて座り、ただじっと地面を眺めている。

「あの、兄上。話を聞いていただけますか」

　先ほどから無言を貫いていたレーリルはセレスに視線を寄越すと、黙って頷いた。セレスは、自分はヴィルレインに身代わりとして王位を目指してほしいと頼まれたことを正直に打ち明けた。ジグザスが実は女だった、ということも話すべきかどうか迷ったが、約束を反故にすることはできないと、そこは思い留まる。

　ヴィルレインの身代わりの件を聞いたレーリルは、無表情で目を伏せた。

「なるほどな……話を聞いて、納得した。お前とヴィルレインが似ていたことは、偶然ではないのだろう」

　レーリルの言葉に、セレスは目を見張る。

「え。あの、でも」

「ヴィルレインの母である正妃は、父の元へ嫁いでくる前に極秘裏に女児を出産している。嫁入り前の密通は醜聞となるため、赤子は他国へ養子に出されたと聞いていた」

　セレスは静かに身体が強張るのを感じた。寒さからではない、驚愕に震える自らの身体を一層強く抱きしめる。

「その様子だと、気づいていたのか」

「……私が、養女であることはお母様から聞いていました。それでもジーム国で王女として育てられ、王女として暮らしてきました。けれど、実の両親については何も聞かされていません」

「お前を妻にと望んだのは、ヴィルレイン本人だった。あいつは、お前の存在を知り、居場所も突き止めていたのだろう。最初から利用するつもりで妻として呼び寄せたと考えるのが自然だ」

「利用？　私を何に？」

　そう言われても、どんな意図があったのかわからないし、もしレーリルの言葉が正しくて自分がヴィルレインの実姉だとしても、利用価値があるとは思えない。

　レーリルは痛ましげに目をつぶり、握り締めた拳を震わせた。そして力の限り、地面を殴りつける。

　ぎり、とレーリルは歯を食いしばった。

「これから話すことは他言無用だ。黙っていようと思ったが、お前にも関係があることだから、話すことにする」

　これほどまでにレーリルが怒りを露わにするのは、初めて見た。セレスは身体の向きを変えて、レーリルのほうへ向き直った。

「はい、約束します」

「ああ。……まず、ヴィルレインだが。あいつは、父王の──王家の血を引いていない」

　え、とこぼれんばかりに目を見張ったセレスを見据え、レーリルは話を続ける。

「正妃の不義の子だ。俺とヴィルレインが正妃に呼び出されたのは、俺が二十歳を迎える前日だった。二十歳になれば成人となり、後宮への出入りができなくなるためだろう。正妃はぎりぎりまで、事実を打ち明けるか悩んだのだと思う。正妃はヴィルレインに王家の血が流れていないことを俺たち二人に告げ、俺に王位を継ぐように進言した。そしてヴィルレインには王位継承権を放棄するように諭した。けれど、ヴィルレインは従わなかった」

「……それで、ヴィルレイン様は」

「国王になることに執着し、俺を暗殺するために刺客を送り始めたのだろう。それだけじゃない。父が俺のためにつけてくれていた従者や、懇意にしていた貴族らが次々に暗殺されていったが、それも奴の仕業の可能性がある。それからは、お互いに刺客を送り続ける日々だ。真っ向から対立し、貴族らを味方につけることで派閥を作った。ヴィルレインは常に気弱なふりをして被害者ぶり、唐突に部屋に閉じこもって出てこなくなった。それからも俺は暗殺者に狙われ続け、そして今年、唐突にヴィルレインは妻を娶った」

　レーリルの言うように、ヴィルレインが最初からセレスが姉であることを知っており、何か魂胆があって妻にしようとしたのだとしたら。

　幼い態度も、母性本能を擽る言葉も、すべて演技だったのか。

　有り得ないことではない。むしろ、レーリルがこんな嘘をつく理由のほうが見当たらない。

　セレスは笑う。

（すっかり騙されました。あの坊ちゃん、やるじゃないですか）

　唐突に、伸びてきた腕に手首を掴まれた。痛みに顔をしかめ、レーリルを睨みつける。

「なんですか急に！」

「何がおかしい」

「違います、兄上やヴィルレイン様のことを笑ったわけでは──」

「俺はお前の兄じゃない」

　レーリルはそう言うと、セレスの肩を掴んで押し倒した。驚いた表情でレーリルを見上げると、彼は悔しさを滲ませた表情でセレスの瞳を見つめていた。

「お前は騙されてたんだぞ」

「……そう、ですけど」

「そもそも、なぜ身代わりなどを引き受けた。俺がヴィルレインの暗殺を目論んでいたのは知っていたはずだ。あのときも──俺が、お前をっ……無理やり、犯したときも、泣きもしなかっただろう」

　レーリルの口から、あの日のことを聞くのは初めてだった。手袋が破れているのに気づかずに右手を差し出し、甲の痣を見られたのはわかっていたので、正体が知られていることは察していたけれど。

　セレスは早まる心音を、呼吸を整えることで抑えながら、口をひらく。

「私は、ジーム国の王女です。けれど、私はジーム家の血を引いていない。それでもお父様とお母様は私を第一王女として育ててくれました。私はその恩義に報いたい」

「それがどうした。血など関係ないと言ったのはお前自身だ。王女だろうがなんだろうが、お前は意志をもっている。……あんなことをした俺が言うべきではないのはわかっている。だが、なぜもっと自分を大事にしない。自らの望みや欲望をもたない」

　思わず自嘲を浮かべていた。

「私は祖国で自由に暮らしてきました。それもこれも、いずれ王女としての役目を果たさねばならないからです。私は王女として生きると決めました。王女でなくなったら、なんの価値もなくなる。王女として生きてこそ必要とされるんです」

　リネトルア国に嫁ぐことを求められ、夫となったヴィルレインの望むままに身代わりを引き受け、王位を目指した。それはすべて、王女である自分の義務であり、祖国のためだ。

　それが正しいと、セレスは信じて疑わなかった。

「お前が王女でなくとも、俺にはお前が必要だ」

「……は？」

　セレスは、レーリルが言った想定外の言葉にひどく動揺した。

　咄嗟に出たセレスの呟きに、レーリルは我に返ったように視線を反らした。

　何を言われたのか理解できず、動揺すら隠せずにただレーリルを見つめる。レーリルは視線を反らしたまま、早口で告げた。

「俺は、正妃に恩がある。あの方が目をかけてくれたから、母の身分が低くても王子として無事に暮らしてこられた。期待に応えたかったから、ヴィルレインと敵対した。しかしお前は、王位に血筋は関係ないと言った。事実その通りだと思ったし、ヴィルレインが王に相応しいのなら身を引こうとも考えた……が」

　それから沈黙が降りて、レーリルは黙り込んだ。辺りは完全に闇が降りており、冷気のせいで身体が震える。王城で着ていた燕尾服は防寒にも優れているが、庶民の着るドレスでは夜を過ごすのは厳しいかもしれない。

　レーリルは我に返ったように身体を起こすと、庶民の衣類に着替えたのちもなぜか羽織ったままだったマントをセレスの身体に掛けた。

　そしてセレスから距離を取り、座り込む。

「あの」

「……すまない。思い出させたな。さぞ怖かっただろう」

　レーリルは、セレスが震えているのを見て、自分が覆いかぶさっているからだと思ったのだ。……凌辱されたときを思い出して脅えているのだと。

　以前の、ヴィルレインの元に嫁いだばかりのセレスならば、脅えただろう。実際何度も泣いたし、右手の甲の傷を見ては胸を痛めた。

　けれど、レーリルにはレーリルの理由があることを知った。凌辱など許せない行いであるが、彼自身そこまで追い詰められていたという証拠でもある。

　セレスはマントを抱きしめた。ふわりと香る濃厚な男の匂いに、身体が熱くなる。これまでも何度か感じたことがあるこの香りは、レーリル自身の匂いなのだろう。

「……寒くないですか」

「問題ない」

「私は寒いです」

　セレスは言うなり立ち上がり、レーリルの隣に座った。掛けてもらったマントをレーリルの肩に掛けて二人で温まろうとしたが、生地が足りない。どうしたものかと逡巡した末に、失礼します、と告げてレーリルの膝のうえに座った。こうすれば、二人一緒にマントに包まれるだろう。マントの内側の裏起毛は、もこもこしていて暖かい。

　背中に密着するレーリルの身体は驚くほど冷えていて、マントを借りたことが申し訳なかった。

「重くないですか？　……あの、兄う……じゃなくて、レーリル殿下。……殿下？」

　返事がない。

　肩越しに振り返ると、真っ赤な顔をして身体を強張らせているレーリルがいた。その姿に、今更ながら自分が大胆なことをしていることに思い至ったが、凍死する可能性を考えれば致し方ないと言い聞かせる。

　さっと前を向いたセレス自身の頬が熱い。自分もまた、赤い顔をしているだろう。

「……俺が怖くないのか」

「以前は怖かったです。でも今は、怖くないですよ」

　戸惑いがちに、ごつごつとした男の手がセレスを抱きしめた。密着した箇所が多くなり、やけに緊張して、心臓がばくばくと早鐘を打つ。この心音が相手に伝わっていませんように、とひたすら祈った。

「やはり、お前は女だったんだな」

　改めて、しみじみとレーリルが呟いた。独り言のような言葉に、セレスはヴィルレインの身代わりとして過ごした日々を思い出しながら、返事をする。

「……とっくに気づいてらしたんですね」

　レーリルはセレスの頭のうえで「確信はなかったがな」と頷いた。

「お前は柔らかいし、いい匂いもするし……妙な夢も見た」

「妙な夢、ですか」

「ヴィルレインが夜這いにきたと思ったら、ヴィルレインそっくりの別の女だったという夢だ。夢中で抱いて愛を囁いて、幸福だったんだが。夢から覚めたとき虚しく……」

　レーリルが言葉を途切れさせて、ややのち、「今の話は忘れてくれ」と消えそうな声で呟いた。

　頬が熱いなんて表現では合わないほどに、身体中が熱い。恥ずかしさで燃えてしまいそうだ。

「お前を不快にさせるようなことを言った。すまない、やはり離れよう」

「そんな、不快だなんて思わないです。ただ、その……そういうふうに見て頂いていたなんて、こそばゆくて。嬉しいです。嫌われているものだと思ってましたから」

　背後で息を呑む気配がした。理由はわからないが、なんとなく空気が変わった気がして、セレスは失言をしてしまったのかと焦る。

　今の発言は驕っていたかもしれない。嫌われているものだと思っていた、のではなく、実際に未だ嫌われているのだとしたら。

　どう謝罪するべきか思考を巡らせ始めたセレスの腹に添えられた手に、力がこもった。レーリルが身体を前傾にしつつセレスを引き寄せ、密着する部分が多くなる。衣類越しだというのに、触れている箇所がとてつもなく熱く、マントの中が蒸されている錯覚さえ覚えた。

「……責任を取らせてくれ」

　いきなりの発言の意味がわからなかった。それよりも、彼の声がやけに苦しそうで、熱がこもっていることに驚いた。

「責任、って」

「お前を正式に俺の妻にする」

「……はい？」

　驚いて振り返ると、潤んだレーリルの瞳と目が合う。身体も熱いし、声もやたら色っぽい。熱があるのかもしれない。レーリルの頬に右手を沿わせた。

　レーリルはその手を掴み、右の甲にある傷に口づけた。息を呑むセレスを見つめて、繰り返し痣に唇を押し付ける。

（もしかして、責任って……妻にするって……）

　彼の言葉の意味を察し、いけません、と言おうとしたけれど、喉の奥が詰まって言葉が出てこなかった。何がいけないのか、と自問する。

　彼の妻になれれば、どれほど嬉しいだろう。けれど、責任を負わせるという形で身を預けたくはなかった。凌辱されたことは辛いけれど、もう、とっくにセレスは許している。

　胸が痛んで、唇を噛んだ。

　唐突に理解した。

（ああ、そうか。私は、この人を愛しているのだ）

　レーリルに嫌われていると思って辛かったのも、孤児院の子どもたちに向けられる笑みが自分には向けられないことが悔しかったのも、彼に好意を抱いているから。レーリルの誠実さを知り、自らを貶めてでも民を助ける姿を知り、子どもたちを愛する優しさを見て、セレスの中でいつの間にかレーリルの存在が大きくなっていた。

　だからこそ、レーリルの重荷になりたくない。「いけない」と思ったのは、そういう意味だったのだ。

「私は、あなたの妻にはなれません」

「なぜ」

　ヴィルレインの妻だから、と言おうとして止めた。自分はヴィルレインに捨てられたのだから、理由にならない。けれど、他に好きな男がいる、とか、あなたが嫌いだ、などという嘘はつきたくなかった。

「俺が王位につけばいいのか」

「え？」

　右手の甲の傷痕を、大きな舌で舐められた。ざらざらとした感触にとっさに手を引くけれど、強く掴まれていて逃れられない。

「お前は俺のものだ。ヴィルレインの妻だろうが知ったことか。俺が純潔を奪い、俺のものにしたのだから」

　レーリルの顔が近づいてきて、唇が重なった。それは一瞬で離れ、すぐそこにレーリルの緑がかった漆黒色の瞳がある。

「お前を愛している。もう隠せないし、隠さない。誤魔化さない」

　そう言い終えるなり、再び唇を塞がれる。セレスはただ混乱した。愛している、と彼は言ったのか。セレスのどこに愛される要素があるのだろう。王家の血筋でもないし、ヴィルレインの身代わりとしてレーリルを騙してきた。

　唇が離れたと思ったら、啄むように繰り返し口づけをされる。ちゅ、と音をたてられるその行為が恥ずかしく、甘さを感じて、頬が熱くなる。

　ふと、レーリルが顔を離した。震えるセレスの顔を覗き込み、ふと口元を緩める。

「そんな顔をするな。誘われているみたいだ」

「……はい？」

「我慢できなくなる」

　再び繰り返し口づけをされて、長く唇を押し付けられたと思ったら、彼の熱い舌が口内に侵入してきた。ざらりとしたものに歯茎を舐められ、口内の至るところを蹂躙される。呼吸が苦しくなり、やっとレーリルの顔が離れたときに、大きく息を吸い込んだ。

「身代わりのときはあんなに気丈に振る舞っていたのに、こんな顔もするんだな」

「ど、どんな、顔、してます？」

「可愛い顔をしている」

　聞かなければよかった。顔が熱い。きっと夜闇でもわかるほどに、セレスの顔は真っ赤になっているだろう。それを見ていたレーリルの瞳が、見開かれていく。

　ふと、彼はそわそわと視線を動かした。

「もし、違ったらすまない。今から驕ったことを言うぞ」

「え、あの」

「もしかして、お前は俺に、その……少しでも、好意を持ってくれている、のか」

　ちら、と窺うように自分を見るレーリルの視線を受けて、セレスは益々頬を赤くする。こんな気持ちは初めてで、彼を好きだと認識した今でも感情を持て余していた。

（言ってしまってもいいんでしょうか）

　そんな悩みは、すぐに消えた。

　レーリルは責任を取ると言った。そして、愛しているとも言ってくれた。ここまで全力で気持ちを伝えてくれる彼に対して、自分だけ何も告げないのはおかしい。

　セレスは、決意を固めてレーリルを見上げ、口をひらく。けれど、やはり恥ずかしくて、紡がれた声音は自分でもやっと聞き取れるほどの小声だった。

「あ、いして、います。……レーリル殿下を」

　それでもレーリルには聞こえたらしい。彼らしくない緩んだ笑みを浮かべると、セレスの頬に自らの頬を擦りつけた。

「あ、あの」

「朝になったらすぐに王都へ戻る。そして俺が王になる。……前払いで貰ってもいいだろうか。というか、もう我慢できない」

　ぐい、と下半身を押し付けられた。気づかないふりをしていたそれが、先ほどからそこが硬くなり存在を主張していた。ただでさえ熱い身体のなかで、その部分は特別に熱かった。触れれば火傷してしまうのではないかと思うほどに。

　今日のレーリルは、セレスに欲情している。凌辱したときのように、ヴィルレインの妻という意味で強引に犯すのではなく、セレス本人を欲しているのだ。

　胸の奥から込み上げてくる喜びを感じて、自分の卑猥さに恥ずかしくなる。

　レーリルの身体が傾いて、そのまま地面に押し倒されそうになり──マントがひらりと開く。隙間から入ってきた冷気に触れた肌が、寒さによって小さく震え、鳥肌をたてた。

　レーリルはそれに気づき、咄嗟にセレスを抱き寄せて膝の上に乗せた。

「……すまない、急ぎすぎた。外でするのはよくないな」

　凌辱の夜を思い出しているのか、切なそうに歪むレーリルの表情に苦しさを覚えた。気づいたら両手を伸ばして彼の首にしがみつき、自ら唇を押し当てていた。びくりと身体を強張らせたレーリルは、けれど、すぐにセレスの身体を激しく抱きしめ、ごつごつとした大きな手でセレスの括れた腰や太ももを撫でていく。

「あっ」

　いやらしい手つきに思わず声が漏れる。けれど、嫌がっていると思われたくなくて、レーリルに辛そうな顔をさせたくなくて、懇願する。

「あ、あの、抱いてください。殿下が、よければ」

「途中でやめられないぞ」

「はい、あの……寒くても、大丈夫です」

「いや、このまましよう」

「え？」

　向かい合って、セレスはレーリルの膝に座っている。この体勢のまま交わるという発想はなかった。そんなことが可能なのだろうか。

　……レーリルに任せておけば、教えてくれるだろうか。

「嫌なら、我慢せずに言え。優しくするつもりだが、あまり我慢できそうにない」

　マントのなかでレーリルが身を屈めた。両手は太ももを押しつけるように撫でたまま、首筋に唇を押し付けられる。ちゅ、ちゅ、と音をたてながら舐められ、吸われて、ぬるりとした唇が胸元へ降りてきた。太ももを撫でていた片手が移動して、ドレスのうえから胸に触れる。乳房を包み込まれるように揉まれて、その優しい手つきがこそばゆい。

　身を捩ったセレスに、レーリルが耳元で囁く。

「痛かったか。……気持ち悪いか」

「ちがっ、あの……すごく優しくされて、なんか、恥ずかしい……です」

「好きな女を抱くんだから、大切にしたい」

　レーリルは一度大きく深呼吸をした。

「悪い、緊張してるんだ。もし嫌だったら言ってくれ」

「殿下も緊張されるんですか」

「俺をなんだと思ってるんだ。……それから、名前で呼べ」

「レーリル、様？」

　ふ、とレーリルが口の端をあげて笑った。

「呼び捨てでも構わないんだが」

「お、恐れ多いですっ」

「ならば、今はそれでいい。セレス」

（名前を、呼んでくださった……私の、本当の名前を）

　レーリルは、ドレスの裾をたくし上げ、現れたシュミーズの上から胸の突起にかぶりつく。はむように優しく咥えられたあとに舌で上下に擦りあげられて、突起からもたらされるこそばゆい快感に、セレスの身体が小さく震えた。

「はあっ、ん」

　恥ずかしい声がもれて、唇を噛んだ。

　繰り返し突起に刺激を与え続けられて、先端が存在を主張はじめる。ぷくっ、と硬く尖ると甘噛みされて、身体中に広がる痺れに身体をしならせた。

「ひゃああっ」

「感じているんだな、ここ、硬くなっている」

「言わないで、くださいっ」

「俺も感じてるんだ、お前にも感じてもらいたい」

　ぐりぐりと擦りつけられる下肢の硬く熱い塊に、セレスは羞恥から頬を真っ赤に染める。自分に反応してくれることが嬉しいが、それ以上になぜか恥ずかしい。

　乳房の硬い突起を甘噛みされて舐められ、吸いつき、そしてまた甘噛みされて、と強弱をつけての刺激に、蜜壺の奥がじんじんと痺れた。愛液が溢れて膣を伝い、秘部からこぼれて下着を濡らすのを感じる。

　押し付けられているレーリルの熱く硬く膨張したものが、尚もセレスの羞恥心を煽り、認めたくないけれどセレスに更なる快感をもたらしているようだった。

　両の乳房を揉まれながら刺激され、強張っていた身体から力が抜けたころ、レーリルの手がセレスの腰を伝って臀部を撫でる。臀部をゆるゆると揉まれたあと、股の間に指を滑らせた。

　双丘をゆるゆると撫でられた瞬間、濡れていることを知られまいとして、足を閉じようとした。けれど、レーリルの膝に跨っているために閉じきれず、敏感な芽を指の腹でぐりっと押される。

　ぬちゃ、と静寂に響く愛液の音に、レーリルが微笑む。

「随分と濡れているな。可愛い、セレス」

「は、恥ずかしいですっ、こんなに、なるなんて」

　顔を見られたくなくてレーリルの胸に額を押しつけた。頭を優しく撫でられ、割れ目を指でこすられ、ゆっくりと指が挿入される。異物感に耐えていると、指が二本に増やされ、膣の内側を擦りながら奥へと進入してくる。

「痛っ」

「……狭いな。ヴィルレインにはどういう抱かれ方をしてたんだ」

「そ、そんなこと、してませんっ！」

　咄嗟に顔をあげて叫ぶと、レーリルがこぼれんばかりに目を見張った。

「抱かれていない？　あいつに？」

「はい。……それに、レーリル様のお話では、私とヴィルレイン様は姉弟ってことですよね。さすがにヴィルレイン様も、その辺りの分別はあるのかと」

「……では、お前が身を許したのは、俺が、その……無理やり抱いた、あのときだけ、なんだな」

　セレスは正直に頷いた。

　その瞬間、レーリルはセレスから身を離した。何か気に障ったのだろうか、と焦って泣きそうになったセレスの目の前で、スラックスが寛げられ、太く逞しい肉棒が晒される。血管が浮き出て、びくびくと震える赤黒いそれをまともに見てしまい、セレスはとっさに顔をそらした。

　レーリルは再びセレスの腰を引いて引き寄せると、秘部に猛った肉棒を押し当てた。下から押し上げられる体勢になって、セレスは驚いてレーリルの肩に掴まる。

「あ、あの、この体勢で、できるんですか」

「ああ、お前は何も心配いらない。……だが、痛かったら言え。途中で止められる自信はあまりないが、善処する」

　レーリルの大きな手が、セレスの身体を浮かせ、そのまま自らの腰の上に下ろし始める。割れ目に沿わせた肉棒が、ずぶずぶと膣のなかへと飲み込まれ、その圧迫感に喉の奥から悲鳴が漏れた。

「痛いか」

「い、痛くは、ないです。大丈夫です、続けて、下さい」

　再び侵入を開始した熱い塊が、これ以上入らないと思えた奥へと押しこまれていき、苦しさから息を止めた。力んだセレスの身体を撫でながら、レーリルが唇を合わせて、激しい口づけを交わす。

　すると不思議なことに力が抜けて、さらに深くまで肉棒が押しこまれた。

　蜜壺から溢れた愛液の存在などなかったかのように、膣内はギチギチと狭く、隙間なく満たされている。奥へ押し込まれるたびに内臓が引きずられるような痛みを感じて身体を強張らせるが、濃厚な口づけによって溶かされ、ついに肉棒が最奥へとたどり着いた。

　子宮を押し上げてくる熱を感じると同時に、レーリルが吐息をもらす。

「全部、入ったぞ。痛むだろう、すまない」

「大丈夫、です。あの、私、どうしたらいいですか？」

「どう、とは」

　呼吸を荒くしているレーリルに比べて、セレスの呼吸は整っている。痛みに耐えている分多少乱れてはいるが、自分だけ何もしていないような焦燥感に駆られて、レーリルに問う。

「どうしたら、レーリル様に気持ちよくなって貰えますか」

　この行いが、子を産むという妻の務めであることと同時に、愛を確かめるものであること、そして相手に気持ちよくなってもらう行為であると知っていた。けれど、具体的な方法はわからない。濃厚な情事が描かれた恋愛小説には、身体を動かすような描写があったけれど、どこをどう動かせばいいのかもわからなかった。

　だから、問うた。なのになぜか、膣内にあるレーリルの熱い肉棒が膨らみ、質量を増したのを感じて身体が震える。

「あっ、おっきく、なっ、ちゃ」

「俺は充分気持ちがいい」

「本当、ですか」

「ああ。お前のナカは、凄くいい」

　その言葉は胸にぬくもりとなって広がり、愛しさが溢れた。どうしようもなく嬉しくて、レーリルの首に手を回して抱きつく。体勢が微妙に変わり、膣の奥深くを肉棒が押し上げた。

「あっ、セレスっ……駄目だ、我慢できないっ」

　腰を強く掴まれて、身体を持ち上げられる。そして、勢いよく落とされると同時に腰同士がぶつかり合って、膣壁がこすれて子宮が圧迫された。

　目の前が真っ赤に染まるほどの衝撃だった。レーリル自身を受け入れるだけで精一杯だった膣は擦りつけられることで裂けるかのような痛みを発し、子宮の深くへ叩きつけられる肉棒は凶器のように内臓を押しつぶしてくる。

（あっ、痛いっ、もう、むりっ）

　やめて、と言おうとしたセレスは、熱に浮かされたレーリルの表情を見て、言葉を飲み込んだ。額に浮いた汗に、切なそうに顰められた秀麗な眉、時折紡がれる切なさを滲ませた声は、嬌声というものだろうか。

「あっ、はあっ……セレスっ、あっ、ああっ……いいっ、すごくいいっ」

　感じてくれているのだ。

　認識した瞬間、ずくん、と子宮が甘く痺れた。これまでの比にならない、痛みさえ感じるほどの痺れがどろりと愛液を大量に溢れさせて、擦れて痛かった挿入を緩和してくれる。

「ああっ、締まる、セレスのなか……気持ちいい。もっと欲しいっ」

　一層激しく打ち付けられて、セレスは倒れないようにレーリルの首筋にしがみつく。マントのなかで、彼にしがみつくだけで精一杯だった。ぐちゃぐちゃと卑猥な音をたて始めた結合部分が痺れて、痛みが緩和されたせいか、奥を突かれることにただただ喜びを感じた。

（あっ、一つに、なってるっ）

　愛する人と肌を合わせて一つになる行為は、こうも嬉しいものなのか。

　まだ痛みが残っているのにそこに確かな快感を覚えて、無意識に息をつめ、身体に力を入れてしまう。

　膣がぎゅっと狭まり、レーリルの男の象徴のカタチを、ナカで細部まで感じることができた。

「くっ」

　レーリルが掠れた声を上げ、ひと際奥へと肉棒が押しこまれた。肉棒が膨張するのを感じた瞬間、熱い体液が放たれて、子宮内を満たしていく。どろりとした体液は長い間体内に注がれ続け、やがて膣から溢れた。

　咄嗟に足を閉じようと頑張るけれど、やはりレーリルの膝のうえにいるために思うように行かない。荒い息を繰り返しながら、レーリルがセレスの頭を自分の胸に押しつけた。

「やはり気持ち悪いか。我慢できずにナカに出してしまった。……初めてだ、ナカに出したのも、出したいと思ったのも」

　情事を終えた甘美な至福に身を浸していたセレスは、レーリルの言葉によって高揚にも似た悦楽まで覚えた。この気持ちを伝えたくて、正直に言う。

「そんなふうに思って頂けるなんて、嬉しいです。気持ち悪くなんかないです、ただ、その……この熱い液体って、種子ですよね。こぼれちゃうのが、勿体なくて」

「お、お前……痛いだろうに、そんな」

　レーリルは強引にセレスの唇を奪い、口内を激しく犯したあと、己を挿入したままの体勢でセレスを胸に抱きしめた。

「これから何度でも注いでやる。お前のナカだけに」

「ありがとうございます、どうしよう、すごく、嬉しくて、胸がぽかぽかします」

「俺もだ。自分がこんな気持ちになるなんて、想像もしていなかった。お前に会えて知ることができた。……これが、人を愛すること、なんだな」

　怖いほどに、愛されていることを実感した。

　セレスもまた、レーリルの背中に手を回して強く抱しめる。セレスの腕では彼の体躯を包み込むことはできないけれど、セレスはレーリルの腕にすっぽりと収まっている。

　まるで、守られているような気がして、ふわりと微笑む。

（……本当に、幸せ）

　うとうととして、レーリルの胸に頬を摺り寄せると、セレスは大きな手に撫でられた。

「眠れ。……ゆっくりと」

「はい」

　膣内に入ったままの肉棒を、抜かないと。そう思いながらも、このままでいたいという思いと情事後の気だるさで、睡魔の誘惑に勝てずに目を閉じる。

　暖かなぬくもりに全身を包まれて、セレスは眠りに落ちた。







　早朝に、セレスとレーリルは行動を起こした。

　傾斜に沿うように降り続けて山道に出ると、そこから太陽の位置を確認しつつ、現在の場所がどこであるのか思いを巡らせる。

「朝になると、やはり寒さはマシですね。木々の種類といい、やはりここはノームの森だと思います。この近辺に生えている草も、輿入れのときに窓から見た覚えがありますし」

「ノームの森か。となれば、ここはジーム国との国境付近ということになるな。王都まで馬車で半月ほどか。馬を乗り潰せば短縮できるが、そこまでの持ち合わせがない」

「そうですね、私もです。馬を買って、休ませながら王都を目指すべきですね」

　山道にかすかに残っていた馬車だと思われる車輪の跡を追うように歩き始める。かなりの距離を歩かなければならないかもしれないが、馬車の跡を追えば、いずれ街につくだろう。

「……ノームの森か」

「レーリル様には、他に思い当たる場所があるんですか？　私は閉鎖的な場所で育ったので、ジーム国の一部以外の場所を知らないんです。レーリル様のほうがお詳しいかと」

「ああ、いや。……無理やり犯したのも、愛しくて抱いたのも、ノームの森だな、と思ってな」

　真面目な顔をしているので、真剣に帰路について考えているのだと思っていた。そのため、レーリルの言葉は意外すぎて、セレスは咄嗟に言葉を失う。ややのち、「まぁ、そうですね」と差しさわりのない返事をした。

　昨夜のことを思い出すと、頬が熱い。赤い顔を見られたくなくて、さりげなく俯いた。

　セレスの右側を歩いていたレーリルが、手を絡ませてきた。手と手を合わせた恋人繋ぎで、親指で右手の甲を撫でられる。

「後悔しかない。だが、もう泣かせない。絶対に」

「思い詰めないでください、そこまで気にしてません」

「気にしろ！　俺に無理やり純潔を奪われて、二度目も俺に抱かれたんだ。お前は俺のことだけ考えていればいい！」

　気遣って言ったのに、逆にレーリルを怒らせてしまったようだった。気圧され気味に何度も頷くと、レーリルは我に返ったように咳払いをした。

「……とにかく、あれだ」

「あれ？」

「あ、愛している、から、な」

　歯切れの悪い言葉に、咄嗟に顔を上げる。真っ赤な顔であらぬ方向を見つめるレーリルに、思わず笑ってしまった。情事のときは饒舌だったのに、普段は変わらず硬派なようだ。そんなレーリルにここまで言ってもらえたのだから、セレスは本当に幸せ者だ。

　いい加減に足がくたびれてきたころに山道を抜け、街が見えた。

　疲れた身体を癒すために宿を取った。宿の主人に現在地と日付を確認すると、王都へ降りた日から十日あまりが経過していることがわかった。場所はやはりノームの森付近の街で、身体の疲れ具合から察するに、昨夜の情事を抜きにしても、かなり荷馬車で揺られ続けたのだろう。何度も薬を嗅がされたらしい。かなり強力な睡眠剤だったので、後遺症が出なければいいけれど。

　レーリルはセレスを部屋に残し、持ち合わせでどの程度の馬を購入できるか確認してくると言って宿を出て行った。若く頑丈な馬が購入できればよいが、所持金から考えると難しいだろう。馬の手筈に関しては、レーリルに任せよう。

　残されたセレスは、宿の主人に湯浴みの桶と湯を頼んで部屋へと運んでもらった。人ひとりがぎりぎり入れるくらい大きさの浅い桶に、別途運んでもらった湯を注いでいく。ほかほかと湯気がたつ湯を眺めながら、セレスはドレスを脱いで畳むと床に置き、湯上り用の布も傍に置くと、そっと桶のなかに身を滑らせた。

　十日間も風呂に入っていない状態で昨夜肌を合わせたのかと思うと、羞恥心で一杯になる。改めて自分の匂いを嗅ぐと、荷馬車に揺られた際に移ったのだろう古びた木材の匂いと、汗、それから木葉や草木、土の匂いまでして、眩暈を起こしそうだった。王城にいたころは毎日風呂に入っていたから尚更だ。

　レーリルは、昨夜無理をさせたのだから部屋でゆっくり休んでいろ、と言っていた。湯浴みをするのも休むうちだと思い、セレスは時間をかけて身体を清める。

（あー、気持ちいいですね）

　こんなに湯浴みが気持ちよく感じられるなんて、過去にはなかったことだ。ある意味貴重な体験をした。リネトルア国で暮らす者たちにも、湯浴みや清拭の大切さや心地よさを知ってもらえれば、清潔を保つことができるのに。

　湯が冷えてきたのでケトルにもらっていた熱湯をさし湯にした。温度を均一にするために桶の中を手でかき混ぜる。

「おい、馬は手に入りそう……」

　ドアが開いて、レーリルが入ってきた。

　唖然と立ち尽くすレーリルを見て、セレスは顔が青くなる。

（やっぱり、失礼だったでしょうか）

　王子たるレーリルに馬を探しに行かせておきながら、自分だけ湯浴みをするなんて。慌てて立ち上がり、布で胸元を隠した。胸のほとんどは隠せておらず、秘部も丸見えで恥ずかしかったが、無礼を働いて嫌われてしまうほうが怖い。

「あの、すぐに新しい湯を用意しますね。すみません、我慢できなくて」

　レーリルは我に返ると、慌ててドアを閉めた。大股でセレスの元までくると、濡れたままのセレスを抱き上げる。

「あっ、あの、身体が濡れててっ、レーリル様まで濡れちゃいますよ！」

　ベッドのうえに下ろされて、レーリルが圧し掛かってくる。朝方だというのに、瞳がぎらぎらと血走っていることに気づいて、とっさに両手で胸を隠した。

「あ、あの、あの」

「想像以上に綺麗だな」

　うっとりとした呟きに、頬が朱に染まる。そういえば、明るい場所で裸を見られたのは初めてだ。しかも、こんなにはっきりと。

「すみませんっ、貧相なものをお見せしてしまって」

　咄嗟に布団へ伸ばした手を、掴まれる。そのまま頭上へ両手をまとめて押さえつけられ、身体のどこも隠せなくなってしまう。

　じっとりと全身を視姦されて、身体が静かな熱に覆われていくのを感じた。

「見られて感じているんだな、ここが勃ちあがっている」

　そう言うなり、胸の突起を指先でつままれた。

「ひゃっ」

　くりくりと指先だけでこねられて、その卑猥な触れ方に羞恥心と興奮が余計に煽られ、蜜壺の奥に熱が灯る。反対側の突起に噛みつかれ、そのままきつく吸いあげられた。

「ああっ、待ってくださいっ、朝から、こんなっ」

「昨夜の今朝で悪いと思うが、我慢できない。……昨夜も、本当はもっと抱きたかったんだ。足りない、もっとセレスが欲しい」

　囁きの吐息が濡れた突起にかかって、敏感になっているそこがますます存在を主張する。それを見たレーリルが嬉しそうに目を眇めて、強く突起に吸いついた。

「だめですっ、ああっ」

　カリッ、と歯で噛まれて痛みが走り、ひっ、と首をひねる。舌でねっとりと舐められると、その優しい愛撫に蜜壺がまたじわりと濡れた。

　昨夜もそうだったが、レーリルは乳房の突起を、強弱をつけていじってくる。それが気持ちよくて、じれったくて、感じてしまうのが恥ずかしかった。卑猥な娘だと思われて嫌われてしまったらどうしよう。

　せめて感じていることを隠したくて唇を噛むと、レーリルの大きな指が二本、口内に押しこまれた。

「ふっ、う、ふうんっ」

　ぐちゃぐちゃと口内を指で撫でられる。舌や内頬を、大きくゴツゴツとした指で愛撫されて、唾液で濡れた指を引き抜かれた。ぬちゃ、と唾液が糸を引き、その指をレーリルが自らの口に咥え、見せつけるように舐めた。

「声を聞かせてくれ」

「は、恥ずかしいです」

「恥ずかしいところも見たい。……感じていると、教えてくれ」

　唾液のついた指で、再び突起を摘ままれた。その指はすぐに離れて乳房の形が変わるほど激しく揉みしだき、反対側に吸いつかれる。

「ああっ、やっ、それだめですっ」

　思ったままを口にした。レーリルは、ちゅる、と音をたてながら突起から口を離して、セレスに口づけをする。

　受け入れるように舌を絡ませ合うと、安堵が胸のうちに広がった。愛おしさが募り、ふわりとぬくもりが身体全体に広がっていく。疼く下腹部を無意識にくねらせると、レーリルの手がセレスの腹を撫で、そのまま下方へと移動した。

「美しいな。お前は貧相だというが、俺にとってお前に以上に魅力的で興奮する女はいないぞ。大きさもカタチも申し分ないし、十分に美しい。腰も尻も、太ももも、足の先まで、何もかもに欲情する……ここは、どうだろうな」

　言うなり、レーリルがセレスの右足を押し上げ、しっとり濡れそぼった秘部を露わにする。外気に触れてひやりとした冷たさを感じ、愛液を零しているだろうそこを明るい場所で見られ羞恥に悶えた。

「見ないでっ、お願いです、見ないでくださいっ」

　身体をひねっても、抑えつけられる力は強く両手の拘束は解けない。

　レーリルはセレスの足を肘で器用に抑えながら、右手の指で秘部を挟んだ。そのまま指を広げ、割れ目をくぱっと広げると、そのナカまでもじっと見つめてくる。

　視姦されてどうしたらいいのかわからずに、ただただ「やめてください」と繰り返した。

「お、お願っ、本当にもう、やめてっ」

「……綺麗だな。赤く色づいて俺を誘っている。まだほとんど触れていないのに、どんどん溢れてくるぞ。こんなに滴らせて、セレスははしたないな」

　羞恥で頬が熱を持ち、頭の中まで真っ赤に染まった気がした。はしたない、と言われてしまった。嫌われたのかもしれない。

　身体が震え始めて、ぽろぽろと涙が溢れる。物心ついてから人前で泣いたことなどなかったのに、リーレルに嫌われたと思うと、胸がガラスの破片で切り裂かれたように痛んだ。

「セレス？」

　普通ではない様子に気づいたレーリルが、顔を覗き込んでくる。腕の拘束も解かれて、両手で顔を覆った。

「は、はしたなくて、ごめんなさいっ。嫌いに、ならないで下さいっ」

　もう遅いかもしれないけれど、見捨てられることが恐ろしくて、声を引きつらせながらも訴える。レーリルはセレスの顔を覆った手の掴むと、右手の甲の痣に唇を押しつけた。

「嫌いになるわけがない。すまない、虐めすぎたな。泣かせないといったばかりなのに。お前が可愛いから、つい意地悪したくなるんだ……これから、ちゃんと気持ちよくしてやる」

　レーリルはセレスの頬に軽く口づけをすると、再び下腹部に移動した。レーリルはセレスの腕を自由にし、剣を扱う者のごつごつとしたその手が、セレスの両足を持ち上げて大きく開く。

　セレスは自分が秘部を見せつけるような恰好をしていることに気づくと、ただただ唖然としシーツを掴んで身体を捩る。

「や、やだっ、見ないでくださいっ」

「気持ちよくしてやる」

　レーリルが、割れ目を舌で撫でた。下から上へ、上から下へ、繰り返し表面をざらついた舌で舐められて、何をされているのか理解した瞬間、セレスは必死に彼の頭を押さえた。

「だ、だめですっ、そこは汚いんですっ。そんなことをしないでくださいっ」

「汚くなんかない」

　冷静な声で言われて、セレスは首を横にふる。レーリルは構わずに表面だけを撫でるように舐め続け、唐突に、ぷくっと膨らんだ肉芽を舌先でつついた。

　身体中に痺れが走り、身体をのけ反らせる。足をぴんと延ばして、自分でも抑えようのない刺激に混乱する。

（な、なに、今の……変になってしまう）

　痺れを感じた瞬間に蜜壺から愛液が溢れるのを感じたセレスは、この刺激を再び受けたら、先ほどのようにはしたない姿を見せてしまうと焦った。けれど、どれだけ逃れようとしても両足をがっしり掴まれていて、下半身を動かせない。

　レーリルの舌が、再び肉芽をつつく。

「ひんっ、や、やあっ」

　ぐい、とレーリルの頭を押した瞬間、肉芽に強く吸いつかれて、これまでに感じたことのない刺激が身体を駆け抜けた。

「ああああっ」

　頭のなかが、胸の奥が、下腹部全部が痺れて、全身を強張らせながら背中をしならせる。身体が自分のものではないかのように快感が駆け巡り、恐怖さえ覚える心地よさに眩暈を覚えた。

　蜜壺の奥から愛液が溢れるのを感じて、足を閉じようとしたけれど、叶わない。

「いやあっ、見ないでくださいっ」

　はしたないと、破廉恥な娘だと知られたら、今度こそ嫌われてしまうかもしれないと焦るセレスだったが、レーリルは溢れる愛液を見て窘めるどころか、秘部にかぶりつくとじゅるじゅると音を立てながら愛液を味わい始めた。

「えっ、え、やっ」

「イッたんだな、やはりここが気持ちいいのか」

「やめてください、王子様がそんなことをしてはいけませんっ」

「そうだな。俺も、お前に会うまでは、こんなことをしたいとは思わなかった」

　ざらりとした舌が割れ目に侵入し、膣の内壁を撫でた。ざらつくものに膣内を弄られる心地よさに、熱い吐息が漏れて、呼吸があがっていく。

「や、やめっ、お願いです、もう止めてくださいっ」

「さっきから、駄目だとか嫌だとか言うが、本当にセレスは嫌なのか」

「……え」

「もし本気で止めてほしいというのなら、俺はお前に触れない……そんなに嫌なのか」

　レーリルは顔をあげると、唾液と愛液で濡れた口元を袖で拭った。王子とは思えない乱暴な動作だったが、熱に浮かされた瞳でじっと見つめられて、セレスは自分の言葉が彼を傷つけたことを知った。

「……ち、違う、んです。駄目とか嫌とか、じゃ、なくて、その……恥ずかしい、から。これ以上、レーリル様に、醜態、をさらしたくないんです」

「俺はお前のすべてが知りたい」

「怖いんです。……き、嫌われてしまったら、と思うと」

「嫌うはずがない。傍にいれば、いつか喧嘩もするだろうし、意見が食い違うこともあるだろう。それでも俺は、どんなお前でも愛し続けると誓う」

　レーリルはスラックスを下ろして、張りつめた肉棒を取り出した。かなりの角度で反り立ったそれはこの前見たそれよりも遥かに膨らみ、びくびくと震えながら、先端から透明な液体を流している。

　欲情した男の象徴を明るい場所で目の当たりにし、セレスは咄嗟に顔を背けた。見てはいけない気がしての行動だったが、レーリルがセレスの頬に手を添えて、強引に視線を下腹部に向けさせた。否応なく赤黒く反り立つ男根が目に入り、顔を真っ赤にしたセレスを見てレーリルが笑った。

「好きなだけ見ろ」

「も、もう大丈夫です」

「そう照れるな、俺も照れる」

「だったら、見せないでくださいっ」

「お前は本当に可愛いな。もう挿れてもいいか？」

　火傷しそうなほど熱い肉棒が、割れ目に擦りつけられる。そのまま、愛液をまとい滑るように奥へ奥へと進入してくるのがわかった。咄嗟に身体を強張らせてしまったが、レーリルが半身を屈めて乳房の突起に強く吸いついたため、身体から力が抜けた。その瞬間に奥まで一気に肉棒が押し入れられる。

「ひゃああっ」

　痛みはなかった。膨らんだ肉棒はセレスの膣に隙間なく挿入され、愛液にぬらぬらと滑り、擦れた部分が気持ちいい。

「あっ、あ、奥に、入ってっ、ま、すっ」

「ああ。そんなに締め付けられると、我慢できなくなる」

　レーリルの言うように、快感で痺れた膣が収縮して肉棒を膣の奥へと導くように締め付けている実感があった。もっとセレスの身体で気持ちよくなってほしいという気持ちが確かにある。

　必要とされることが嬉しく、愛する人の笑顔や視線が、自分だけに向けられている幸せに、自然と口元が緩んだ。

「我慢、なんて、しなくて……いい、です。好きなように、してください。気持ちよくなって、ください」

　レーリルの瞳が熱情に揺らぎ、次の瞬間には、激しく腰を打ち付けられた。足を大きく開かれて割り入れた身体ごとぶつかってくる衝撃に、ベッドが軋み、セレスは無意識に嬌声をあげる。

　ぐちゅぐちゅという卑猥な水音と二人の荒い呼吸に加え、セレスの嬌声が部屋を満たし、お互いだけの甘くて特別な空間を作り出していた。

「ああっ、セレス、もう耐えられないっ。まだ感じていたいのにっ、駄目だっ、気持ちよすぎて、もう出てしまうっ」

「はっ、あんっ、はっ……もう、来て、くださいっ、奥に、熱いの、出して……いっぱいに、して、くださいっ」

　これ以上激しくはならないと思っていた腰の動きが不規則になり、角度を変えて奥へと突き刺すように打ち付けてくる。熱く硬い肉棒がえぐるように子宮の壁を押し上げ、セレスはその刺激がもたらす快感に身体を振るわせた。

「ああっ、セレスっ」

　熱い体液が、膣の奥に迸る。勢いよく子宮に吐き出される快感に震えながら、荒い呼吸を繰り返した。

　とろんとした目でレーリルを見る。両手を伸ばせば、彼は誘われるようにセレスを抱きしめた。情事で火照った肌を彼の衣類越しに感じながら、繰り返し口づけをする。角度を変えて、何度も。

　レーリルもまた浮かされた瞳でセレスを見つめ、膣内に挿入された欲望は昂ぶりが覚めずに膨張したままだ。

「すまない、もう一度だけ……したい」

「あ、あの」

「嫌なら、無理にとは──」

「違うんです！　その、さっきはすみませんでした。駄目と、嫌とか、本音じゃないんです。むしろ、嬉しいというか、あの……私で、いっぱい、気持ちよくなってほしいです。好きなように、気持ちいようになさってください。レーリル様に気持ちよくなって貰えることが、その、何より嬉しい……です」

　一気に言うと、レーリルは軽く目を見張り、ふと口元を抑えて顔をそらした。同時に挿入されたままの肉棒が、ぐぐぐっと質量を増す。

「ほ、本当に、いいのか。このまま続けるぞ。俺ばかり気持ちよくなるだろうが、抑えられないと思う」

「気持ちよく、なってください」

　レーリルの頬に手を添えると、彼はセレスの手に口づけをして体勢を変えた。動きやすい場所へ移動してセレスの腰をがっちり固定し、興奮をありありと浮かべた表情でセレスの全身を見つめる。

　顔がにやけるのが堪えられない──そんな笑みを浮かべると、レーリルは激情のままにセレスの身体を貪った。








第七章　歪んだ王子は失脚する









　ヴィルレインは、王城の一区画に建てられた国王専用の後宮へ向かっていた。

　リネトルア国はかつて軍事国家として名を馳せ、初代国王であるジゼ・リネトルアは現在も軍神と称されるほどに強く美しく、人々は皆、彼の血を後世に残そうとした。後宮は、ジゼの時代からすでに存在し、軍事国家でなくなった今でも、王族の血は絶えず受け継がれている。

　リネトルア国は、神が造り上げた国なのだ。だから、神の血を引く者が王位につくのは当然のこと。

　ヴィルレインの母である正妃もまた、それをよく理解していた。だから、ヴィルレインが不義の子であると、自ら密かに打ち明けた。

　幼いころから、王位につくためだけに育てられてきた。皆がヴィルレインを褒め称え、持ち上げ、惜しみない愛を注ぐのは、ヴィルレインにその価値があるからだ。王位に値するだけの血が流れているからだ。だから、期待に応えようと必死に学び、社交を身につけ、剣術も、乗馬も、帝王学も、何もかもを習得しようとした。

　けれど、あの日。

　レーリルが二十歳を迎える前日だった。

　正妃は、ヴィルレインにはリネトルア王族の血が流れていないことを理由に、王位継承権を放棄するように言った。代わりに、庶民の母を持つレーリルを王に推薦し、あの男が王位につくのを後押しせよとまで言った。

　これまで作り上げてきたもの全てが崩壊した瞬間だった。足元から崩れ、ヴィルレイン自身の存在を歪めた。自分は誰なのだ。リネトルア王族の血が流れていない自分は、何のために持て囃されてきたのだ。すべては王になるためではないのか。王になれない自分に、なんの価値がある。

　ヴィルレインは当時を思い出し、ぎりりと歯を食いしばった。

　正妃は、ヴィルレインの自尊心を傷つけた。すべてあの女の不貞のせいだというのに、その尻ぬぐいを王子である自分にさせようとしたのだ。それまで母に対して抱いていた尊敬の念は霧散し、醜く愚かな意地汚い娼婦にしか見えなくなった。

　正妃に恩義があったレーリルは正妃の願いを忠実に守ろうとし、ヴィルレインは保身のために、また自分の出生の秘密を隠すために、レーリルへ暗殺者を送り込んだ。レーリルが死ぬまで続けるつもりだったが、後ろ盾もないくせに予想以上にしぶとく、なかなか殺害には至らない。それどころか、ヴィルレインが本気でレーリルの失脚を企てていると知ると、ヴィルレインに対して刺客を送りつけるようになった。

　それまで見下していたレーリルから暗殺者を向けられる屈辱は、耐えがたかった。一秒でも早く殺してやりたい、それだけを願って生きてきた。けれど、堂々と殺害すれば、ヴィルレインが王子といえど、王族殺しの重罪を負うことになる。だから、暗殺が日常的に行われる貴族社会であっても、証拠を残すことだけは避けなければいけない。

　ヴィルレインは根本からレーリル殺害方法を見直すことにして、レーリル本人は勿論、正妃や国王の近辺や過去を調べ上げた。つけ入る隙があれば、それを利用してやるつもりだった。そして、正妃が母国にいる際に、娘を出産していることを知り、ヴィルレインの姉に当たるその娘を探すことにした。

　居場所はすぐに突きとめたが、ジーム国の姫として離宮で暮らすセレスの姿を確認することは困難だった。けれど、その問題もすぐに解決する。脅して手懐けた侍女を無理やりジーム国の離宮へ潜入させることで、セレスについて調べることが可能となったのだ。

　侍女の話では、セレスはヴィルレイン同様に正妃によく似ており、まるでヴィルレインと瓜二つだという話だった。それを聞いたとき、セレスを身代わりにして、レーリルを罠にかける方法を思いついた。

　けれど、いくら姉弟で似ているとはいえ、男女の違いはある。ヴィルレインは自室にこもって数年間一歩も部屋から出ないようにして、セレスが違和感なく身代わりになれるようにした。多少見た目が違っても、セレスの姿を数年を経て成長したヴィルレイン本人だと思い込むだろうと思ったのだ。

　そのための下準備として、ジーム国の国王にも極秘に書簡を送り、実姉であるセレスを妻に欲しいと願い出た。勿論、妻という名目のもと、彼女を実母に合わせたいだの家族として暮らしたいだの、表向きはセレスのためを思うがゆえだとしたため、セレスが年頃になっても嫁に行かせないように手を回しておいた。

　そしてセレスを嫁にとり──数年越しの計画は動き出す。

　計画はいくつかあった。表舞台にセレスを立たせれば、レーリルはこれまで通り暗殺を企てるだろう。セレスが暗殺され、それがレーリルの仕業である証拠を偽造する。レーリルはそのころにはヴィルレインが死んだものだと油断しているだろうから、証拠をでっちあげることなど造作もないだろう。

　そこで、実は死んだのは影武者だったと公表し、兄の恐ろしい殺人計画を明るみにする。もとより悪評の高い「漆黒王子」は国王や国民の反感を買い、王族殺人未遂の重罪も負い、失脚するだろう。

　または、セレスを身代わりにしてレーリルの目を逸らし、自由な自分がレーリルを殺すことに専念する。レーリル殺害こそ当初の最大の目的でもあり、そのために多くの暗殺者を送り込んだが、こちらは失敗に終わった。

　しかし、計画を実行しはじめると、予想外のことが起きた。

　セレスが王子として立派に振舞い、王位継承権第一位であることを周囲に見せつけたのだ。中立を保っていたジグザスまでをも味方に引き入れ、次期国王の座を確実なものにした。

　また、ヴィルレインが思っていたより遥かに、自分とセレスの見目が似ていたので、新たに考えついたのが、セレスとヴィルレインが再び入れ替わることだった。不要になったセレスは、復讐に利用するために殺害する。そして、当然のことながらレーリルにも消えてもらう。そうなれば、ヴィルレインが王位につくことは確定となる。

　廊下の隅に控える後宮の女たちの間を通り抜け、正妃が横たわっている寝室に辿りつく。成人となる二十歳を過ぎたら、もうヴィルレインは後宮へ足を踏み入れることが出来なくなるが、実際はそれより早く、正妃に会うことは叶わなくなるだろう。

　ヴィルレインは人払いをすると、正妃が横たわっているベッドに近づき、やつれた女の哀れな顔を覗き込む。

「もうすぐですよ、母上。私が国王になるんです」

　正妃の侍女に命じて、毎日微量の毒を食事に混入させ続けた結果、正妃の命は今や風前の灯だ。ヴィルレインの出生の秘密を知るのは、レーリルだけではない。この女の口も封じる必要がある。そして何より、ヴィルレインの矜持として、自分を貶めたこの女をこのまま野放しにしておくことは許しがたかった。

　ふと、正妃が重たげに瞼をあげた。焦点の合わない視線をただ彷徨わせる姿は、何かを探しているようでもあった。正妃はもう、言葉を話すことも出来ない状態になっている。どれくらいで死ぬかはわからないが、このまま毒を服用し続ければ、そう長い時間はかからないだろう。

　ヴィルレインは、にやりと笑う。

「母上、あなたがもっとも愛した娘。セレス姫は、死にましたよ」

　レーリルとセレスの暗殺を命じた者たちから彼らを殺したと報告を受けたのは、つい先ほどだった。奴隷制度が認められている他国へ連れ去り、そのまま奴隷として売り払い死よりも辛い思いをさせてやろうかと思ったが、ジーム国の国境付近で二人が逃亡、すぐに探し出して殺害したという。

　後宮へは、この事実を知らせにきた。

　正妃が目をかけていたレーリルも死んだことを教えてやろうと思ったが、正妃が突如劈くような悲鳴をあげたので、言葉を飲み込む。会話はできなくても、こちらの言うことは理解できているようだった。

　よほど、セレスの死が衝撃だったのだろう。母国にいたころ、本気で愛した男との間にできた子どもだというのだから。

　何事かと駆けつけてきた侍女たちが、正妃の様子を見て慌てて侍医を呼びにいく。その様子を悠然と眺めたのち、ヴィルレインは正妃の寝室を出る。

　もう、会うことはないだろう。

（さようなら、売女）

　嘲笑を残して後宮を去ったヴィルレインは、一度も正妃を振り返りはしなかった。





※　※　※






　正妃が死んだと報告を受けたのは、それから二週間近くが過ぎたころだった。

「本当ですか？」

「ええ、確かですよ。ついに目標の一つが叶いましたねぇ」

　微笑むカイルに、ヴィルレインはにやりと笑みを浮かべる。すべてを知っているカイルの前では、自分の素顔を隠しはしない。

「父上はさぞ悲しんでおられるでしょうね。お会いしてきます」

「陛下に？　では、王位継承の件もお話になられるので？」

「うん。レーリルは行方不明です。誰も行方は知らないし、たとえ事故や事件に巻き込まれたのだとしても、本人がいないのだから証言もできないでしょう。正妃が死んだ今こそ、父上より王位を確実に受け継ぐことができる」

　邪魔はいなくなった。

　もう誰も、ヴィルレインが王位につくことを拒めない。

　ヴィルレインは喪服に着替えると、颯爽と国王の元へ向かった。謁見の間ではなく、国王の自室にある応接室での謁見を許されたヴィルレインは、国王が座る椅子の正面に膝を折る。この部屋にくるのは久しぶりだった。国王の背後には衝立があり、右奥には寝室に続くドアがある。いつもなら侍従が傍に控えているはずだが、今日は姿が見えなかった。

　国王は、王と呼ぶには頼りない男だった。体躯が細く小柄で、緑がかった黒い髪と瞳をしている。国政にもほとんど携わらず、ここ数年は一部の腹心とレーリルに任せっきりだという話だった。

　国王は、ぼうっとした目で床を見つめていた。

　内心で嘲笑いながらも、ヴィルレインは正妃の死を悼む言葉を並べた。

「……そして、レーリル兄上もまた行方がわかりません。父上もさぞ不安でしょう。私も兄上を捜索しております。一日も早く、見つかりますよう全力を尽くす所存です」

　ヴィルレインは、ゆっくりと顔をあげる。

　国王を見つめて、本題を切り出した。

「父上。私は、王になるべく努力を惜しみませんでした。たしかに、途中挫折した時期もございます、部屋に閉じこもった自分を愚かであったと反省しております。ですが今、私は心を入れ替え──」

「ところで」

　国王が、ヴィルレインの言葉を遮った。訝しげに眉をひそめたヴィルレインに、国王の視線が向けられる。

　頼りない愚王だと思っていたけれど、国王の視線は力強く威厳に満ちていた。見つめられただけで背筋が伸びて、緊張から身体を強張らせる。

「は、はい。なんでしょう」

「そなたの妻は、どうしておる」

「……変わらずですが、それが何か」

　セレスはジーム国出身の姫ゆえに、姿を他者に見られるのを嫌う。そのように周囲の者には伝えてあった。よって、いくらでも不在は誤魔化せる。死んだと知られれば、たとえ自害であっても夫であるヴィルレインの責任となるため、真実は決して告げられない。セレスは生涯、部屋に閉じこもっていることにするつもりだった。

　しかし。

「ふむ。今月末に、ジーム国のミリィ姫、つまり、セレス姫の妹君が、リネトルア王都を訪れることとなった。その際には、ぜひ姉に会いたいということだ」

　さっ、と冷たいものを感じて、必死に思考を巡らせた。自害、事故、殺人、どんな理由にしても、セレスが死んだとは絶対に告げられない。

（ならば、セレスのほうから失踪したことにすればよいのでは）

　焦りが募り、何かいい策はないかと考えながらも、額を汗が滑って落ちる。

「どうした、ヴィルレイン」

「は、はい。……実は、セレス姫は現在、その、行方不明でして」

「……なんだと。なぜだ」

「それが、調べた結果わかったことなのですが、レーリル兄上と共に逃亡した可能性がございます」

　我ながらいい嘘だと己を褒めた。失踪するには理由がいるし、すでに殺した二人が失踪したことにするなど容易い。

「私も、心を痛めておりまして。父上に告げるかどうか、迷っておりました」

　国王の視線が、ヴィルレインから床にそれる。老いぼれのくせにやたら眼力の強い視線が外れて、胸中でほっと胸を撫で下ろす。

「そうか、残念だ」

「はい。私は、真に彼女を愛しておりました」

「だが、城内でセレス姫を見たという話は聞いていない」

「……は？」

「お前の部屋から一歩も出ていない、とも聞いているが、レーリルとセレス姫は、一体いつ頃に知り合ったのだろう」

「そ、それは」

　セレスを連れて城下に降りたことがあり、そのときレーリルに会った、というのはどうだろう。しかし、ヴィルレインはレーリルが何日頃に城下に降りたのか知らない。適当なことを言って、レーリルの秘書が違った証言をした場合、こちらの身が危うくなってしまう。

　緊張から生唾を飲み込んだとき。

「本当に、不思議ですね」

　国王の後ろにあった衝立から聞き覚えのある声が聞こえてきて、驚いて顔をあげた。姫、と呼ぶに相応しい薄い桃色のドレスをまとったセレスがそこにいた。

「なぜ、お前がここに。死んだんじゃなかったのかっ、どうして生きてるんだ！」

　叫んでから、はっと口を閉じた。慌てて弁解しようと国王を見るが、彼は無表情のまま、ただ床を見つめている。

　先に口を開いたのは、セレスだった。

「戻ってきたんですよ、事実を明るみにするために」

　露骨なため息が聞こえて、ヴィルレインの身体が小刻みに震える。国王の視線が再びヴィルレインに向いた。威厳に満ちた静かな双眸などではなく、先ほどよりも鋭く、威圧的な視線だった。

「お前が、レーリルとセレス姫を殺害しようとしたのは、まことか」

「そ、そんなこと致しません！　神に誓って！　証拠はあるんですか。私は、本当に兄上とセレスの安否を気にしていたのです！」

　懸命に弁解するヴィルレインは、ふと、視界の端で動くものが見えて、無意識にそちらに視線をやる。寝室に続くドアの前に、ジグザスが柔和な笑みを浮かべて立っていた。

「証拠ならあるよ」

　ジグザスは、手に持っていた書類の束を振ってみせた。

「兄上たちを探すと同時に、きみの身辺を調べたんだ。すべてが終わったと思って油断したね。……セレス姫があの日城下に降りたのは、突然のことだった。だから綿密な契約が必要な暗殺のプロは雇えなかった。ほかの暗殺に関しては計画をたててプロを雇ったみたいだから、僕が調べても秘密厳守の彼らは口を割らなかった。でも、あの日に三流の殺し屋を雇ったのは、詰めが甘かったね」

「ち、違う。僕はそんなやつら知らない！」

「……正妃も暗殺しようとした。きみが脅していた侍女から全部聞いて、彼女を脅すために捕らえていた彼女の母親も保護したよ。正妃に盛っていた毒薬も証拠品として押収してあるし、少し時間がかかったけど入手先も特定済。最終的に、ヴィルレイン王子の手に渡っていることも判明した。特殊な毒だから、誤魔化しはきかないから」

　身体から血の気が引いていく。

　目の前がぐらぐらと揺れた。

「ちなみに、さっきレーリル兄上たちを殺そうとした殺し屋を知らないって言ったけど。殺し屋は僕の方で捕えて真実を吐かせた。その上で、きみに嘘の報告をさせたんだ。兄上たちを殺した、ってね。確かに殺し屋を雇ってレーリル兄上たちを殺すように命じたのは、別の男爵貴族だった。その男爵も、問い詰めると簡単に口を割ったよ。ヴィルレイン王子に脅された、ってね」

「ち、違う！　脅していない。男爵は向こうから手を貸すと言ってきたんだ！」

「事実なんてどうでもいいんだよ。きみは男爵からも見捨てられたんだ。ついていく価値がない、そう判断されたんだよ」

　ジグザスの言葉が、頭のなかで揺れた。

　聞きたくない。これ以上は、何も。

「皆が簡単に口を割ったのは、きみの器が小さいせいだ。正妃も存命で侍医たちが解毒に当たってる。兄上が消え、正妃が亡くなったと知れば、浅はかなきみはすぐに父上のもとを訪れ、自分が王になると名乗り出ると思ったんだ。正解だったね」

　え、と小さく呟いた。

　大きな震えを感じながらも、ゆっくりと、ゆっくりと、後ろを振り返る。

　廊下に通じるドアが開いていて、カイルがヴィルレインを見下ろしていた。

「あの女が死んだと言ったのは、カイル、お前のはず──」

　カイルは肩をすくめて、苦笑を浮かべた。

「すみません、殿下。私、以前にも言いましたけど王位とかどうでもいいんですよねぇ。でも、あなたが相応しくないことくらい、私にもわかりますよ」

「愚かだな、ヴィルレイン」

　低い、腹の底に響くようなその声を聞くのは、何年振りだろうか。

　カイルの隣に現れた長身の漆黒王子に、ヴィルレインはぎりっと歯を食いしばった。

「お前が……何もかも、お前が裏で糸を引いてたんだな！」

　レーリルは眉一つ動かさず、無表情のまま口をひらいた。

「お前に、父上の血が流れていないことは、父上自身承知なさっていた」

「……え」

　咄嗟に国王を振り返ろうとしたが、レーリルの視線に圧倒され、強張る身体は言うことを聞かない。

　ヴィルレインはただその場で、レーリルの言葉を聞く。

「それを受け止め、どう王子として振る舞い、民を導くか。それを、父上は試しておられた」

　ふと、レーリルはヴィルレインの背後に視線をやる。視線の高さからして、国王を見たわけではない。恐らく、セレスを見たのだろう。

　レーリルはすぐにヴィルレインへ視線を戻した。

「血は関係ない。王座は民を導くためにあるものであり、民を牛耳るためのものではない。血筋ではなく、お前自身の資質を問われたのだ。そしてお前は、民を導く者には相応しくなかった」

「……私は、私は、王子だ。王子でなければならないんだ！」

「ヴィルレイン様の気持ちは、痛いほどよくわかります」

　そう言いながら足音が近づいてきて、セレスがヴィルレインの目の前に屈みこむ。淡い金髪を持つ自分と同じ顔。紫色の瞳には、自分の顔が映っている。その顔は哀れなほどに醜く、歪んでいる。

「私は、王女ではない自分には価値がないと思っていました。王女としての役目を全うするために、私は王女として処遇されてきたのだから。皆から、失望されるのが怖かったんです」

「……セレス。私は」

「けれど、あなたは道を踏み外した。王子としてではなく、自分自身の欲望や矜持を優先しすぎて、してはいけないことをしたんです」

　セレスは視線を落として立ち上がると、すっと身を引いた。

　咄嗟に、ヴィルレインは手を伸ばした。

「セレス、待って。私は、ただ──」

　レーリルがセレスを後ろへ押しやって、自らがヴィルレインの前に立つ。緑がかった黒い瞳が、ヴィルレインを見下ろした。

「ヴィルレイン。リネトルア国国王、フィガロ・ジル・リネトルア国王の代弁者として、お前の王子としての身分をはく奪し、生涯、辺境地での幽閉を命じる。今後一切、王都に足を踏み入れることは許さない」

　ヴィルレインは、床に倒れ込んだ。




　喉から絞り出された声は皺がれており、死ぬ間際に吠えた狼の雄叫びのようでもあった。








第八章　驚くほど破廉恥な初夜を迎える≪前編≫









　セレスは、リネトルア国国王が与えてくれた賓客室にいた。ヴィルレインは、地下にある王族専用の牢獄に捕らえられ、現在は王族の身分剥奪の手続きが行われている。複雑な手続きが必要なため、牢獄に入ってからすでに一週間が経過していた。

　ヴィルレインの身分剥奪及び王都追放が決まったことは、あっという間に王城を駆け巡り、貴族らを震撼させ、城下で暮らす民たちをも驚かせた。

　ここしばらく積極的に国政に参加していたヴィルレインは、彼自身が人気とりのために雇った有能な影武者だった、という噂が流れた。事実を確かめるすべはなく噂の域を出ないが、結局本物のヴィルレインは「引きこもりを続けたうえに王族暗殺を企んだ」愚かな王子として消えていくだろう。

　レーリルの王位継承は確定した。それまでヴィルレイン派と公言していた貴族らもこぞってレーリルにゴマを擦り、ジグザスもまたレーリルへ忠誠を誓った。

　これにて、長らく対立していた王子同士の王位争いは決着した。

　セレスは、ソファに深く凭れたままため息をついた。

　ヴィルレインが王族から追放されることが決定した今、これまでの事例からすると、セレスはジーム国へ送り返されることになるだろう。レーリルとは諸々の仕事に追われて会えていないが、国王自身がセレスの立場を不利にはしないと約束してくれたので、都合が整うまで貴賓室にて暮らすこととなった。

　カイルが、セレスに紅茶を差し出した。湯気が立ち上がる紅茶からは、ふんわりと濃い果実の香りがする。

「いい匂いですね。これは、なんの香りですか」

「無花果の紅茶です。以前にご一緒させて頂いた菓子屋に売ってたんですよ」

　香りを楽しんだあと、ひと口飲んだ。香りほど濃厚な味ではなく、すっと鼻に抜ける優しい風味に微笑んだ。

　セレスは紅茶を受け皿に戻して、カイルを見た。

「よかったんですか、ヴィルレイン様を裏切って」

「構いませんよ、あなたからもっと魅力的な褒美を戴くことになりましたし、私が王子に命じられて行ってきた罪状も無きことにして頂きました。そもそも、あんな立場が不安定な方より、あなたに仕えるほうが余程いい。精々、甘い汁を吸わせてください」

　カイルには、これからもセレスに仕えてもらうことになった。祖国に戻ったら、父王に、セレスを王族から貴族への身分格下げを願うつもりでいる。それによってある程度の力の制限はされるものの、少しの領土と自由を得ることができるだろう。

　夫が重罪を起こして出戻りした王女などどのみち扱いに困るだろうから、父王は受け入れてくれるはずだ。

「それにしても姫様、随分と変わられましたね」

　しみじみと呟かれた言葉に、弾かれるように顔をあげる。カイルは、一人でうんうんと頷いた。

「初めてお会いしたときは、感情の起伏がない方だと思いましたけど。なんというか、今は女性らしさを感じます」

「はぁ、つまり最初の私は女ではなかった、と」

「いや、そうじゃなくてですね。人間味が出てきたようで、よかったですね、って話です」

　セレスは目を伏せて、じっと紅茶を眺めた。

　短い間だったけれど、リネトルア国での生活は楽しかった。王女として、妻として、ヴィルレインの役に立とうと思っていたのは確かだけれど、身代わり王子として国政に携わる日々にやりがいを覚えていたことも事実だ。

（まるで、夢のような日々だった）

　今では、ただそう思う。

　ふいにドアを叩く音がして顔をあげる。

　貴賓室にいるセレスに会いにくる者など珍しい。カイルと視線を合わせたのち、「どうぞ」と返事をする。

　ドアが開いて、漆黒の燕尾服姿のレーリルが現れた。小脇にはなぜか真紅の薔薇の花束を抱えている。花束は両手で抱えるものであって、小脇に抱えるものではないのだが。

　慌てて立ち上がって礼を取るセレスの前に大股で歩み寄ってきたレーリルは、無表情のままセレスに向かって花束を差し出した。

「受け取れ」

「え、私に、ですか」

「他に誰がいる」

「あ、ありがとうございます。綺麗ですね」

　両手で受け取って、そっと香りを堪能した。心なしか、祖国で見かけた赤薔薇よりも濃い赤色をしている気がした。

「わぁ、レーリル王子が『セレス』を持つと、血みたいですね。悪人だなぁ」

　カイルの呟きに、レーリルがぴたりと動きを止める。セレスはカイルを振り返った。

「『セレス』、ってこの薔薇の名前ですか」

「ええ。昔、『セレス』という美しい貴族令嬢が不治の病で亡くなったのち、その父親が全財産をつぎ込んでその不治の病の特効薬を作り上げたんです。その後、彼が死したのち、特効薬で助かった者たちが父娘の墓標に薔薇の花を植えまして。それがこの『セレス』です。病から救われた者に植木屋がいましてね、彼が品種改良したそうですよ。この季節にだけ咲く薔薇で、屋上庭園のアーチの一部にも使われます」

「そうなんですね」

「この薔薇を庭に植えたり部屋に飾ったりすると、病にかからないって言われてるんです。縁起のいい薔薇なんですよ。早速飾りましょう」

　カイルがセレスから薔薇の花束を受け取ったとき、こほん、と露骨な咳払いが聞こえて、カイルとセレスが、レーリルを振り返る。

「話があるんだ」

　神妙な顔で言うレーリルに、セレスは首を傾げた。

「なんでしょうか」

「改めて、結婚の申し込みにきた。セレス姫、俺の伴侶になってほしい」

　レーリルの無表情が僅かに強張っているのは、緊張しているからだろう。それが伝わってきて、セレスもまた静かに身体が固まるのを感じた。

　沈黙が続いてレーリルの眉がひそめられたとき、セレスは我に返った。茫然自失になっていた自分に気づき、そしてレーリルの言葉の意味を理解して、頬が朱に染まる。

「あ、あの。わ、私が妻になったら、ご迷惑、では」

　セレスの返事に、レーリルは激しく顔をしかめ、不機嫌そうに告げた。

「お前が嫌だと言ってももう決めた。父王にも許可を貰ったし、お前の祖国にも通達した。リネトルア国からの嘆願となればジーム国も断れまい。元々セレスは『リネトルア国次期国王』の元へ嫁いできたのだから、俺が王になると決まった今、俺の妻になっても問題ないだろう」

　すでに根回しは済んでいるようで、セレスはこぼれんばかりに目を見張る。

　つまり、セレスが遠慮したり申し訳なく思ったりする必要は何一つなく、レーリルの妻になれるということだ。

「ああ、なるほど。ジーム国の姫を娶ることで、地位を確固たるものにしようということですね」

　カイルが、セレスの隣で頷く。

「確固たるものに？　ですが、私はヴィルレイン様の妻だった者ですよ」

「ジーム国の第一王女に変わりないですよ。ジーム国は従国の中でも特に裕福で国自体の質や権力も高い。今後のことを思えば、後ろ盾のないレーリル殿下にとってこれ以上ない強い味方でしょう」

　そう言われると、納得できる。セレス自身に価値はないけれどジーム国の後ろ盾を得ることが出来れば、大きな権力となるだろう。

「ま、待て。違う！」

　なるほど、と考えたセレスにレーリルが慌てたように言う。セレスとの距離を詰めると、両肩に手を置き、セレスの紫色の瞳を見つめた。

「俺は、セレスを、あ、あ、愛して、いる、から。だから、妻に、したい。……好きなんだ」

　ほんのり目元を赤くしたレーリルは、言葉を詰まらせながらも、はっきりとセレスに気持ちを伝えた。城下でさらわれて二人で戻る途中、繰り返し告げられてきた言葉だ。疑っていたわけではないし信じていたけれど、レーリルの妻になるなど簡単にできないことも知っているセレスは自分を妻にすると告げてくれた彼の言葉だけで充分嬉しかった。

　なのに、レーリルはそれを現実にしようとしてくれた。確かに強固な後ろ盾を得るだろうが、弟の妻であったセレスを娶り直すとなると、かなり面倒な手続きと大勢の人を納得させなければならないだろう。反発もあるはずだ。

　胸が暖かくなって、込み上げてくる喜びに涙がこぼれそうになった。

　真摯な言葉をくれるレーリルが愛しくて、セレスもまた、本音を言う。

「嬉しいです。私も、愛しています。傍にいさせてください」

　レーリルの目が嬉しそうに細められたとき、ふいに背後でカイルが噴き出した。「漆黒王子が、どもりながら愛の告白って……ぷぷぷ」などと肩を震わせている。そんな彼は、レーリルの「失せろ」という低い声音に肩をすくめ、笑いを噛み殺しながら早々と退室した。

　沈黙が降りて、セレスは気まずさを誤魔化すように無理やり笑みを作った。

「あの、本当に嬉しいです」

「……そんなにおかしいか。俺が、その、愛を告げると」

「おかしくないですよ！　こんなに真剣に私のことを思ってくださるなんて。王女として育ったからには、恋愛なんてするべきじゃないって思ってました。でも、レーリル様とお会いできたことは、私の今生で一番の幸福です」

「セレス……俺は近々王位につくことになった。父王が退位して、ジグザスの母である王妃と共に正妃の看病に専念するそうだ」

「レーリル様が、国王に」

「ああ。その暁には、俺の正妃になってくれ」

　え、と思わず呟く。

「王妃じゃなくて、正妃、ですか」

　正妃は王の妻で最高位に位置する者だ。王妃は複数娶ることができるが、正妃はたった一人、唯一の存在である。

「そうだ、俺はお前以外娶らない。もし子が出来なければ養子をとる。王は必ずしも血で決まるわけではない、からな」

　レーリルは両手を伸ばし、大きな手で壊れ物を扱うかのようにセレスを抱きしめた。久しぶりに触れたレーリルのぬくもりに、セレスは自分から身を寄せた。燕尾服越しでもわかる、硬く大きな胸に頬を押しつける。

「レーリル様、愛しています。……嬉しいのに、この喜びをあなたに伝える方法がわかりません」

「……口づけをしてくれないか」

　照れたように紡がれた言葉に顔をあげた。頬を赤くしてそわそわとしているレーリルを見て、セレスもまた頬を赤くする。

　そっと背伸びをして、レーリルの顔へ自らの顔を近づけた。唇が触れようとした、そのとき。

　激しい音をたてて、ドアが開く。

「待ったぁ！」

　そう告げて飛び込んできたのは、『セレス』の花束を抱えたジグザスだった。優雅な彼からは想像もつかない、決死の形相をしている。

「そこでカイルから聞いたんだ。兄上、ずるいです。セレスは僕が娶るんだ。それを抜け駆けするように、父上までこっそり説得するなんて」

　ジグザスはきびきびとした動作で歩み寄ってくると、花束をセレスに差し出した。

「しかも、『セレス』まで被るなんて。でも、セレス。きみを本気で愛してるんだ。僕の妻になってほしい」

　唖然とするセレスに、ジグザスはぐいぐいと花束を押しつける。咄嗟に受け取ったセレスは、ジグザスに抱きしめられた。

「愛してるセレス。僕、きみを幸せにするから」

「……ふざけるな」

「兄上はどうぞ、他国の姫を存分に娶ってください。王位についたら後宮をもてますし、娶り放題ですよ」

「セレスは俺の妻になることが決まっている。ややこしくなるから、お前は出てくるな！」

　セレスは腕のなかの花束とジグザスを交互に見つめ、ふと、微笑んだ。

「ありがとうございます、ジグザス様。けれど、私、レーリル様の妻になろうと思います」

　自分を抱きしめるジグザスの腕をさりげなく解き、セレスからジグザスの胸に手を添えて、背伸びをする。そっと、頬に口づけをした。

「ジグザス様は、私の大切な友人です」

　口づけされた頬を抑えたジグザスは、ぽかんとしていた。嫌だったかな、と不安そうな視線を向けるセレスを見つめ返し、ジグザスは笑み崩れた。

「……セレス。うん……そうだね。ありがとう。僕、セレスの愛人で我慢する」

「友人と言ったんだ、言葉を捻じ曲げるな！」

　レーリルは不機嫌を隠そうともせずに怒鳴ると、セレスの腰をさらって抱き寄せた。離さないというように、強く、ひらすら強く。

　不満たらたらのジグザスと兄弟らしい口論をする二人を見守りながら、セレスは微笑む。

（これからも、ここに……レーリル様の傍にいられるんですね）

　不貞の子として生まれながらもジーム国国王の子として養女になり、ヴィルレインの妻としてリネトルア国に嫁ぎ、身代わり王子として膨大な知識を得ることが出来た上に国政にも携われて、心から愛する男性も出来た。さらに、その男性の正式な妻になれるという。

　こんなに満ち足りた人生を送れるなんて、セレスは恵まれすぎている。

　セレスは自身の幸福を噛みしめながら、腰に回されたレーリルの腕に、そっと自らの手を添えた。





※　※　※






　ベッドに倒れ込んだセレスは、寝間着姿だった。薄い下着同然のドレスは肌が透けて見えており、寝ころんだ拍子に裾がめくれてふくらはぎが露わになるけれど、気にならない。気にしなければならないのはわかっているのだが、もはやどうでもいいくらい疲れ果てていた。

　レーリルの戴冠式ののち、セレスもまた彼の正妃となり、正式な伴侶となった。王妃と違い正妃を娶るには諸々の手続きと儀式が必要だったので、セレスはあちこち動き回るはめになった。しかも、レーリルが今後一切妻を娶らないという宣言をしたために、身内を王妃の座につけようと目論んでいた貴族や、密かに王妃の身分を望んでいた令嬢たちから命を狙わ続けて、それを交わすために気も抜けない。

　大抵の刺客や毒物はカイルが気づいて排除してくれるが、直接窓から暴漢が入ってきて襲い掛かられたときには、セレス自身も帯刀していた剣で応戦した。

（……この国にいる限り、暗殺は日常茶飯事なんですね）

　それを知っていれば、ヴィルレインの「王座につけば暗殺をされなくて済む」という言葉の矛盾にも気づけたはずだった。王位を狙う輩など大勢いるのだから、王になったらなったで暗殺は繰り返されるだろう。

　暖炉の炭が跳ねる音を聞きながら、セレスはため息をつく。

「ちょっとセレス様、大丈夫ですか。ほら、裾がめくれてますよ。大雑把すぎです」

　カイルがめくれた裾を直してくれたので、ありがとうございます、と礼を言っておく。カイルはベッド脇に乗り上げるとそのままセレスの身体に跨って、腰を揉んでくれる。

「確かに今日は疲れましたねぇ。結婚の手続きや儀式、届いた祝いの確認、他国の賓客を中心に、おもだった権力者に対する挨拶などなど。それが戴冠式と同じ日に行われたんですから、レーリル陛下もきっとボロボロですよ」

「そうですよね、今日はゆっくり休んでもらわないと」

「何を言ってるんです、あなたが癒して差し上げるんですよ。今日は初夜じゃないですか、頑張ってください。子ども、バンバン産んじゃってくださいよ」

「……さすがに、疲労困憊の状態じゃ無理じゃないですか。レーリル様も、お疲れでしょう」

「疲れてるから、勃つんじゃないですか。疲れたときほど絶倫なんです、これ常識ですよ」

「え、そうなんですか。……知らなかった」

「おや、女性は違うんですか」

「疲れたら、潔く寝たいです」

「眠らないでくださいよ、お願いですから。いいですか、暗くしておけば色々わからないので大丈夫です」

「……貧相ですみません」

「一応控えの間で待機してますから、何かあったら大声をあげてくださいね。あと、気持ちいいときはちゃんと陛下にお伝えするんですよ。あの人きっとむっつりスケベの変態だから、あなたの痴態を見て悦ぶと思うんです」

　むっつりスケベの変態、と心の中でなんとなく繰り返したとき、寝室のドアが開いてレーリルが入ってきた。ここは国王夫妻のために用意された部屋なので、堂々と入ってくるのはレーリルしかいないのだが、セレスはなぜか驚き、身体が緊張で固まるのを感じた。

（そっか、初夜、なんですね）

　改めて考えると、カイルの言うようにとても重要なことのように思えた。

　ヴィルレインのもとに嫁ぐときはただ王女としての使命を全うしようとしか思っていなかったけれど、今はなんというか、女として、胸の高鳴りまでも覚えている自分がいる。

　レーリルはベッドで寝ころんで腰を揉まれているセレスを見て、激しく眉をひそめた。

　そんな新国王の態度を見たカイルは、慌ててベッドから降りると一礼し、そのまま寝室から出て行ってしまった。

　急に心細くなると同時に激しい緊張に襲われて、セレスもまた身体を起こす。自分でもなぜかはよくわからないが、ベッドの上で正座した。

「お、お疲れでしょう」

「……ああ、まぁ。それよりも、侍女を置くか」

「はい？」

「お前の身の周りの世話をする者が必要だろう」

「カイルがいるから大丈夫ですよ。それに、大概のことは自分でできますし」

「…………そうか」

　渋い表情で唸られて、セレスは彼の意にそぐわない返事をしてしまったのではないか、と焦った。慌てて言葉を紡ぐ。

「あ、あの、でも、外聞がよくないですね。正妃にしてくださったのに、傍に男を一人だけ置くのはさすがに……追加で、侍従をつけていただけると、有り難──」

　おもむろに手が伸びてきて、セレスの手首を掴んだ。空気を通して伝わってくる怒気に、息を呑む。自分は、間違った補足をしてしまったのかもしれない。正妃としての正しい振舞いをレーリルは求めているはずだ、なのに、何を失敗してしまったのだろう。

「お前は、カイルを男だと思ってるのか」

「え……えっ、カイルって女の人なんですかっ！」

「そういう意味ではないっ。お前があいつを、男として認識しているのかと言ってるんだ」

「カイルは、男性……です、よね？」

　背も高く、胸もない。見目もそれなりに男前で、剣術の腕も確かだ。もう一度考えて、頷く。

「男性だと思います。私にはそう見えます」

「……では、あれか。カイルと、その、口づけをしたり……するのか」

　問われた意味が理解できなかった。いや、理解はできていた。けれど、認識して意味を理解するのに時間を要したのだ。

　そしてややのち、カッと頭のなかが真っ赤になり、レーリルに向かって枕を投げつけた。

　込み上げてくる激情に耐えかねての、行動だった。

　顔面で枕を受け止めたレーリルは、掴んだ腕を放して咄嗟に枕を抱える。

「セレ──」

「あ、あんまりです」

　初夜なのに。

　やっと夫婦になれたのに。

　レーリルは、セレスがカイルと密通しているのではないかと疑っているのだ。

　確かに傍にはカイルを置いていたし、これからも傍に置く。けれど、暗殺が日常的に起こるリネトルア国内で、セレスがほかに心許せる者がいないことも、レーリルは知っているはずなのに。

　肩を掴まれて、そのままベッドに押し倒された。怒らせてしまった、と焦るセレスの身体を、大きな腕が包み込む。背中に回された手が、強くセレスの身体を抱きしめた。

「泣かせないと誓ったのに、俺はお前を泣かせてばかりいる」

「……泣いてません」

　セレスもまた、レーリルの背中に手を回して同じくらい強く抱しめた。レーリルはさらに手に力を込めてセレスを抱きしめるので、細いセレスの身体は壊れそうに軋む。

「悪かった。酷いことを言ってしまった」

　後悔の滲んだ声音に、セレスは息をつめる。

　必死になって、首を横に振った。

「いいえ、違います。私が、いけないんです。すみません、お怪我はないですか。大切なお身体に、失礼なことをしてしまいました。なんとお詫びすればいいか。私、ちゃんと正妃として振る舞うよう努力します。侍女も傍に置いて、レーリル様の恥にならないよう努めます。だから──」

　だから嫌わないでほしい、と言おうとしたセレスの頭を、レーリルの暖かな手が優しく撫でる。やんわりとセレスの言葉を遮った。

「違う、セレスは悪くない。俺が考えなしに馬鹿なことを口走って、セレスを傷つけた。俺が無理矢理犯した挙句、強引に妻にしておいて……セレスにとって、この国は完全な異国であり、身内も知り合いも友人も……信用のおける者がいない。その上で、俺の傍に残ると決めてくれたのに」

「……レーリル様」

「正妃としての振舞いは、ある程度でいい。完璧を求めていないし、必要もない。侍従もしばらくはカイルだけでいい。慣れたころに、信用のおける者をセレス自ら選べ」

　レーリルは顔をあげると、セレスをすぐ近くから見下ろした。

「……退路を断ち、俺以外を選べないようにした。しかも、俺が我慢できなかったというのもあるが、婚礼前に肌を合わせてしまった。……既成事実を作れば、お前は俺から逃げられないと思ったんだ。そんな汚い目論見を、お前に見抜かれて、嫌われてしまうのではないかと……焦っていた、気持ちがあった」

　え、と小さく呟いた。

　確かに責任を取るとは言っていたけれど、そんな魂胆まであったなんて。しかもレーリルはそのことを申し訳なく思っていて、セレス同様、嫌われるのを恐れている。漆黒王子と呼ばれ、周囲から畏怖される存在であるリネトルア国の元第一王子が。

（すごく求められている……どうしよう、嬉しすぎておかしくなりそう、です）

　こんなに愛されるのは初めてで、どういう態度を取っていいかわからずに、セレスはレーリルに組み敷かれたまま頬を染めた。

「……なぜ照れる」

「だ、だって……嬉しいじゃないですか」

「俺みたいな男は、気持ち悪くないか」

「えっ、どうしてですか。レーリル様に愛されて、こんなに幸せなのに」

　頬を赤くしたまま囁くように言うと、レーリルは軽く目を見張って、気まずそうに視線を反らした。

「我ながらお前に執着しすぎていると思う。しかし、止めるつもりもない。俺はセレスを手放す気はないし、他に妻も娶らない。勿論、他の女と性交自体しない。……お前がもし俺以外の男に心を許したら、そいつを惨たらしく殺す」

「私、すごく愛されてます。愛されてますよね！　ど、どうしよう。こんなの初めてなんです。私も、あの、愛しています。……ずっとずっと、レーリル様だけを愛しています」

　自分の気持ちを伝えたくて、しどろもどろになりながも本音を言う。レーリルは嬉しそうに破顔したのち、苦笑した。

「本当に俺が気持ち悪くないか」

「……その『気持ち悪い』の意味がよくわからないんですが」

「ならば、知る必要はない。ただ俺を愛せばいい」

　後半の言葉は囁きに近く、柔らかく熱い唇が重なり合う。口づけは徐々に激しくなり、静まり返った寝室にくちゅ、ぴちゃ、という水音が響く。

　お互いに荒い息をつきながら顔を離したころには、熱情に瞳が揺れていた。

「できれば、その姿は俺の前だけにしてくれ」

「この姿？」

「ああ。その寝間着だ。男を誘う、いやらしい恰好をしている」

　べろりと首筋を舐められて、ひっ、と声が漏れた。

「そ、そんなつもりは」

「カイルも男だ、お前に欲情しないとは限らないだろう」

　そんなことはありえないと言い切れるが、レーリルのなかでセレスの存在は随分と美化されているようだった。すぐに幻滅されるのではないかと不安を覚えつつも身体を這い始めたレーリルの手に自らの手を添え、さりげなくその先に進むのを拒んだ。

「あの、お風呂で身体を清めてきます。実はさっき戻ったばかりで、まだ清めてなくて」

「……風呂か。そういえば俺もまだだな。ならば、一緒に入ろう」

　一緒にとはどういう意味だ、と思った瞬間にふわりと浮遊感を感じて、抱き上げられたのを知る。咄嗟にレーリルの首筋にしがみつくと、彼はそのまま風呂場へ直行した。

「あの……その」

「心配するな。王族の居住区には、直接温泉が引いてある。蛇口をひねれば、いつでも湯が出る仕組みになっているから、侍従を呼ぶこともない」

「それは、はい。知ってますけど」

　ヴィルレインの妻として嫁いできた日は色々なことに胸を痛めていたために、当然のように風呂を使っていたが、ここはジーム国と違い、下水処理や地下水は勿論、湯をふんだんに使う習慣も余裕もない。それでも王族の居住区だけは一年中湯が使えるようになっており、近くの温泉を直接引いているという話だった。

「あの……お風呂、一緒に入るんですか」

「ああ。身体中を洗ってやる」

「えっ、や、あの、自分でできます」

「ならば、俺の身体を洗ってくれ。いやらしく、念入りにな」

　セレスを脱衣所に下ろし、レーリルは風呂場内のランプに火を灯していく。風呂場が昼間のように明るくなると、風呂に湯を張るために蛇口をひねった。勢いよく出てくる温水が、風呂に溜まっていく音がする。

　すぐに戻ってきたレーリルは、セレスの寝間着に手をかけた。

「脱がしてやる」

「えっ、あ、自分で脱ぎます」

「俺にやらせろ」

　なぜか、にやにやと嬉しそうだ。その笑みさえ、見方によっては邪悪に見えてしまうから、もしかしたら笑い下手なのかもしれない。

　レーリルは、セレスが纏っていた寝着の薄いドレスの胸元に手を伸ばすと、結んであった紐を解いた。丸見えになった胸元をじっくり眺めたのち、右手で乳房を覆うようにセレスの身体を掴むと反転させ、首の下で結んであった紐も解く。

　胸を覆う手が、揉むでもなくただ当てられているだけなのが、妙に恥ずかしい。などと思っているとその手もすぐに離れて、支えを失ったドレスは、すとんと足元に落ちる。

　下着だけの姿になり、恥ずかしさからもぞもぞすると、レーリルに「動くな」と注意されてしまった。

　レーリルはセレスを再び前向きにして、正面で身を屈める。

　そして、セレスの肩にかかったシュミーズの紐を、ゆっくりと外し始めた。なぜか強引に胸元へ引っ張られ、レーリルの指がセレスの乳房の先端をかすめた。

（──っ）

　いきなりの刺激に身をすくめて、レーリルを睨みつける。

　視線を受けたレーリルは眉をひそめ、「なんだ」と不機嫌に口をひらいた。

「……いえ、なにも」

「脱がしてやってるんだ、嬉しそうな顔をしろ」

「無茶言わないでください、ただでさえ恥ずかしいんですから」

　シュミーズの裾を捲し上げられて、乳房が露わになる。半分脱いだその状態で、レーリルはまたじっと乳房を見つめてきた。なぜそこで手を止める、と睨むけれど、レーリルはひたすら乳房を見つめているので、気づかない。

　やがて、酷くゆっくりな動作でシュミーズが取り払われた。その際にも、乳房の先端を、レーリルの指先がかすめる。

（……絶対にわざとですね）

　でもそれを言うと、「なんのことだ」とか言われて「考えすぎだ」とか反論されそうなので、ぐっと堪えた。触りたいのなら堂々と触ればいいのに、どうしてこう、間違ってしまったかのように触れてくるのか。

（意地悪な触れ方が、好きなんですか）

　カイルの、レーリルは「むっつりスケベの変態」という言葉を思い出す。あのときはそうは思えなかったが、もしかしたらカイルの言葉は正しいのかもしれない。それともセレスが知らないだけで、情事の際に男は、皆こういう触れ方をするのだろうか。

　悶々と考えていると、レーリルの手が下肢へ移動する。下着の両端に指を入れ、ゆっくりと下ろし始め──薄い金の茂みが見えたところで、やはりというか、手を止める。やたらじっくりと観察されて、居たたまれない。

　恥ずかしさが奇妙な痺れを齎していることも、信じたくなかった。これで感じてしまったら、自分は「はしたない」を通りすぎて「変態」になってしまう気がしたから。

　下着を完全に脱がされて、生まれたままの姿をさらす。布で隠そうとしたがやんわりと止められたので、両手で胸を隠した。

　そんなセレスを見て、レーリルが低く笑う。

「な、なんですか」

「全裸になったときに人が真っ先に隠す場所は、異性に触れてほしい場所だ、という話を思い出した」

「はい？」

「……下世話な貴族から聞いたくだらん話題だったが、なるほどな。胸か。あとで可愛がってやる」

　なぜこの人は、こういうことを恥ずかしげもなく言えるのだろう。情事になるとやたら饒舌になるのは、男性特有の傾向なのか。他の男を知らないのでなんとも言えないけれど。

　ふいに胸を覆っていた腕を掴まれた。優しいけれど拒否を許さない強さで引かれ、そのままセレスの手はレーリルの胸元へ添えられる。

「ほら」

「……え？」

「脱がせろ」

「私が、ですか。は、恥ずかしくないですか？」

「興奮する」

　酷く真面目に言われて、セレスのほうが頬を染めた。なぜ自分の方が照れているのだろうか。そもそも、女はお淑やかであれというのが常識であり、それは床の中でも変わらないはずだ。

（娼婦を生業にしている者ならば別かもしれないですが、妻にも求める……のが、この国では当たり前なんでしょうか）

　セレスは、異国から嫁いできた身だ。ここ数ヶ月で様々な知識を得たが、閨に関しては調べていなかった。妻としての役目を全うするためにも、レーリルが望むように行動するべきなのかもしれない。

　そう思うと、なぜか吹っ切れた。

　恥ずかしさはあるけれど、やらなければという義務感さえ覚える。

「で、では失礼します」

　燕尾服の上着を脱がせて、皺にならないように籠に置く。タイを外し、シャツの袖の飾りを外す。普段のレーリルは余計な装飾を身につけないが、今日は戴冠式や結婚式もあり、やたら着飾っている。今日だけで何度か着替えたようだが、まだ装飾はたくさん身に着けてた。

　それらを一つずつ外し、やっとの思いで薄手のシャツとスラックスだけにする。

　それだけで酷く疲れたけれど、恥ずかしいのはここからだ。

　そっとシャツに手を伸ばして、釦を上から順番に外していく。シャツがはだけて、やたら引き締まった胸元が見えた。咄嗟に手を止めて、視線を反らす。

（そういえば、レーリル様の肌を見るのは、初めて……ですよね）

　これまでセレスが肌を見せることはあっても、レーリルは肌を見せたことがない。

「どうした」

「あ、いえ」

「……初めてなんだ」

　唐突に呟かれた言葉に、首を傾げる。どこか卑猥に微笑むレーリルと目が合った。

「肌を女に見せるのは初めてだ」

「え、えっと」

「立場上、いつ暗殺されるかわからないからな。これまで、服を脱いで事に及ぶことなどなかった」

　レーリルは笑みを深めて、セレスの胸元に触れた。その手は一瞬で離れたが、ごつごつした指の腹が、さっと乳房の突起をかすめる。

「っ」

「……こうして、触れたいと思ったのも初めてだ。情事は楽しむものではなく、性欲を処理するためだけのものだったからな」

　セレスは、きょとんとした。

（楽しむもの？）

　唐突に納得した。レーリルは今の状況を楽しんでいるのか。だから言葉も饒舌だし、やたら笑みを浮かべている。今のセレスは羞恥に耐えるのが精一杯で、楽しむ余裕などないけれど。でも、レーリルが楽しいと思ってくれるのなら、尚のこと頑張れる気がする。

　情事は愛を確かめ合う行為でもあると聞いたけれど、お互いに悦べば、それは楽しむことでもあり、結果として心も満たされる──気がする。

（なるほど、勉強になります）

　身体だけでなく、心も癒せる妻になりたい。

「だから、俺の『初めて』をお前の手で迎えたい」

「い、意味深な言い方しないで、ください」

「俺にとってはかなり重要なんだ」

　レーリルの言葉にセレスは動揺した。レーリルには大きな後ろ盾もなく、信用できる身内もいない。そんな状況で、ヴィルレインから何度も暗殺されそうになりながら王城で生きてきたのだから、疑心暗鬼になるのもわかる。けれどレーリルは屈せず、王子として民を導こうと心を砕き、懸命に国政に携わってきた。

　そんなレーリルが気を許す初めての相手に、セレスが選ばれた。

　そう思うと無性に嬉しくて、同時に恐れ多くて、なんだかこそばゆい。

「で、では、失礼します」

「ああ」

　釦の続きを外して、そっと身体を乗り出した。膝立ちになって、レーリルの身体を覆っているシャツを脱がせていく。

　引き締まった男性の逞しい体躯が露わになり、ごくりと生唾を飲み込んだ。鍛えているのは、剣術指南や乗馬をするためだろうか。それとも刺客の魔の手から逃れるために、鍛えざるを得なかったのだろうか。無理やりそんなことを考えようとした──けれど、目の前に晒された、綺麗な色をした乳首が気になって仕方がない。

　恥ずかしくないのだろうか。胸を露わにして。

「……セレス？」

「う、ううーん。なんだか、レーリル様のお気持ちが少しわかった気が……します」

「どういう──あ、おいっ」

　誘われるように、レーリルの胸元に口づけた。ちゅ、ちゅ、と音をたてて、以前にレーリルがしてくれたように、肌を唇で愛撫していく。

　そして、誘われるように乳首に口づけをした。

「──っ、セレスっ！」

　跳ねるように身体を震わせたレーリルに、セレスのほうが驚いた。頬をうっすらと染めて驚愕しているレーリルの表情を見て、セレスもまた頬を染める。

「す、すみません。気持ち悪かった、ですか。……はしたない、ですよね。その、無性に触れたくなってしまって」

「い、いや。問題ない──」

「じゃあ、もうちょっとだけ」

　恥ずかしいけれど、でも、もっと触れたい。

　セレスは、ちゅと乳首に吸いついた。

「ひっ」

　レーリルが咄嗟にセレスの頭を押しやったが、ほぼ同時に乳首がぷくっと存在を主張するのを口のなかで感じて、突起を強く吸った。

「待てっ、あっ」

　身体をのけ反らせるレーリルの肌が、しっとりと汗ばんでくる。セレスはレーリルの胸に頬を摺り寄せながら、そっと言った。

「乳首が硬くなってる、ってことは、感じて下さってるんですよね」

「……お前、あとで覚えていろ」

　あとで、という言葉の意味を考える前に、レーリルが催促する。

「続きだ。スラックスを脱がせろ」

「はい。じゃあ、えっと立ってもらっ──」

　立ってもらってもいいですか、と言おうとした言葉が、途中で途切れる。スラックスの股間部分を押し上げる膨らみに気づいてしまい、視線を反らした。

「……お前のせいだからな」

「えっ」

「お前はただでさえ、可愛いくていやらしいのに、俺の、その、身体に刺激を与えるから、こんなになったんだ」

「……すみません」

　私は可愛くないですよ、と思いながらも、潔く謝った。そもそも謝るべきことなのかもわからないが、セレスのせいだと言われてしまえば、申し訳なくなる。

　レーリルは膝立ちすると、セレスの手をスラックスのベルトに導いた。そして身を屈め、セレスの耳元で囁く。

「ほら、脱がせてくれるんだろう」

「……で、でも、あの」

　このまま脱げば、色々と見えてしまう。レーリルの上半身だけでなく、下半身も、セレスはほとんど見たことがない。性交に必要な一部分は、以前にじっくり見せてもらったけれど。

　促されるままに、震える手でベルトを外していく。

　身代わり王子としてとはいえ、燕尾服を着ていた日々があってよかった。おかげで着脱方法は理解している。

　ベルトを抜き取ってから、装飾品を外し、剣を固定するための金具も外していく。そして本当にあとはスラックスだけ、となったところで、大きく深呼吸をした。

　よし、と気合を入れて、スラックスの前部分の釦を外そうとする──けれど、どう頑張っても、股間の膨らみに手が当たってしまうことに気づいて手を止めた。

（……仕方ないですよね）

　レーリルが脱がせてほしいというのだから、彼の望みを叶えたい。

　セレスは思い切って、前部分の釦を外し始める。手のひらや指が撫でるように膨らみに当たり、その都度びくびくと熱い塊が震えた。

　釦を外して前を寛げ、スラックスを脱いでもらう──もとい、脱がせていく。すとん、と床に落ちたスラックスにほっとした瞬間、目の前に突き出されたソレを見て、唖然とした。

　やたら洒落た深緑色をしたパンツを押し上げている肉棒は、凶器なのではないかと思うほどに反り返っている。押し上げた先端の部分が濡れて変色し、深緑色をさらに深い色に変えていた。

「はっ、これは、かなり興奮するな」

　レーリルは熱のこもった声音で呟くと、吐息を漏らしながらセレスの手を下着に導いた。まさかと思ったけれど、レーリルは予想通りの言葉を告げる。

「次だ。……これで最後だ。脱がせてくれ」

　これを脱いだら、レーリルは全裸になる。夫婦なのだから、お互いに裸を見ることもあるだろう。だから別に、見るのは当然のことなのだ。

　なのに、初めて見るからだろうか、それともレーリルが興奮しているからだろうか。セレスも無性に恥ずかしくて、身体が火照ってくる。

　これで最後。

　わかっているけれど、恥ずかしさが勝って、戸惑ってしまう。

　そっと視線を反らして気持ちを落ち着けようとするセレスを見つめて、ふと、レーリルは微笑んだ。
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　ごくりと生唾を飲み込んで、ゆっくりと下着を下げていく。

　盛り上がった部分が引っかからないように、少しずらしながら、慎重に。けれど、ゆっくりすればそれだけ焦らしているような気もして、なるべく早く済まそうと、途中からは急いだ。

　完全に下着を下ろして、さっと視線を反らす。

　レーリルは何も言わずにそこにおり、何か声をかけてくれるのを待つけれど──沈黙が続いている。ただ、湯が風呂場に勢いよく注がれる音だけが響いた。

「あ、あの。お風呂、行きましょうか」

「……俺はお前の身体を見たいが、お前は見たくないのか」

　どこか拗ねたような声音に、よろよろと赤子のように風呂場へ向かおうとしたセレスは動きを止める。

「俺に触れたいと思ってくれたんだろう。なのに、身体は見たくないか。……やはり、嫌か」

「え、いや、あの……そういうわけじゃ。恥ずかしいので」

「本当か？」

　後ろから抱きしめられて、腰に硬く熱い肉棒が押し当てられる。

「俺は、どうすればいい」

　その声音は、拗ねたようでも、意地悪でもなければ、色っぽさを滲ませたわけでもない。ただひたすら、切ない響きが滲んでいた。

　咄嗟に肩越しに振り返ろうとしたとき、肩にレーリルの額が乗せられる。ぐりぐりと彼は甘えたように首筋に顔を擦りつけてきた。

「俺は、どうしたら許して貰える」

「あの、すみません。……できれば、もう少しわかりやすく言って貰えませんか。私、許すとか許さないとか、何も怒ってなんかいないですよ」

「だが、嫌なんだろう。以前も、見たくなさそうだった」

「え、っと。……その、男性の、アレのこと、ですか」

「ああ」

　やはりというか、いまいち話が見えない。

　なぜレーリルはセレスの許しを求め、男根をやたら見せてくるのか。以前も露骨に見せてきたが、恥ずかしかったのでやや拒絶した──気がする。

（……『許して貰える？』って言いました……よね）

　つまり、レーリルはセレスに対して罪を背負っていると思っている。思い当たるのは、初めて会ったときに凌辱されたことか。

（もしかして、私があのときのことをまだ恐怖していて、だから……アレを見たくない、と思っている、とか）

　凌辱されたときは辛くて悔しくて腹が立ったりもした。自分が王女であるという矜持だけで前に進んだ。そして相手がレーリルであるとわかり、あんなことをされて尚、惹かれる自分がいたから──あの過去さえ、今では貴重な出会いの瞬間だと思える。

　そっと、セレスは自分の右手の甲を撫でた。

　もし、本当にレーリルがセレスに対して負い目をもち、それを払拭できずにいるのなら──真面目な彼のことだから、生涯後悔し続けるのかもしれないが──少しでも心を軽くしてあげたい。

　改めて思えば「気持ち悪くないか」とも頻繁に聞かれた。セレスの反応をやたら気にしているような気もする。

　静かに、息を吐きだした。

　セレスは肩に置かれたレーリルの頭を優しく撫でて、そっと振り返ると口づけをした。濃厚な口づけではなく、優しく、啄むように唇を合わせる。

　レーリルの頭を抱えるように両手を添えて、セレスのほうから何度も口づけを繰り返して、顔を離した。

　緑を帯びた黒色の瞳を見つめ、そっと、セレスは言う。

「好きです」

「……俺も好きだ」

「あの……ここも、好きですよ」

　硬くて熱い塊に、手を伸ばす。戸惑いがちに触れると「嫌がっている」と思われてしまうかもしれないので、思い切って反り返った裏側に手のひら全部を添えるようにして、優しく触れた。

　レーリルの身体がびくりと震え、肉棒がさらに凶暴化したような気がした。凶器というより、飢えた獣のような印象さえ覚える。

「あっ、はっ……セレスっ」

　レーリルの呼吸が荒くなり、ふいに、強く抱きしめられた。裸で触れ合う肌の心地よさに驚きながらも、つつ、と肉棒の表面で手のひらを上下させて、幼子を撫でるように愛でた。

「見たくないわけじゃないです。ただ、恥ずかしくて……自分にはないものなので、そのつい。でも、レーリル様が許可してくださるのなら、こうして触りたいです」

　ゆるゆると撫で続けると、先端からこぼれた液体が手を濡らしていく。手のひらと肉棒の密着面がぬるぬるとして、滑りがよくなってきた。

「き、気持ち悪く、ないか」

「ないです。嬉しいです」

「……ん、そうか」

「私のせいで、こんな風に……？」

「ああ」

　レーリルがやんわりとセレスの手を遮り、甲に刻まれた痣を親指で撫でた。セレスは首を傾げる。

「……嫌、でしたか」

「違う。これ以上されると、先に果ててしまう」

「いいじゃないですか」

「駄目だ。……今日は全部ナカで出すと決めている」

「……そうなんですか。……え、全部？」

　何回するつもりなのだろう、と頬を赤く染めていると、レーリルに抱き上げられた。

「あっ、自分で歩けますっ！　重いですし、大切なレーリル様が腕を痛めたら大変ですっ」

「軽いから問題ない。危ないから、暴れるなよ」

　浴場に入ると、タイルの床に直接座り込む。その少し手前に、セレスも下ろされた。坐って向かい合う状態になり、そわそわと視線を彷徨わせる。

　手の届く範囲に、桶や布、石鹸が置いてあった。浴槽も近く、いつでも湯を汲める場所でもある。

　浴槽を覗き込めば、湯は半分くらいまで溜まっていた。浴槽が広いので、湯の溜まりも遅いらしい。

　レーリルが桶で湯を汲み、セレスの身体に掛けた。

　はっ、と我に返ったセレスは、慌てて床に手をついて、立ち上がろうとした。

「す、すみません。お背中お流しします！」

「……それもいいが、先に前を洗ってくれないか」

「前、ですか」

　自分で届きますよね？　と言いかけて、寸でのところで飲み込んだ。レーリルが望んでいることをして、悦ばせてあげたいとセレスは思ったのだ。

　セレスもレーリルを見習って、浴槽から湯を汲むとレーリルの身体に掛けた。鍛えられた身体を湯が滴る様は、艶めかしく見え──さらさらと肩から流れる湯が乳首のところで軽く撥ねる様子が、さらにレーリルの姿をいやらしく見せる。

（……レーリル様って、恰好いいですよね）

　粗暴と誤解される行動から漆黒王子などと呼ばれていたが、レーリルは男前だ。背も高く、身体も鍛え抜かれて健康的で……誠実で、優しい。

　こんなに素敵な人と相思相愛になれるなんて、一生分の幸運を使い切ってしまったのではないだろうか。これからは、自分自身の努力で彼の気持ちを繋ぎ止めておかなければと、セレスは強く思う。

　決意を新たに、繰り返し頷くセレスを見て、レーリルは軽く首を傾げた。

「どうかしたか」

「……いえ、なんでもないです」

　満遍なくレーリルの身体を洗い流すと、布を石鹸で泡立てた。質の良い高価な石鹸だったようで、充分すぎるほどに泡立った布を握り締める。

「では、失礼します」

「ああ」

　逞しい胸にそっと触れる。首筋辺りから洗い始めたが、ふいにレーリルが笑った。

「こそばゆいな」

「もう少し強くしたほうがいいですか」

「そうだな。洗われている感がしていい」

「……洗われている感」

　洗われたいのだろうか。レーリルの嗜好が、たまによくわからないときがある。

　それでもセレスは、差しさわりのなさそうなところを洗っていく。腹部をだいたい洗い終え、泡を流そうと桶に湯を汲んだ。その湯をレーリルの身体に掛けると、泡が皮膚を伝って流れていく。

「……待て。色々と洗っていないところがあるぞ。さっきはすぐ吸いついてきたくせに、なぜ今回は触れないんだ」

　不機嫌に言われて、セレスは動きを止める。乳首のことだろうか。……他に考えられない。脱衣所で触れたとき、レーリルが恥ずかしそうだったので敢えて触れないようにしたのだけれど。

「触ってもよかったんですか」

「当然だ。夫婦なのだし……す、好きなだけ、触るといい」

　後半は小声で、しかも頬をほんのり赤くしている。露骨に照れた様子が伝わってきて、セレスも頬を染めながら、ぎこちなく布を手に持った。

　どうせなら、感じてもらいたいし、気持ちよくなってもらいたい。けれど、やはり女の自分から触れるのは、「はしたない」ような気がした。

「ほ、本当にいいんですね」

　念のために確認をすると、レーリルは「ああ」と頷いた。

　そろそろと胸部に布を押し当てて、乳首に向かって滑らせる。布越しに軽く押さえて、表面だけでも綺麗になるように洗う。

　こうして乳首を重点的に洗っていると、刺激を与えて愛撫しているようだ。

　実際、胸の突起が布越しでもわかるくらい硬くなっている。ぐり、と押すたびに、レーリルが切なげに吐息をつき、声をこらえている様がやけに煽情的だった。

（い、いけないことをしている気が、する……けど、でも、好きなだけ触れていいって言ってくださったし）

　これだけ擦れば、さすがに綺麗になっただろう、と乳首から布を離す。あと洗っていないところと言えば、脇だろうか。脇は毛細血管が多く急所の一つとされ、不用意に他者に触れさせていい場所ではない、と剣術指南の際に学んだので、これまたなんとなく避けてしまっていた。

　胸と腹は終わった、と布を置いて桶で湯をかける。

「出来ました！」

「ああ、ありがとう」

「次は背中ですね」

「……」

「レーリル様？」

「下半身は」

「はい？」

「下半身」

（……下半身？）

　つと視線を下肢に向けると、あまり視界に入れないようにしていた肉棒が、先ほどより角度を上げて反り立っている。サイズも大きくなっており、血管がくっきりと浮き上がっていた。

「……そんなにじっと見られたら、興奮する」

　実際に一回りほど膨らんだ肉棒から、さっと視線を反らしかけて、慌てて思いとどまる。恥ずかしいけれど、ちゃんと、伝えなければ。

「好きなんですもん、見たいじゃないですか。こ、こんなに感じてくださって、嬉しいですし。……と、とにかく、洗うんですよね。続けて、下肢も洗わせて頂きます」

　存在をこれでもかというほどに主張しているそこ……ではなく、その周辺から洗うことにした。

　太ももまでを洗い終えて、そろそろ肝心の場所にたどりつく。緊張をおさえるために静かに息を吐き出した。

「では、失礼します」

「ああ」

　そっと、布で包むように肉棒に触れ、そのまま上下に擦った。根本や袋の裏まで丁寧に洗い、そして繊細な先端は、布ではなく手を使って直接、優しく洗っていく。

「……痛くないですか？」

「ああ。……嬉しいものだな」

　嬉しい、という言葉に首を傾げた。

「愛されていると、また実感できた」

「……愛しています。こういうことをされて、嫌じゃないですか？」

「なぜ。大事なところを、そうやって大切に扱ってくれるセレスを見ていると、喜びと興奮しか湧かない」

　そんなふうに言われると、セレスまで嬉しくなってしまう。恥ずかしいけれど、してよかったと思えた。

　それから足のつま先まで洗い、湯をかけて流す。次に背中に周り、広く大きく、そしてほどよく筋肉のついた背中を洗った。

　今、レーリルは裸なのだ。しかも、妻とはいえ、他人であるセレスを背後に置いている。

　レーリルの性格上、無防備な姿で背後に「誰か」を置くなど絶対にしないだろう。それを今しているのだから、セレスはよほど信用されているのだ。

　セレスは幸せを噛みしめながら、背中の石鹸も湯で流した。

「洗えました！」

「ああ、ありがとう」

「レーリル様は、先に湯船に入っていてください。私は、自分の身体を洗ってから入ります」

　レーリルはやや不満そうな顔をしたが、「わかった」と言い、浴槽に入っていく。

　セレスは椅子に座り、全身をくまなく洗った。レーリルにじっと見られる中、秘部や臀部を洗うのは恥ずかしかったが、なんとか見えないように身体をよじり、死角を作って洗う。

　そして全身を洗い、すっきりとしてほっと息をつく。

「終わったか？」

「はい」

「なら、こっちにこい」

　湯がいっぱいになっていたので蛇口を閉めてから、誘われるままに浴槽に入り、肩まで浸かる。その瞬間、腕を引かれて抱きしめられ、レーリルの胸に顔を押し付ける格好になった。

　驚いていると、レーリルが上から覗き込んできて、ちゅ、と音をたてて頬に口づけをする。

「なんだか、甘いな」

「……甘い、ですか？」

「ああ。お前と過ごす時間はいつだって甘いが、今は特別に甘い気がする」

　そういう意味か、と納得した。

「なんだか、ふわふわしてますね」

「心地よいな」

「はい、とても」

　レーリルはセレスの身体の向きを変えると、膝のあいだに挟むようにして後ろから抱きしめた。腰の部分に硬いものが押し付けられたが、腹部に回された手の方が気になる。

　大きくてごつごつしたレーリルの手は、腹をひたすら撫でたあと、そっと肌を沿うようにして上に上がってくる。

　両手で左右の乳房を覆うと、ゆるゆると揉み始めた。

「……セレス」

　熱のこもった、とても甘い響きのある声音で呼ばれて、ぞくりと快感に近い痺れが身体を駆け巡る。

「はい」

「可愛い」

　また、ちゅ、と音をたてて、今度は首筋に口づけをされる。しかも、何度も、何度も。その間に手は先端をゆるゆると扱き始め、すぐに勃ち上がった突起をくりくりといじった。

「ひゃっ、あ、あのっ」

「どうした」

「待ってください、ここ、お風呂場なので」

「味見をするだけだ」

「あ、味見……ですか」

　味見はもう何度もされている気がするのだが、レーリルがそういうのなら、本番までする気はないようなので、とりあえずは許すことにする。風呂場で最後までしたら、間違いなくのぼせてしまう。

　初夜に浴槽で二人そろって倒れて鼻血でも出したら、カイルに爆笑されてしまう。最悪、後世に語り継がれる恐れもある。

「はぁ、あっ」

　胸をいじりながらレーリルが、熱い吐息をもらした。

「そろそろ限界だ。移動するぞ」

　そういうなり、セレスを抱えて浴槽から出ると、脱衣所を通り過ぎてそのままベッドへ向かう。濡れたまま二人でベッドに沈み込み、覆いかぶさってきたレーリルに激しく口づけをされた。

　唇はすぐに離れ、首筋から胸元にかけて舌が這い、突起に強く吸いつかれる。いきなりのことに驚いて、もたらされた強烈な快感に背中をしならせる。

「あっ、あっ」

　短く声をあげながら、レーリルの頭に手を添えた。

　両方の乳房をほどほどに弄んだレーリルの手は、腹を伝って、下腹部に移動する。これまではもっと念入りに刺激されたのだが、今日はレーリル自身の呼吸も荒く、余裕がないのかもしれない。

　ふいに、両足を持ち上げて広げられたので、セレスは咄嗟に足を閉じようとする。レーリルは興奮に悦びを含ませた笑みを浮かべ、セレスの秘部に舌を沿わせた。

「もう、滴っているな。……湯ではない味がする」

「い、いいです。そんなこと、具体的に言わなくて」

「見えないだろう？　教えてやってくるんだ」

　にやりと笑うなり、レーリルは秘部にむしゃぶりついた。

「あっ、ああああっ」

　両足を閉じようと身体をくねらせるけれど、固定されていて自由にならない。与えられる刺激に耐え、ひたすら快感から愛液を滴らせた。

　レーリルは嬉しそうに滴りを舌で掬っては肉芽に塗り込み、さらには飲んで、ざらざらとした舌を割れ目のなかへ押し込んでくる。

　ふいに、足を抑えられていた手が離れて、ほっとした瞬間。蜜壺のなかに、レーリルの指が侵入してくる。

「あっ、入ってっ、く、るっ」

「すんなり入ったな。俺のカタチに慣れてきたんじゃないか」

　城下で誘拐されて戻る道中、何度も抱かれた。すでに身体はレーリルに馴染み、初めてのときの痛みなどなかったかのように、抱かれるたびに快感を覚えた。

　けれど、あれから結構な日数が経っているし、情事の回数が減るとそこはまた狭くなる……という話を聞いたことがある。

「久しぶりだというのに、そんなに俺が欲しかったのか」

「ん、あっ」

「それとも、一人でここをいじっていたのか」

「……一人、で？」

「ああ」

　レーリルは酷く嬉しそうな笑みを浮かべて、セレスの両足を離すと足のあいだの身体を割りいれた。

「女の自慰は詳しく知らんが、今度教えてやる。そのときは、俺の目の前でやってみろ」

「……レーリル様の？」

「嫌か」

「……」

　レーリルが望むことは何でも叶えたいとは思うが、果たしてそんなこと自分はできるだろうか。レーリルが邪悪ともいえる笑みを浮かべたので、ここは否定するべきだったのかもしれないと後悔した。

　秘部に、熱く硬い先端が押しつけられる。

　いつも、この瞬間は緊張してしまい──何度されても慣れない。

「すまない、今日は余裕がない。……挿入いれるぞ、痛かったら言え」

「は、はい。きてください」

　ずぶ、と押しこまれた肉棒は、あっさりとセレスの中に収まっていく。それでも久しぶりだからか途中で少しだけきつい場所があったが、子宮を押し上げるほどに奥まで入ると、ただただ喜びしか感じられなかった。レーリルのカタチが細部までわかるし、熱やびくびくと振動が伝わってきて、なおさら濡れてしまう。

「あっ、奥にっ、レーリル様の、が」

「ああ。気持ちいいな、セレスのここは」

　ゆっくりと引き抜かれ、再びずぶっと差し込まれる。

「あっ」

「痛くはないか」

「は、はい」

　レーリルは微笑むと、荒い呼吸をさらに荒らげて、抽送を始めた。最初はゆっくりだったものが徐々に激しくなっていく。

　なのに、決して乱暴ではなく、常にセレスのことを気遣い──時折抽送の角度を変えて、セレスの気持ちいい場所に擦りつけてきた。

「ひゃ、あ、ああっ」

「セレスっ、いいぞ、すごくいい」

「わ、私もっ、です」

　感じるところを刺激されて、身体をびくりと震わせながら、セレスは懸命に耐える。気を抜くと意識を持っていかれそうで、それが怖くもあった。

　なのに、レーリルは抽送を繰り返して刺激を与え、セレスはひたすら愛液を溢れさせ、レーリルのものを締め付けた。

「あ、おかしくなっちゃっ」

「なればいい。俺がいる」

　無意識に手を伸ばしていた。その手をレーリルが握り締めてくれた瞬間、ぐりっ、と奥を強く刺激されて、身体を硬直させた。

「あ、ああああっ」

　身体中を、快感の衝撃が駆け抜けて、一瞬意識が飛びそうになる。

　どろっ、とこれまでの比にならないくらいの量の愛液が溢れるのを感じる。膣の奥がじんじんと痺れて、硬直の解けた全身に緩い心地よさが広がっていく。

　レーリルはより一層興奮したようで、肉棒を益々大きくさせ、腰を打ち付けてくる。

「あっ、あっ、レーリル、様っ」

「ナカで……俺のでイッてくれるんだな」

「……ナカ、で」

「ああ。俺も、そろそろイキたい」

　大きく足を開かれて、レーリルの身体が斜めに倒れてくる。その瞬間、肉棒が子宮の奥まで侵入してきて、奥を突き破らんとする勢いで抽送を始めた。

　お互いの荒い呼吸と嬌声、肌同士がぶつかる音が部屋に響き、それらがより二人を興奮させた。

「セレスっ、セレスっ、射精だすぞ」

「ん、はいっ、きて、くださ、いっ」

「セレスっ、ああっ、好きだっ、愛して、る」

　ずん、とひと際奥深くへ押し込まれ、その先で熱が弾ける。

　子宮の奥へ勢いよく放たされる迸りを感じて、心地よさと悦びに全身を浸した。射精は長い間続き、子宮に収まりきらなかった白濁は膣からこぼれ、シーツに染みをつくる。

　それでも尚、射精は止まらない。

「セレス、ん、まだ射精でるぞ」

「いっぱい、射精だしてください」

「ああ、あっ、んっ」

　やがて射精が止まり、レーリルがセレスの身体の上に倒れ込んでくる。荒い呼吸のまま抱きしめられて、ぐりぐりと頭に頬を擦りつけられる。

「セレス、愛している」

「私も、レーリル様を愛しています」

　セレスもまたレーリルの背中に手を回した。強く抱きしめたかったけれど、身体に力が入らない。

「……身体はつらくないか」

「はい、大丈夫みたいです」

「そうか。ならば、少し休んだらもう一度しよう」

「……もう一度？」

「ああ。今夜はとにかく抱くからな。安心しろ、一度射精したから余裕がある。次からは、お前をもっと気持ちよくしてやる。じっくりと、念入りに全身を可愛がってやるから、嬉しく思え」

　にやにやと笑うレーリルの表情には、子どもが見たら、泣き喚きながら逃げ出すくらいの恐怖を覚える。……子どもたちを眺めていたときの、自然で柔らかい笑みはどこへいったのだろうか。

　けれど、こんな邪悪ささえにじみ出る笑みに、胸をきゅんとさせるセレスは、どこかおかしいのかもしれない。

「セレス」

　ふいに、レーリルの声音が真面目なものになる。

　自分を見下ろすレーリルの視線には、熱情よりも真摯さが見えた。

「なんでしょう」

「お前は、何をしたい？」

「……何を、ですか」

　レーリルの言葉の意味がわかりかねて、首を傾げる。

「正妃として子を産みたいか」

「産みたいです」

「そのほかに、やりたいことはないか」

　セレスは、レーリルの言わんとしていることを察した。

　正妃となるということは、後宮で暮らす女たちを束ねる存在になるということだ。正妃に限らず、王の妻になれば後宮から出ることは許されない。

　正妃という立場上、公式の場では夫の傍に立つことになるけれど。

　現在、後宮には誰もいない。先王の妻や愛妾たちは、戴冠式を終えた今日、後宮を去ることが義務付けられている。これからは、先王が隠居する王都からほど近い屋敷で、共に暮らすことになるのだ。

　レーリルはセレス以外に妻を娶らないと言った。

　後宮で暮らすことになれば、セレスは自分の世話をする侍女だけを連れて、やたら広い後宮でひとり過ごし、レーリルが来る日だけを心待ちに生きてゆかねばならないのだ。

「お前は、何がしたい」

　再び問われて、セレスはレーリルの瞳を見つめ返した。

　これから言うことは、きっととんでもなく愚かなことだ。それでも、レーリルが望みを言ってもいいというのなら、正直に言いたい。

　セレスは胸中で深呼吸をして、はっきりと口に出した。

　王女としてではなく、立場など関係なく──セレス自身の、「したいこと」を。

「私は、もっとリネトルア国を知りたいです。もっと住みよい国にするために、役に立ちたい」

　レーリルは、にやりと微笑んだ。

　まるで、セレスの気持ちを察していたかのようだ。

「ならば、俺の傍にいろ」

「傍、ですか」

「お前を俺の補佐にする」

「……補佐？　従者、ということですか」

「正妃に従者などさせられるか。いわゆる、宰相だな」

「はい？　……はい!?」

　なんて無茶なことを言うのだろう。前代未聞どころか、夢物語だ。

　リネトルア国は、かつて軍事国家だった。

　子どもが大事にされるのも貴重な戦力となるからであり、戦えない高齢者が冷遇されるのもそのためだ。

　とりわけ、男女差別は根強く残っている。

　家督をつぐのも長男で、学校へ通うことのできる者も男のみ。今は、当時よりは女の立場もよくなってきているが、やはり「男女平等」というにはまだ遠い。女は、子を産む道具のように扱われた時代もあったという。

「冗談、ですよね。反発を食らうなんてレベルじゃないですよ、レーリル様の立場も悪くなります」

「俺の立場は俺が自分で守る。あとは、お前次第だ」

　その言葉に、息をつめた。

　セレスが宰相の地位を得て国を動かし、その策が失敗すれば、レーリルの評判に傷がつくどころか、愚王として後世に名を遺すだろう。

　だが、もし成功すれば──新たな歴史を築くきっかけとなり、リネトルア国は大きく変貌する。そして、現代に対応した強い国に生まれ変わることになるだろう。

（責任重大じゃないですか）

　セレスは、思わず不敵に笑った。

「いいですね、ぜひやらせてください」

　レーリルもまた、笑う。

「乗ってくると思った。お前を後宮に閉じ込めておくのは惜しいからな。……そろそろ、続きをするか」

　レーリルの顔が降りてきて、優しく啄むような口づけが、徐々に深くなっていく。念入りに口内を犯されて、余裕のある愛撫で陶酔に導かれる。




　そして。

　剣術を学んで無駄に体力をつけていたこともあり、何度も何度も身体を重ね──その日、眠りについたのは、朝日が昇ってからだった。








最終章　漆黒陛下と宰相王妃









　セレスは、執務室で深いため息をついた。

　難題が多すぎて、どこから手をつければいいのかわからない。初めて第三王子の身代わりとして執務に携わったとき以上だ。

「まぁ、難しいだろうね」

　大公となったジグザスが秘書専用の机に肘をついて、目の前の書類に目を通しながら言った。ちなみに、ジグザスの向かい側にあるもう一つの秘書席にはカイルが座っており、せっせと書類を分けていた。

「浮浪民を救済する制度は、先々代のときも持ち上がったんだ。でもほら、軍事国家だという意識が強くてね。役に立たないものへの配慮は必要ないと、猛反発が起きた。実際、今の有力貴族らは、一部を除いてだけど、かつての戦乱時代で武勲をたてて領土を賜った者がほとんどだから、誇りがあるんだよ」

「それで、先々代はあくまで『措置』として配給を行ったのですね。納得しました」

「父上は、自分の代で『福祉制度』の確立まで持ち込みたかったみたいだけどね。とくに、弱者に寄り添った法の整備は重要視してたみたいだ。でも、ほら、父上ってあまり賢君じゃなかったでしょ？　かと言って愚王でもなかったから、貴族らの暴走はある程度抑えていたけど、兄上と比べるとやっぱりね。……父上は、優しすぎたんだ」

　セレスは、ふと先代の王──ジグザスやレーリルの父を思い出す。セレスにも優しく対応し、異国に嫁いだ身は辛かろうとひたすら気遣ってくれた。正妃の密通に関しても、正妃は愛する妻の一人ゆえに大切にしたいと言い、今はその他の妻たちとともに正妃の治療に専念している。

　賢君ではなかった。けれど、彼の自身の人柄は、属に聞く「権力を得た大国の王」のそれではなく、慈悲深く、愛されるべき人柄だった。

「それに比べて、兄上はすでに暴走してるよね」

　ジグザスが肩をすくめながら言ったので、セレスは苦笑する。

　レーリルがセレスを宰相に据えたことで、やはり貴族らから猛反発が起きた。国政を牛耳りたいのか、それほど独裁政治を望んでいるのか、と。

　それを取り成したのが、ジグザスだった。

　ジグザスがセレスの「秘書」として補佐することを表明したので、貴族らの怒りは若干弱まった。セレスは所詮お飾りの宰相であり、元王子で大公であるジグザスが真の宰相である、と思ったのだろう。

　実際、王位につかなかった元王子が宰相になるのはよくあることだ。ジグザスの場合は「面倒くさいから嫌だ」と言ってのけたけれど「セレスの補佐ならばやる」と、こうして補佐として仕事に携わってくれているから、本当に感謝している。

「何から手を付けるべきかな」

「そうですね。人命が優先されるべきですので、やはり冬の凍死者問題を早急に解決するべきかと。配給は勿論ですが、冬場の間だけ公共の建物を一時的に開放して浮浪民を受け入れるのはどうでしょう」

「公共っていうと、美術館とかか。厳しそうだなぁ。冬場でも観光客は来るし名所は公共が運営していることが多いから、そこが封鎖されるとなると観光客が減って、城下が潤わなくなる。あえていうなら、大聖堂だけど。スペース的に厳しいんじゃないかな。全員は受け入れられないよ」

「ではやはり、彼ら専用の施設の建設や支援制度の確立を急いだほうがよいですね。特別措置として、少しでも彼らを受け入れて貰えるのなら、大聖堂を開放してほしいと掛け合ってみます。あと、聖堂をいくつか。配給はこれまで通り行うとして、あとは就職問題と衛生管理も優先事項ですね」

　やることが山積みすぎて、案件一つたてるのにもかなり時間がかかるだろう。レーリルのチェックは厳しく、僅かでも隙があるとそこをついてくる。最終的には国議の場で、大臣と呼ばれる役職の者たちの可否により法が成立するか否か決まるのだが、彼らもまたさすが国の重鎮というべきか、なかなか侮れない。

「やることが多いね」

「ええ。……私ももっと広い目で見ないといけませんね。浮浪民たちを救済するのは勿論ですが、庶民の間にもまた就職難が広がっていたなんて」

「従国の一つが、荒れてるからね。ここ数年、難民が押し寄せてきてるんだよ。彼らが低賃金で働いてくれるから、庶民は仕事を取られちゃう。難民でも仕事を見つけられずに浮浪民になる者もいるしね」

「……高齢者施設の建設の際は、そういった就職難の者たちを優先的に雇って、彼らの生活水準の向上を狙いましょう」

「その費用はどこから支出するのさ」

　沈黙が降りる。

　最初は、貴族らから寄付を募ろうかと思っていた。寄付をするとそれだけ見栄が張れるし、王との距離も近くなる。けれど、本当に善良な貴族以外はおそらく国のやり方に反発して寄付などしてくれないだろうと今ならわかる。

　何より彼らは、セレスが今の地位にいることが許せないのだから。

「それに、王都は勿論、他の地域でも同じような場所は沢山ある。領地を治める貴族らの考えから変えていかないと」

「そうですね。福祉制度が確立したとして、王都は王族の領土ですので国税で賄えますが、地方領土となると貴族が、民より徴収した税で『王の代理』として法を実行することになりますし」

「不正が横行して、それを取り締まるほうに費用がかかりそうだね」

「不正防止に信用のおける者を地域ごとに派遣する、とか、領主の負担を軽減するために福祉制度の費用の一部を国が負担するとか。……今のリネトルア国では、やはり厳しいでしょうか」

　ジグザスは目を瞬いた。

「なるほどね。負担割合を決めるって方法もあるのか。……僕の知らない方法が、まだまだあるみたいだ」

　ふと、ジグザスは綺麗な顔に微笑を浮かべる。

「いずれは、ここで話していることを実現させよう。机上の空論じゃなくて、現実として、僕らが定めた法で人の命を救うんだ」

　セレスは頷いた。

　ジグザスの言葉は、セレスの挫けそうになる気持ちを支えてくれる。

「長い目で見てやっていくしかないですね」

「そのためにも、少なくとも二、三年の間になんらかの成果を出さないと」

「……いきなり追い込まれてますね」

「新王が即位したら、いつだってこんなものだよ。周りは敵ばっかりだ。……でも、セレスの考えは的を射てると思うし、本当に国民を思っているのがわかる。国民に知識をつけさせるって話も、僕は賛成だ。今この国は大国と言われて、まだ充分『生きている』。でもいつ謀反が起こるかわからない。そのとき、間違った方向へ人々が突っ走らないように、彼らにも現状を正しく把握する知識が必要だろうから」

　セレスは微笑んだ。

　ジグザスはやはり頭がいい。彼の知識や行動は、この国に必要不可欠なものになるだろう。

「じゃあ、まとめると『国民に知識をつけてもらって、現状を把握させ、施設建設や衛生面改善のために下水道工事を行って、そのために労働者を雇うことによって就職難民を減らす』ってことで、いいですかね」

　黙々と仕事をしていたカイルが顔をあげ、そう言った。

　ジグザスは頷き、「目下の目標まで遠いなぁ」と呟いた。

「具体的な目標ができて何より。さぁ、お二人とも手を動かしてくださいね」

「やってるよ、ほら。もうこんなに終わった」

　愚痴るジグザスに、セレスは苦笑する。セレスもまた彼らを見習って黙々と仕事をこなし、時折案件について話しながら、諸々の意見を書き留めていく。

　そんなことをしていると、あっという間に時間は過ぎ、カイルが「そろそろ休憩しましょうよ」と言ってきた。

　固まった身体の節々を伸ばしながら、セレスは頷く。

　カイルが立ち上がり、てきぱきと紅茶を煎れてくれる。一緒に出された菓子は、カイルの手作りだ。

「今日はスコーンですか、美味しそうですね」

「ええ。セレス様に頂いた、私専用の厨房がありますから。自由に使わせてもらってますよ」

　カイルには、自分に仕える代わりに菓子を作れる環境と休日を与えることを約束していた。

　祖国へ帰る必要がなくなったので、レーリルに頼んで使われていない厨房を一つ借りることに成功したのだ。贅沢三昧だった貴族らの夜会が減り、厨房も余っているらしい。

　セレスはスコーンにジャムを塗り、ひと口食べた。

　見た目ほど硬くなく、しっとりとして甘くて美味しい。

「美味しいです、さすがカイル」

「お褒め頂き光栄です」

「休日は休んでいいんですよ。今日だって、確か休日のはずですよね」

「ええ、まぁ。でもいいんです、材料や菓子は取寄せることができますし。今は、仕事に専念しないと」

　やるべきことが山積みなのは事実だ。信用のできる者たちを集めるまでは、常に人材不足であることもセレスを苦しめる。そのため、カイルの気遣いはとてもありがたかった。

　軽く世間話を挟みつつも、話の内容はやはり今後の政策になっていく。そんななか、ふと、ジグザスが思い出したように言った。

「そういえば、あの噂聞いたかい？」

「噂、ですか」

「そう。ヴィルの影武者が、実はセレスだったっていう噂。見た目そっくりだし、まぁ、わかるけどね」

「ああ、その噂なら私も聞きましたねぇ。貴族のなかには、当時のヴィルレイン殿下を見て王位を任せられると思った者も多いようですし、噂を認めたほうが宰相としての地位も確立しやすくなるんじゃないですか？」

「……無理言わないで下さい。王子を騙った罪の方が重いですよ。噂は噂のまま、消えてくれないと困ります」

　ただでさえ、邪推する者がいるのだ。

　国家間の関係で、「次期国王の王子」の元へ嫁ぐのはおかしなことではないけれど、ヴィルレインの影武者がセレスとよく似ているせいもあって、セレスが第三王子を失脚させて、第一王子に取り入った──などという噂は、当然のごとく出回っている。

「そういえば最近、兄上は多忙だね。ほとんど眠らずに仕事してるって聞いてるけど」

　ジグザスは思い出したように呟いた。

　セレスは苦笑いを浮かべて、頷く。

「ええ。もう、王位継承に関する諸々の手続きはだいたい終えているので、さほど多忙ではないはずなのですが」

「私たちの知らない何か引継ぎ的なものがあるんじゃないですか？　それにしても、戴冠式のあとは大変でしたねぇ。他国の王族や貴族の挨拶は勿論、パーティも夜通し開かれて。贈り物も沢山届きましたし」

　しみじみとカイルが言う。

　世代が変わったのだから当然のことだが、正妃であるセレスもまた多忙を極め、諸々の挨拶だけでも数日間にわたった。

　そしてそれらがひと段落つき、レーリルはセレスを宰相にするために画策し、大臣の半数以上を説得して強引にセレスを宰相につかせた。その後の貴族らの猛反発などを経て──約半月。

　レーリルはひたすら執務室につめて、夫婦の部屋にも戻ってこない。急ぎの国務は確かにあるだろうが、数日も不眠で行わなければならないほどではないはずだ。

（お身体は大丈夫でしょうか。……もしかして、国内外で何か起きているのでは）

　もともと不安だったが、ジグザスからも言われるとやはり心配になる。一度、ふらふらの状態で部屋に戻ってきたレーリルに声をかけたが「大丈夫だ」とだけ言って着替えもせずに眠ってしまった。そして早朝にまた執務室に戻り、それ以後寝食は執務室で済ませているようだった。

　そのとき。

　激しい音をたてて、ドアが開かれた。

　まさに、件のレーリルが現れて、唖然とする一同の前で足早にセレスの元へ歩み寄る。眉間には深い皺があり、目の下には隈がある。睡眠不足だからか、不機嫌そうだ。

「レーリル様、ご用ですか？　申し付けて下されば、こちらから伺いましたのに」

　慌てて立ち上がるセレスの両肩に、大きな手が載せられる。

「急ぎの用事は片付けた」

「あ、あの、お疲れ様です」

「明日から、出掛けるぞ」

「は？」

「リネトルア国を知りたいと言っていただろう。ヴィトン地方へ行こう」

　ヴィトン地方といえば、リネトルア国の西南にある地方だ。王都からあまり離れていないにも関わらず、冬場に冷え込む王都と比べ比較的温暖な気候であり、温泉が有名な観光地でもあると聞いている。

　セレスはきょとんとした。

　いきなり何を言い出すのだろうか。

「もしや、ヴィトン地方で何か問題が？」

「いや」

　セレスは眉をひそめた。そもそも何かあったところで、即位したての国王が出向く必要はないだろうけれど、それ以外に急を要する用事が思い浮かばない。

　セレスの表情を見て、レーリルも眉をひそめた。

「……もしや、俺と出掛けるのは」

「いえ、嫌とかではなく。なぜ突然、と」

「新婚旅行に決まっているだろうが」

「はい？」

　憮然として言うレーリルの言葉の意味が、わからなかった。いやわかる。わかるが、この冬を目前にした多忙な時期に国王夫妻が新婚旅行に出かけるなどできるはずがない。

　セレスの不安を読み取ったのか、レーリルは腕を組んで国王らしくセレスを睥睨する。

「仕事なら済ませた」

「……ですが」

「お前が気にかけていた福祉に関する措置も大幅に見直すことにしたが、今年度は到底間に合わない。長い目で見る必要があるだろう。今年配給分の食料確保に関しては煮詰め中だ。お前の意見も受け入れたいからな、そろそろ意見交換の場を設ける。宰相として、意見をまとめておいてくれ」

「はい」

　神妙に頷いたセレスに、レーリルはにやりと笑った。

「ならば、わかったな。新婚旅行へ行くぞ」

「もしかして、そのためにお仕事を急いでくださったんですか」

「当たり前だ。今行かなければ、新婚旅行ではなくただの旅行になるだろう。ヴィトン地方ならば、馬を飛ばせば一日ほどでつく。王都で何かあればすぐに戻ってこられるし、何よりヴィトン地方を治めるギリディナ伯爵はお前が最も気にかけている『福祉』に関して積極的だ。ヴィトン地方が潤っているのは、現在の伯爵の手腕によるところが大きい。伯爵本人から意見を聞くことも、役に立つだろう」

　セレスはこぼれんばかりに目を見張り、レーリルを見つめ返した。

　この時期に旅行などとんでもない、と思った自分を恥じた。レーリルがただ単純に、自分の欲望のために旅行に行くなどと言い出すはずがないのだ。

　そんな当たり前なことを疑ってしまい、レーリルがついにおかしくなったのではとさえ思ってしまった。

　近場にセレスが目指す「理想郷」に近いところがあるのなら見ておきたいし、その地方を治める領主にも話を聞きたい。それらはとても貴重で、即政策に役立つ可能性も充分にあり得る。

　ぜひ行かせてください！　と言おうとしたセレスに、「待ってください」と不満を示したのはカイルだった。国王夫妻の話に割って入ることのできる従者は、彼くらいだろう。

　セレスは青くなった。

　カイルは休日返上で仕事をしてくれているのに、そのあるじである自分が旅行だなんて怒られて当然だ。そう思ったが、カイルが不満を示したのは別のことだった。

「馬を飛ばせば、って無茶言わないでくださいよ。外聞も悪いですし、何より危険です。落馬で命を落とすこともあるんですよ」

「問題ない。今回の外泊は内密のことだ、仰々しいのは好かないし資金もかかる」

「それでも馬を飛ばす必要はないでしょう！　供をつけて、密かに旅行に行かれたほうが──」

「供もいらない。時間も惜しいし、旅行もせいぜい一泊か二泊が限界だしな。ハネムーンに水を差すな」

　カイルは一瞬、愕然とした顔をした。

「な、な、なっ、供をつけない⁉　馬鹿じゃないですか！　国王夫婦ですよ！」

「まぁまぁ、落ち着いて二人とも。僕もさすがに二人きりだと心配だから、カイルと僕の従者を一人貸すよ」

「そんなものいらん」

「いいえ、つけてください。じゃないと、兄上が不在の間、代理を務めませんよ。どうせ僕が国王代理をしなければいけないんでしょ？」

　レーリルはぐっと黙り込み、ちら、とセレスを見た。そして唸ったのち、渋々頷いた。

「わかった。従者を二人つける。俺が不在の間の執務は、お前に任せる」

　ジグザスは微笑むと、カイルに顔を向ける。カイルは酷く不機嫌な顔でジグザスとレーリル、そして最後にセレスを見た。

「あなた、馬に乗れるんですよね……剣も扱えるようですし」

「乗馬には自信があります。ヴィルレイン様の代理の際も乗馬をしてたじゃないですか」

「道楽の乗馬と、旅で馬を飛ばすのとは違います」

「大丈夫ですよ、レーリル様と一緒に王都へ戻ってきたときも馬でしたから。むしろカイルは乗れるんですか？」

「当然です。……もう、一度言い出したら聞かないんですから。王族は皆そうなんですかね」

　渋々折れてくれたらしいカイルは、それでも不満らしく深くため息をついた。どこか張りつめていた空気が緩んで、部屋の雰囲気が柔らかくなる。

　セレスはカイルとジグザスへ視線を向けたあと、レーリルに向き直った。

「では、ぜひご一緒させてください」

「当然だ」

「それで、いつから──」

　唐突に、机越しにレーリルの腕が伸びてきて抱きしめられた。頭に頬を擦りつけられる。久しぶりのレーリルの香りに思わず頬が緩みそうになるのを堪えながら、同じように頭を擦りつけた。

「よかった。頑張ったかいがある。明日から楽しみにしているぞ」

「明日、ですか。わかりました。不在中もなんとかなるように、可能な限り仕事を終わらせておきます」

「ああ。明日は朝早く出る、俺は早めに部屋に戻るからお前も早めに休めよ」

「はい」

　ふ、と笑う気配がした瞬間、頬に柔らかいものが押しつけられる。口づけされたと気づいた瞬間には、レーリルは踵を返していた。

「俺はこれから、一部の者に引継ぎをしてくる」

「はい。あの、レーリル様」

　レーリルが肩越しに振り返った。

「ありがとうございます。本当に嬉しいです」

　レーリルは目を見張り、柔和に微笑むとなぜか戻ってきた。そして執務机を回り込み、セレスを抱き上げる。驚いて咄嗟に肩に捕まるセレスを抱えたまま、レーリルはジグザスに言い放った。

「俺とセレスが不在の間、お前がすべての指示をするんだ。国王代理及び宰相の仕事も任せる、補佐をしているのだから勝手はわかるだろう」

「……まぁ、わかりますけど。これからどちらへ？　セレスを返してくださいよ」

「一足早めに部屋で休むことにする」

「まだ昼ですよ、兄上」

「知るか」

　レーリルは邪悪な笑みを残して、執務室を後にした。




「妬けるなぁ」

　セレスとレーリルが出て行ったあと、ジグザスは机に肘をつき、書類の束を見つめ、面倒くさそうに指で書類を弾きながら言った。

「まぁ、そうですねぇ」

「おや、カイルも？　もしかしてセレスが好き？」

「あるじとして、尊敬してますよ。それなりに。……まぁ、私は従者ですし、セレス様の望みのままについていくだけです」

「『それなりに』ね」

　ジグザスは複雑そうな表情を見せたが、すぐに仕事を再開した。カイルに関しては正直不安要素がある。カイルは長年仕えてきたヴィルレインをあっさり見捨てたという経緯があるから。

　けれど、セレスはカイルを信用しているようだし、何よりレーリルが許可をしているのだからジグザスが関わることではない。

　ジグザスは、ちらりとドアの方を見た。

　明日から自分は、国王と宰相の代理となる。三日ほどとはいえ、多忙が続くだろう。

（頑張らないとね、頼られてるな僕って）

　世話が焼ける兄夫婦だなぁ、と思いながら微笑んだ。

　そして、自分が彼らの役にたてることを、密やかに嬉しくも思った。





※　※　※






　すれ違う人々が、何事かと振り返る。

　セレスはレーリルの腕にお姫様だっこをされながら、借りてきた猫のようにおとなしくしていた。おろしてくださいと言ってもレーリルは取り合ってくれない。そしてすれ違う人々は、レーリルが怖いのか見ても見ないふりをして、そっと頭をさげて挨拶をするだけだ。

　セレスも諦めて、ただされるがまま抱き上げられていた。

　夫婦の部屋にたどり着くと、ベッドのうえに下ろされた。そのまま当然のように覆いかぶさってきて、すぐに深い口づけをされる。

　ぬるりと入ってくる熱い舌に久しぶりの快感を覚えて、悦びから身体が火照ってくるのが恥ずかしい。

　長すぎる口づけの途中で身体を愛撫され始めて、セレスは咄嗟にレーリルの身体を押し返す。

「あ、あの、待ってください」

「なんだ」

「するんですか」

「そのつもりだが」

　当然だと言わんばかりのレーリルに、セレスは苦笑した。

「……昼ですけど、いいんですか」

「問題があるのか。前も昼間は嫌がっていたな」

「嫌じゃないですよ。ただ、色々と見えてしまうので恥ずかしいなと」

「恥ずかしさなど、忘れさせてやる」

　頭を大きな手で優しく撫でられ、額に、そして頬に口づけをされた。セレスは微笑みながらレーリルの背中に腕を回して、自分から口づけをする。

　レーリルはセレスのほうから求めると、とても喜んでくれるから、なるべく積極的になるように心がけていた。恥ずかしいので、頻繁には出来ないけれど。

「……レーリル様」

「なんだ」

「好きです」

　レーリルは、ふと身体を強張らせた。

　ただひたすら、じっとセレスを見つめたのち──ガバッと抱しめるように身体を密着させた。そのまま首筋に唇を這わせ始めたので、咄嗟に反対側に顔をそらした。

「ひゃっ、あのっ、ちょっ」

「お前が誘うから我慢できない」

「……湯浴みは」

「後だ」

　熱い吐息が、うっとりとした呟きと共に首筋から胸元を撫でる。

　すぐに身体は熱に浮かされたように、潤み始める。快感に身をゆだねていると、耳元で囁く声があった。愛している、と。







　隣で眠るレーリルを眺め、セレスは目を細めた。

　レーリルの寝顔は貴重である。いつもセレスが先に眠り、レーリルが先に起きているから。

　歳より幼く見える寝顔を見つめながら、セレスはふと、初めてレーリルと会った日のことを思い出す。

　悪魔のような男だと思った。

　そして、やはり酷い男であり、同時に何者か気になった。正体がわかってレーリルの努力や王子としての言動を知り、惹かれていった。

　レーリルの笑顔が、自分に向けられることを願った。そして今、その願いを遥かに上回る幸福を得てここにいる。

「……幸せ……」

　ぽつりと呟いたとき。

「俺もだ」

　レーリルの低い声音が聞こえて心臓が縮みあがった。レーリルの瞼があがり、視線が合う。セレスはその瞬間、頬を真っ赤にした。

「お、起きているなら、言ってください！」

「昨夜、あれほど愛を囁きあったのだから今さら何を言うんだ」

「その、そういう途中と、今は違うんです」

「俺はいつだって本気だ」

　伸ばされた腕に抱きしめられて、肌同士が触れ合う。心地よさに目を細めて、セレスは胸に顔を摺り寄せた。

　本当に自分は幸せだ、と幸福を噛みしめながら。

「……セレス」

「はい」

「これから何があっても、俺はお前を離さない。お前は俺の傍にいればいい」

「私はあなたのものです」

「もの、ではないだろう。お前はお前だ。だが、俺たちは夫婦だ。生涯を共にすると誓った」

「レーリル様の妻になれて、私はとても幸せです。この幸せが続くよう、そして国民の役にたてるよう、精一杯努力してまいります」

　レーリルは低い声で笑う。

「真面目だな。そんなところも好ましい」

　抱きしめ合ったまま、お互いに笑い合う。

　そして、どちらからともなく顔を近づけた。





※　※　※






　第二十三代目リネトルア国王レーリル・リネトルアは、後世に改革王として名を遺す。

　時代が移り変わるなか、改革王の治世がなければリネトルア国は崩壊していたとされるほどに様々な改革を行い、国を変革し、人々を平和へと導いたとされる。

　改革王を終生、傍で支えた正妃であり宰相セレスはその後も波瀾万丈な人生を送ることになり、彼女の生涯ほど奇異なものはないと、セレスに纏わる多くの逸話が残されているが──その真偽のほどはわからないままだ。




　ただ、二人は生涯仲睦まじい夫婦であり、その息子である第二十四代リネトルア国王もまた、生涯国民に尽くしよき治世を敷いたという。








〈了〉










漆黒王子は弟嫁を甘く凌辱する
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